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2. 目的 

ラフテレーンクレーン GR-1000N(Ⅰ)の Autodesk Revit 2019 のファミリ図形を作成し

ます。 

 

(1) 動作パラメータについて 

 

パラメータを設定し、各部の動作を設定します。 

 

  【動作パラメータ設定】 

① 本体_角度：ラフテレーンクレーン GR-1000N(Ⅰ)本体の水平回転角度 

② 回転台_角度：本体上部(回転部)の水平回転角度 

③ ブーム長：ブームの長さ 

④ ブーム角：ブームの鉛直回転角度 

⑤ ジブ長：ジブの長さ  

⑥ ジブ角：ジブの鉛直回転角度 

⑦ ジブ表示：ジブの表示(ON/OFF) 

⑧ ワイヤ繰出量：ブーム又はジブ先端部からのワイヤの長さ 

⑨ アウトリガ_**：アウトリガ(前右、前左、後右、後左)の長さ 

⑩ カウンタウエイト_表示：カウンタウエイトの表示(ON/OFF) 

⑪ 作業範囲_ドーム_表示：作業範囲(ドーム)の表示(ON/OFF) 

⑫ 作業半径_縦断図_表示：作業半径(縦断図)の表示(ON/OFF) 

⑬ カウンタウエイト可動範囲_表示：カウンタウエイト可動範囲の表示(ON/OFF) 

 

(2) 図形形状について 

 

ファミリ図形の形状は、(株)タダノ殿がホームページで提供している「ラフテレーンク

レーン GR-1000N」の３次元図形(ステップ形式)を参考とします。 

  https://www.tadano.co.jp/service/data/data.asp 

  GR-1000N-1_AP214iso.stp 

https://www.tadano.co.jp/service/data/data.asp
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クレーン本体図形以外に、以下の図形を表示します。 

  【図形表示】 

① 作業半径(2D,縦断図)  

② 作業半径(3D,ドーム状) 

③ カウンタウエイト可動範囲 

※  (株)タダノ殿が提供している 2D 図面の「作業半径」の図面を利用しま

す。 

       GR1000N101Y.dxf 
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3. 基点について 

 本クレーンファミリの基点を下記で設定します。 

平面：回転台の中心位置 

   

立体：地盤高さ 

   

 とします。 

  

  

基点 

基点 
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4. 参照線について 

参照線は、クレーンの回転などの動作を制御するために必要な機能です。 

しかしながら、参照線には目的の動作を行うために、作成方法によって拘束条件などのエ

ラーがよく発生します。 

ここでは、本クレーンを作成するために拘束条件などのエラーが発生しない方法を紹介し

ます。 

 

(1) 参照線の注意事項 

参照線は作業面として設定できます。 

図形の作業面を参照線に設定すると、図形が作業線の動きに合わせての動作になりま

す。 

 

1) 参照線作成について 

参照線は、2 次元平面の動作しかできませんので、動作平面の設定に注意して

ください。 

例：高度=1000 の上の平面図に作業線を作成の場合 

1. 「立面図」を開きます。 

 

 

2. 高度=1000 の位置に参照面を作成します。 

 

 

3. 「セット」機能→「面を選択」→高度=1000 の参照面を選択して、平面

図を開きます。 
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4. 参照線を作成します。 

  

※ この場合の作成した参照線は、平面図での動作(移動、回転、伸縮など)が

できますが、立面図では鉛直方向での動作(移動、回転、伸縮など)ができ

ません。 

     

2) 参照線の作業面設定について 

① 図形の作業面を参照線に設定すると、作業線の動きに合わせての動作ができる

ようになります。 

例：同一平面の図形と作業線の場合 

1. 平面図を開き、参照線と図形(ここでは、回転機能で作成した図形)を作

成します。 

  

 

2. 図形の作業面を参照線に設定します。 

 

平面図 

立面図 
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3. 参照線を動作(回転、移動、伸縮)します。 

       

            

                 

※ 伸縮の場合は、図形に変化はありません。 

  

回転 

移動 伸縮 
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(2) 参照線の拘束方法 

1) 参照線の端点と 2本の参照面の交点との拘束方法 

   

 

① 「参照面_1」に垂直に「参照線」を作成します。 

 

 

② 「参照面_1」と「参照線」の端点を「位置合せ」機能で拘束します。 

          

 

③ 「参照面_2」に垂直に「参照線」を回転します。 

 

④ 「参照面_1」と「参照線」の端点を「位置合せ」機能で拘束します。 

参照面_2 

参照線 

拘束 

参照面_1 

拘束 
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拘束 
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2) 参照線_1(メイン)の端点と参照線_2の端点との拘束方法_1 

 

※ 参照線の端点と参照線の端点との拘束の方法には決まった方法がありませ

ん。(「位置合せ」機能では、端点と端点の拘束はできません) 

今回は、ブーム、ジブ、フック_1、フック_2 などの参照線を接続して作成

します。そのため、拘束数が多いと拘束エラーが発生してしまいますの

で、ここでは、最低限の拘束による接続方法を使用します。 

 

① 「参照線_1」の「端点」から「参照線_2」を作成します。 

        

  

参照線_2 
拘束 

参照線_1 

端点 

参照線_1 
参照線_2 

端点モードで拘束 
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3) 参照線_1(メイン)の端点と参照線_2の端点との拘束方法（固い拘束

方法）_2 

※ ここでは使用しませんが、さらに固い拘束方法をご紹介します。 

ただし、動作によっては、拘束が多いと動作しなくなる場合もあります。 

動作によって、前述の軽い拘束の方法、今回の固い拘束、または混在の方

法などを考慮して、最適な方法を行ってください。 

 

 

 

① 「参照線_1」にほほ垂直に「参照線_2」を作成します。 

 

②  「参照線_1」と「参照線_2」の端点を「位置合せ」機能で拘束します。 

     

③  「注釈」→「平行線」で、「参照線_1」の端点と「参照線_2」の端点の参照図

形を作成します。 

参照線_2 
拘束 

参照線_1 

拘束 
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④ 寸法、値に「0」にして、寸法値を拘束します。 

 

 

  

拘束 
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4) 参照線_1(メイン)の端点と参照線_2の端点との 90°拘束方法 

  

※ この参照線はメインの参照線の補助参照線として使用されます。 

肉部図形の拘束、参照線の長さ指定など 

 

② 「参照線_1」の「端点」から「参照線_2」を作成します。 

      

 

③  「注釈」タブ→「角度寸法」機能で「参照線_1」と「参照線_2」の角度を設定

し、90°に変更して拘束します。 

      

    

 

  

参照線_2 

端点 

参照線_1 

90°に拘束 

90°で拘束 

参照線_1 参照線_2 

端点モードで拘束 
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5. 作成方法 

 

クレーンファミリ図形は、水平方向と鉛直方向の回転動作、及び伸縮動作があります。そ

のため、子ファミリの利用、並びに参照線の設定が重要になります。 

また、動作を設定した参照線を骨格部として、形状を構成する肉部として整理することに

より、基本の骨格部を作成しておけば、肉部の変更であらゆるクレーン図形の対応が可能

になります。 

ここでは、ファミリと子ファミリの関係、骨格部の作成、肉部の作成方法を記します。 

 

(1) ファミリと子ファミリとの関係 

1) 作成ファミリ、子ファミリについて 

① ラフテレーンクレーン_GR-1000N-1.rfa 

・ ファミリ種類：メインファミリ(骨格部で使用) 

・ 図形：クレーン全体 

 

[動作] 

1. クレーン全体の水平回転 

 

② GR-1000N-1_本体部.rfa 

・ ファミリ種類：子ファミリ(骨格部で使用) 

・ 図形：クレーン全体 

 

 [動作] 

1. 上部回転部の水平回転 
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2. アウトリガの伸縮動作 

 

③ GR-1000N-1_回転部.rfa 

・ ファミリ種類：子ファミリ(骨格部で使用) 

・ 図形：上部回転部 

  

 [動作] 

1. ブームの鉛直回転 

2. ブームの伸縮動作 

3. ジブのの鉛直回転 

4. ジブの伸縮動作 

5. ブーム接続部の鉛直回転 

6. ブーム接続部の伸縮動作 

7. フック_1 の鉛直回転 

8. フック_1 の伸縮動作 

9. フック_2 の鉛直回転 

10. フック_2 の伸縮動作 

11. カウンタウエイトの伸縮動作 

12. ジブ表示(ON/OFF)、フック_1, フック_2 の表示切替 

13. カウンタウエイトの表示(ON/OFF) 

14. 作業範囲(ドーム)の表示(ON/OFF) 

15. 作業半径(縦断図)の表示(ON/OFF) 

16. カウンタウエイト可動範囲の表示(ON/OFF)  

 

④ GR-1000N-1_車両.rfa 

・ ファミリ種類：子ファミリ(肉部で使用) 

・ 図形：下部車両本体 

 

 [動作] 
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なし 

 

⑤ GR-1000N-1_回転部_本体.rfa 

・ ファミリ種類：子ファミリ(肉部で使用) 

・ 図形：上部車両回転部 

  

 [動作] 

なし 

 

⑥ GR-1000N-1_アウトリガ.rfa 

・ ファミリ種類：子ファミリ(肉部で使用) 

・ 図形：アウトリガ 

  

 [動作] 

なし 

 

⑦ GR-1000N-1_ブーム.rfa 

・ ファミリ種類：子ファミリ(肉部で使用) 

・ 図形：ブーム 

  

 [動作] 

なし 

 

⑧ GR-1000N-1_ジブ.rfa 

・ ファミリ種類：子ファミリ(肉部で使用) 
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・ 図形：ジブ 

  

 [動作] 

なし 

 

⑨ GR-1000N-1_ブーム接続部.rfa 

・ ファミリ種類：ブーム接続部(肉部で使用) 

・ 図形：ブーム接続部 

 

 [動作] 

なし 

 

⑩ GR-1000N-1_カウンタウエイト.rfa 

・ ファミリ種類：子ファミリ(肉部で使用) 

・ 図形：カウンタウエイト 

 

 [動作] 

なし 

 

⑪ GR-1000N-1_フック_1.rfa 

・ ファミリ種類：子ファミリ(肉部で使用) 

・ 図形：フック_1(ブームに接続) 
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 [動作] 

なし 

 

⑫ GR-1000N-1_フック_2.rfa 

・ ファミリ種類：子ファミリ(肉部で使用) 

・ 図形：フック_2(ジブに接続) 

  

 [動作] 

なし 

 

⑬ GR-1000N-1_作業範囲_ドーム.rfa 

・ ファミリ種類：子ファミリ(影響範囲で使用) 

・ 図形：ブーム、ジブの 3D 作業範囲(ドーム図形) 

  

 [動作] 

なし 

 

⑭ GR-1000N-1_作業半径_縦断図.rfa 

・ ファミリ種類：子ファミリ(影響範囲で使用) 

・ 図形：ブーム、ジブの 2D 作業範囲(縦断図) 
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 [動作] 

なし 

 

⑮ GR-1000N-1_カウンタウエイト可動範囲.rfa 

・ ファミリ種類：子ファミリ(影響範囲で使用) 

・ 図形：カウンタウエイト可動範囲図(円柱) 

  

 [動作] 

なし 
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2) ファミリ関係図 

 

  [メインファミリ]         [子ファミリ] 

 

 

       

 

 

 

 

 

         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
ラフテレーンクレーン_GR-1000N-1.rfa 

 
GR-1000N-1_車両.rfa 

 
GR-1000N-1_本体部.rfa 

 
GR-1000N-1_回転部.rfa 

 
GR-1000N-1_回転部_本体.rfa 

 
GR-1000N-1_アウトリガ.rfa 

 

GR-1000N-1_ブーム.rfa 
 

GR-1000N-1_ジブ.rfa 

 
GR-1000N-1_ブーム接続部.rfa 

 
GR-1000N-1_フック_1.rfa 

 
R-1000N-1_フック_2.rfa 

 
GR-1000N-1_作業範囲_ドーム.rfa 

 
GR-1000N-1_作業半径_縦断図.rfa 

 
GR-1000N-1_カウンタウエイト可動範囲.rfa 

 
GR-1000N-1_カウンタウエイト.rfa 
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(2) マテリアルについて 

1) 使用マテリアル一覧 

本図形のマテリアルは、できるだけ AutoCAD 図形の色を設定して、反射率など

の設定はしていません。 

また、外観、シェーディング、サーフェスパターン、切断パターンの色は同じ色

で設定しています。 
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2) マテリアルのロード方法 

 

マテリアルはファミリ毎に作成しなければなりません。 

そこで、「マテリアルライブラリ」を利用することにより、全てのファミリに

「マテリアルライブラリ」から指定のマテリアルを取り込むことができます。 

 

ここでは、既にマテリアルライブラリ(GR-1000N.adsklib)を準備していますの

で、ライブラリからマテリアルの取り込み方法を説明します。 

 

【マテリアルの取込み方法】 

① マテリアルライブラリ(GR-1000N.adsklib)を所定のフォルダにコピーします。 

② ファミリを開き（又は新規図面）、「管理」タブ→「マテリアル」機能を選択

します。 

    

③ 「ライブラリ」パネルが表示されていない場合は、左側上部にある「ライブラリ

パネル表示」ボタンを選択して、「ライブラリ」パネルを開きます。 

    

「ライブラリ」パネル 

「ライブラリパネル表示」ボタン 
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④ 画面左下にある「マテリアルライブリ関連」のプルダウンメニューより、「既存

のライブラリを開く」を選択し、「GR-1000N.adsklib」を選択します。 

※ マテリアルライブラリを取り込むと、同一コンピュータ上でこの設定は維

持されますので、次のファミリではこの設定は必要ありません。 

    

      

⑤ 「ライブラリパネル」より、「GR-1000N」を選択し、「名前」欄より取込むマ

テリアル(ここでは、「本体_1」)にカーソルを合わせ、「↑」を選択して、マテリ

アルを取込みます。 

    

 

既存のライブラリを開く 

ライブラリパネル 

マテリアル追加 
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(3) プロファイルについて 

※ プロファイルは、ソリッドモデルを作成するための基本形状(平面図)にな

ります。「スィープ」機能、「スィープ ブレンド」機能などで利用されま

す。 

 

1) 使用プロファイル一覧 
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2) プロファイル作成方法 

  

     【固定型のプロファイルの場合】 

※ 図形は変動しない座標で作成 

ここでは、「本体_1.rfa」を作成します。 

 

[モデル形状] 

 

[座標] 

 

 

① Revit(ここでは、Revit 2019 を使用)を起動し、テンプレートを「プロファイル

(メートル単位).rtf)」で、新規図面を開きます。 

② 1 点目の座標位置に、縦方向、横方向の参照面を作成し、「平行線」機能で、

「中心(左/右)」参照面、「中心(正面/背面)」参照面からの寸法図形を作成しま

す。 

 

③ 同様に、2 点目から 8 点目までの参照面と寸法図形を作成します。 
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④ 「作成」タブ→「線」機能で、1 点目→2 点目→3 点目→……→8 点目→1 点目ま

で、「交点モード」で参照面との交点を選択して、線図形を作成します。 

 

⑤ 「名前を付けて保存」機能でプロファイル ファミリを保存します。 

ファミリ名：本体部_1.rfa 

 

     【変動型のプロファイルの場合】 

※ 設定する値によって、位置が変動する座標で作成します。 

ここでは、「ブーム_1.rfa」を作成します。 

このモデルは、高さ、幅、オフセットで形状が決まります。 

 

[モデル形状] 

 

[座標] 
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① Revit(ここでは、Revit 2019 を使用)を起動し、テンプレートを「プロファイル

(メートル単位).rtf)」で、新規図面を開きます。 

② パラメータを設定します。 

 

① 「幅」参照面を、「中心(左/右)」参照面を中心とした左右方向に平行に作成し

て、「幅_1」参照面→「中心(左/右)」参照面→「幅_2」参照面まで、「平行寸

法」機能で寸法図形を作成し、値に「EQ」を設定します。 

「幅_1」参照面→「幅_2」参照面まで、「平行寸法」機能で寸法図形を作成

し、値にパラメータ(幅)を設定します。 

   

② 「高さ」参照面を、「中心(正面/背面)」参照面を中心とした上下方向に平行に

作成して、「高さ_1」参照面→「高さ_2」参照面まで、「平行寸法」機能で寸

法図形を作成し、値にパラメータ(高さ)を設定します。 

 

③ 「基準線」参照面を、「中心(正面/背面)」参照面の下方向に平行に作成して、

「中心(正面/背面)」参照面→「基準線」参照面まで、「平行寸法」機能で寸法

図形を作成し、値にパラメータ(基準線)を設定します。 

パラメータ(幅) 

中心(左/右)参照面 

「幅_1」参照面 

パラメータ(本体部_1_後_長さ) 

中心(正面/背面)参

照面

「高さ_1」参照面 

「幅_2」参照面 

「高さ_2」参照面 
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「高さ_1」参照面→「基準線」参照面まで、「平行寸法」機能で寸法図形を作

成し、値にパラメータ(基準線+オフセット)を設定します。 

 

 

③ 「作成」タブ→「線」機能で、 

1. 1 点目：「幅_1」参照面と「高さ_2」参照面との交点 

2. 2 点目：「幅_1」参照面と「高さ_1」参照面との交点 

3. 3 点目：「幅_2」参照面と「高さ_1」参照面との交点 

4. 4 点目：「幅_2」参照面と「高さ_2」参照面との交点 

5. 5 点目：1 点目と同じ 

で四角形の線図形を作成します。 

 

④ 4 本の線図形をベースの座標面と拘束します。 

⑤ 「名前を付けて保存」機能でプロファイル ファミリを保存します。 

ファミリ名：ブーム_1.rfa 

 

※ 今回使用の「ラフテレクレーン GR-1000N(Ⅰ)」のプロファイルの形状及

び座標は、「【ファミリ定義書】ラフテレーンクレーン_GR-1000N-

1.xlsx」に記しています。 

 

     【AutoCAD 図形の形状を利用するプロファイルの場合】 

※ 図形は変動しない座標で作成 

パラメータ(基準線) 

中心(正面/背面)参照面 

「高さ_1」参照面 

「基準線」参照面 

パラメータ(基準線+オフセット) 
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ここでは、「回転部_エンブレム_TADANO_背面.rfa」を作成します。 

 

[モデル形状] 

 

[座標] 

※ AutoCAD の図形をそのまま利用しますので、座標は検出していません。 

 

② AutoCAD(ここでは、AutoCAD2019 を使用)で、Revit で利用できる図形に変換

します。 

1. ラフテレーンクレーン GR-1000N(Ⅰ) の 3D 図面(GR-1000N-

1_AP203iso.stp)を AutoCAD で読込みます。 

※ ミリメータ単位で取り込んでください。 

 

2. 図形を分解(EXPLODE)して、回転部の背面にあるエンブレム

「TADANO」抽出します。 

 

3. XY 平面上で、図形の中心が原点(0,0)になるように、UCS 座標を使用しな

がら移動(MOVE)、回転(ROTATE)で修正します。 
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4. ソリッド図形を変換して線図形などに変換します。 

a. ソリッド図形を分解(EXPLODE)して、リージョン図形に変換しま

す。 

b. リージョン図形は、上面、下面、側面の図形に別れますので、下面だ

け残して、上面、側面の図形は削除します。 

c. 下面のリージョン図形を分解(EXPLODE)して、線図形とスプライン

図形になります。 

※ ソリッド図形を分解すると、図形によっては、線図形などが離れたりする

場合があります。線、円、楕円、円弧、スプライン図形などで、補間して

下さい。 

5. 単位管理(UNITS)機能で、尺度単位を「ミリメートル」に設定します。 

 

6. 名前を付けて保存します。(ここでは、「回転部_エンブレム_TADANO_背

面.dwg」とします。)  

③ Revit(ここでは、Revit 2019 を使用)を起動し、テンプレートを「プロファイル

(メートル単位).rtf)」で、新規図面を開きます。 

④ エンブレムの中心位置の参照面を作成し、「平行線」機能で、「中心(左/右)」

参照面、「中心(正面/背面)」参照面からの寸法図形を作成します。 

（この図形は、X 座標は、0 ですので、Y 方向だけの寸法図形の作成です。） 

 

⑤ 「挿入」タブ→「CAD を読み込む」機能で、エンブレムの CAD 図形(回転部_

エンブレム_TADANO_背面.dwg)を「配置」を「自動-基準点合せ」で読込んで

ください。 
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⑥ エンブレム図形を選択して、「移動」機能で、エンブレムの中心位置に移動し

ます。 

 

⑦ エンブレム図形を選択して、「作成」タブ→「完全に展開」機能で分解しま

す。 

 

⑧ 「名前を付けて保存」機能でプロファイル ファミリを保存します。 

ファミリ名：回転部_エンブレム_TADANO_背面.rfa 
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(4) 骨格部ファミリ作成 

 

1) 「メイン」ファミリ(骨格部)作成(ラフテレーンクレーン_GR-1000N-1.rfa) 

① Revit(ここでは、Revit 2019 を使用)を起動し、テンプレートを「一般モデル(メ

ートル単位).rtf)」で、新規図面を開きます。 

② パラメータを設定します。 

「セット」グループは、クレーンの性能値です。 
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③ 「平面図」ビューを表示します。 

 

【本体部回転参照線設定】 

④ 「中心(正面/背面)」参照面と「中心(左/右)」参照面との交点に拘束する「本体

部回転参照線」を第 1 象限に作成します。 

※ 拘束方法は、「４．参照線について (2)参照線拘束方法 1)参照線の端点

と 2 本の参照面の交点との拘束方法」に記載しています。 

 

⑤ 「注釈」タブ→「角度寸法」機能で、「中心(左/右)」参照面と参照線の角度寸

法を作成します。 

拘束 

第 1 象限の参照線 
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⑥ 寸法ラベルを「本体_角度」パラメータを設定します。 

        

⑦ 「本体部_回転」参照線の開始点の端点に 90°の「本体部_回転」補助参照線を

作成します。 

※ 作成方法は、「４．参照線について (2)参照線拘束方法 4) 参照線_1(メ

イン)の端点と参照線_2 の端点との 90°拘束方法」に記載しています。 

   

⑧ 「本体_角度」パラメータを 0°を設定します。 

       

⑨ 補助参照線の色を変更します。 

パラメータ(本体_角度) 

「本体部_回転」補助参照

線
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1. 「表示」タブ→「表示グラフィック」機能を選択して、「表示グラフィック

の上書き」画面を開きます。 

2. 「注釈カテゴリ」タブ→「オブジェクトスタイル」ボタンを選択して、「オ

ブジェクトスタイル」画面を開きます。 

    

3. 「カテゴリ」欄の「参照線」を選択し、「サブカテゴリ」エリアの「新規作

成」ボタンを選択し、名前欄に「補助参照線」を入力して「OK」ボタンを

選択します。 

    

4. 「補助参照線」行の色を選択して、灰色(RGB:129.129.129)を設定して、

「OK」ボタンを選択します。 

    

5. 「OK」ボタンを選択して、「表示グラフィック」機能終了します。 

⑩ 全ての補助参照線を選択して、「サブカテゴリ」に「補助参照線」を設定しま

す。 
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⑪ 「名前を付けて保存」機能でファミリを保存します。 

ファミリ名：ラフテレーンクレーン_GR-1000N-1.rfa 

   

 

 

 

  

「補助参照線」を設定 

「本体部_回転」参照線 

「本体部_回転」補助参照線 
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2) 「本体」ファミリ(骨格部)作成(GR-1000N-1_本体部.rfa) 

① Revit(ここでは、Revit 2019 を使用)を起動し、テンプレートを「一般モデル(メ

ートル単位).rtf)」で、新規図面を開きます。 

② パラメータを設定します。 

 

③ 「平面図」ビューを表示します。 

 

【アウトリガ参照線設定】 

※ アウトリガは収縮だけの動きであるので、参照線がなくても作成できま

す。 

ここでは、理解しやすいように、動作項目の骨格として参照線を作成しま 

す。 

④ アウトリガー配置位置の参照面を作成し、「中心(正面/背面)」参照面からの

「平行寸法」機能で寸法図形を作成し、下記の寸法値で拘束します。 

1. 「アウトリガー_前左」参照面：「中心(正面/背面)」参照面から前方へ

「アウトリガ_前左_Y」パラメータ値の距離 

2. 「アウトリガー_前右」参照面：「中心(正面/背面)」参照面から前方へ

「アウトリガ_前右_Y」パラメータ値の距離 

3. 「アウトリガー_後左」参照面：「中心(正面/背面)」参照面から後方へ

「アウトリガ_後左_Y」パラメータ値の距離 

4. 「アウトリガー_後左」参照面：「中心(正面/背面)」参照面から後方へ

「アウトリガ_後右_Y」パラメータ値の距離 

※ 前方は下方向です。 
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⑤ 「アウトリガ_前左」参照面上に参照線を作成し、参照面と参照線を拘束しま

す。 

         

⑥ 参照線の左端点と「中心(左/右)」参照面を拘束します。 

         

⑦ 「中心(正面/背面)」参照面から参照線の右端点までの「平行寸法」機能で寸法

図形を作成し、「アウトリガ_前左」パラメータで拘束します。 

    

⑧ 同様に、アウトリガの前右、後左、後右の参照線を作成します。 

 [拘束パタメータ] 

   アウトリガ前右部：「アウトリガ_前右」パラメータ 

   アウトリガ後左部：「アウトリガ_後左」パラメータ 

   アウトリガ後右部：「アウトリガ_後右」パラメータ 

参照線 拘束 

拘束 

パラメータ(アウトリガ_後右_Y) 

パラメータ(アウトリガ_後左_Y) 

パラメータ(アウトリガ_前右_Y) 

パラメータ(アウトリガ_後右_Y) 
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【「回転部」参照線設定】 

⑨ 「立面図/右」ビューを表示します。 

⑩ 「回転台_高さ」参照面を、レベル(基本)から上方向に平行に作成して、レベル

(基本)から「回転台_高さ」参照面まで、「平行寸法」機能で寸法図形を作成

し、値にパラメータ(回転台_高さ)を設定します 

 

⑪ 作業面を「回転台_高さ」参照面に変更します。 

1. 「作成」タブ→「セット」機能を選択して、「作業面」画面を開きます。 

2. 「新しい作業面を設定」エリアの「面を選択」を選択して、「OK」を選択

して、「作業面」画面を閉じます。 

 

3. 「回転台_高さ」参照面を選択します。 

 

パラメータ(アウトリガ_後右) 

パラメータ(アウトリガ_後左) 

パラメータ(アウトリガ_前右) 

パラメータ(アウトリガ_前左) 

「回転台_高さ」参照面 

レベル(基本) 

パラメータ(回転台_高さ) 

「回転台_高さ」参照面 
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4. 「ビューに移動」画面が表示しますので、「平面図:基本」を選択して、

「ビューを開く」を選択します。 

 

5. 「ビューに移動」画面が表示しますので、「平面図:基本」を選択して、

「ビューを開く」を選択します。 

      

⑫ 「参照線」を作成し、「中心(正面/背面)」参照面と「中心(左/右)」参照面との

交点で拘束する「回転部参照線」を第 3 象限に作成します。 

※ 拘束方法は、「４．参照線について (2)参照線拘束方法 1)参照線の端点

と 2 本の参照面の交点との拘束方法」に記載しています。 

   

⑬ 「注釈」タブ→「角度寸法」機能で、「中心(左/右)」参照面と参照線の角度寸

法を作成します。 

   

⑭ 寸法ラベルを「回転台_角度」パラメータを設定します。 

拘束 

第 3 象限の参照線 
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⑮ 「本体_角度」パラメータを 0°を設定します。 

      

⑯ 「回転部」参照線の開始点の端点に 90°の「回転部」補助参照線を作成しま

す。 

※ 作成方法は、「４．参照線について (2)参照線拘束方法 4) 参照線_1(メ

イン)の端点と参照線_2 の端点との 90°拘束方法」に記載しています。 

  

 

 

【参照線整理】 

※ 様々な参照線があり、区別が難しくなっていますので、メインの骨格参照

線を通常色で、補助参照線の参照線の灰色にします。 

⑰ 補助参照線の色を変更します。 

1. 「表示」タブ→「表示グラフィック」機能を選択して、「表示グラフィック

の上書き」画面を開きます。 

2. 「注釈カテゴリ」タブ→「オブジェクトスタイル」ボタンを選択して、「オ

ブジェクトスタイル」画面を開きます。 

パラメータ(回転台_角度) 

「回転部」補助参照線 
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3. 「カテゴリ」欄の「参照線」を選択し、「サブカテゴリ」エリアの「新規作

成」ボタンを選択し、名前欄に「補助参照線」を入力して「OK」ボタンを

選択します。 

    

4. 「補助参照線」行の色を選択して、灰色(RGB:129.129.129)を設定して、

「OK」ボタンを選択します。 

    

 

5. 「OK」ボタンを選択して、「表示グラフィック」機能終了します。 

⑱ 全ての補助参照線を選択して、「サブカテゴリ」に「補助参照線」を設定しま

す。 
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【その他設定】 

⑲ 「立面図/右」ビューを表示します。 

⑳ 「回転台_高さ」参照面を、レベル(基本)から上方向に平行に作成して、レベル

(基本)から「回転台_高さ」参照面まで、「平行寸法」機能で寸法図形を作成

し、値にパラメータ(回転台_高さ)を設定します 

 

21 「プロパティ」画面→「ファミリ:一般モデル」→「その他」エリアの「作業ベ

ース」をチェック、「常に垂直」をチェックなしにします。 

 

22 「名前を付けて保存」機能でファミリを保存します。 

ファミリ名：GR-1000N-1_本体部.rfa 

回転台_高さの参照面 

レベル(基本) 

パラメータ(回転台_高さ) 

「補助参照線」を設定 
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「回転部」参照線 

「アウトリガ_前右」参照線 

「アウトリガ_前左」参照線 

「アウトリガ_後右」参照線 

「アウトリガ_後左」参照線 

「回転部」補助参照線 
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3) 「回転部」ファミリ(骨格部)作成(GR-1000N-1_回転部.rfa) 

① Revit(ここでは、Revit 2019 を使用)を起動し、テンプレートを「一般モデル(メ

ートル単位).rtf)」で、新規図面を開きます。 

② パラメータを設定します。 
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③ 「平面図」ビューを表示します。 

 

 

【ブームの参照線を設定】 

④ 「ブーム_始点_Y」参照面を、「中心(正面/背面)」参照面から上方向に平行に

作成して、「中心(正面/背面)」参照面からブーム開始位置の参照面まで、「平

行寸法」機能で寸法図形を作成し、値にパラメータ(ブーム_始点_Y)を設定しま

す。 

  

⑤ 「立面図/右」ビューを表示します。 

⑥ 「ブーム_始点_高さ」参照面を、レベル(基本)から上方向に平行に作成して、

レベル(基本)からブーム開始高さの参照面まで、「平行寸法」機能で寸法図形

を作成し、値にパラメータ(ブーム_始点_高さ)を設定します 

 

⑦ 「ブーム開始位置」参照面と「ブーム開始高さ」参照面との交点に拘束する

「ブーム参照線」を第 2 象限に作成します。 

※ 拘束方法は、「４．参照線について (2)参照線拘束方法 1)参照線の端点

と 2 本の参照面の交点との拘束方法」に記載しています。 

 

ブーム開始位置の参照面 

参照面(中心(正面/背面)) 

ブーム開始高さの参照面 

レベル(基本) 

拘束 

第 2 象限の参照線 
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⑧ 「ブーム」参照線の開始点の端点に 90°の「ブーム」補助参照線を作成しま

す。 

※ 作成方法は、「４．参照線について (2)参照線拘束方法 4) 参照線_1(メ

イン)の端点と参照線_2 の端点との 90°拘束方法」に記載しています。 

 

⑨ 「注釈」タブ→「角度寸法」機能で、「ブーム開始高さ」参照面と「ブーム」

参照線の角度寸法を作成して、値にパラメータ(ブーム角)を設定します。 

  

⑩ 「注釈」タブ→「平行寸法」機能で、「ブーム」補助参照線から「ブーム」参

照線の終了端点までの寸法を作成して、値にパラメータ(ブーム長)を設定しま

す。 

 

 

 

【ジブ参照線を設定】 

※ ジブの開始点とブームの終点が一致しないため、ブーム終点からジブ始点

までのオフセット参照線を作成します。 

パラメータ(ブーム角) 

パラメータ(ブーム長) 

ブーム補助参照線 
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⑪ 「ブーム」参照線の終了点の端点に「ブームとジブ間のオフセット」参照線を

作成します。 

※ 作成方法は、「４．参照線について (2)参照線拘束方法 2) 参照線_1(メ

イン)の端点と参照線_2 の端点との拘束方法_1」に記載しています。 

 

⑫ 「ブームとジブ間のオフセット」参照線の開始点の端点に 90°の「ブームとジ

ブ間のオフセット」補助参照線を作成します。 

※ 作成方法は、「４．参照線について (2)参照線拘束方法 4) 参照線_1(メ

イン)の端点と参照線_2 の端点との 90°拘束方法」に記載しています。 

 

⑬ 「注釈」タブ→「角度寸法」機能で、「ブーム」参照線と「ブームとジブ間の

オフセット」参照線の角度寸法を作成して、値にパラメータ(ジブ_オフセット_

角度)を設定します。 

 

⑭ 「ブームとジブ間のオフセット」参照線の線上から左方向に「ジブ」参照線を

作成します。 

ブームとジブ間のオフセット参照線 

パラメータ(ジブ_オフセット_角度) 

ブーム参照線 

ブームとジブ間のオフセット補助参照線 
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⑮ 「注釈」タブ→「平行寸法」機能で、「ブームとジブ間のオフセット」補助参

照線から「ジブ」参照線の開始点までの寸法を作成して、値にパラメータ(ジブ

_オフセット_長さ)を設定します。 

 

⑯ 「ジブ」参照線の開始点の端点に 90°の「ジブ」補助参照線を作成します。 

※ 作成方法は、「４．参照線について (2)参照線拘束方法 4) 参照線_1(メ

イン)の端点と参照線_2 の端点との 90°拘束方法」に記載しています。 

 

⑰ 「注釈」タブ→「角度寸法」機能で、「ブーム」参照線と「ジブ」参照線の角

度寸法を作成して、値にパラメータ(ジブ角)を設定します。 

 

⑱ 「平行寸法」機能で、「ジブ」補助参照線から「ジブ」参照線の終了点までの

寸法を作成して、値にパラメータ(ジブ長)を設定します。 

ブームとジブ間のオフセット参照線 

ジブ参照線 

ブーム参照線 

パラメータ(ジブ_オフセット_長さ) 

ジブ補助参照線 

パラメータ(ジブ角) 
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【フック_1 参照線を設定】 

※ フック_1 の開始点とブームの終点が一致しないため、ブーム終点からフッ

ク_1 始点までのオフセット参照線を作成します。 

⑲ 「ブーム」参照線の終了点の端点に「ブームとジブ間のオフセット」参照線を

作成します。 

※ 作成方法は、「４．参照線について (2)参照線拘束方法 2) 参照線_1(メ

イン)の端点と参照線_2 の端点との拘束方法_1」に記載しています。 

 

⑳ 「ブームとフック_1 間のオフセット」参照線の開始点の端点に 90°の「ブーム

とフック_1 間のオフセット」補助参照線を作成します。 

※ 作成方法は、「４．参照線について (2)参照線拘束方法 4) 参照線_1(メ

イン)の端点と参照線_2 の端点との 90°拘束方法」に記載しています。 

 

21 「注釈」タブ→「角度寸法」機能で、「ブーム」参照線と「ブームとフック_1

間のオフセット」参照線の角度寸法を作成して、値にパラメータ(フック_1_オ

フセット_角度)を設定します。 

パラメータ(ジブ長) 

ブームとフック_1 間のオフセット参照線 

ブーム参照線 

ブームとフック_1 間のオフセット補助参照線 
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22 「ブームとフック_1 間のオフセット」参照線の線上から下方向に「フック_1」

参照線を作成します。 

 

23 「注釈」タブ→「平行寸法」機能で、「ブームとフック_1 間のオフセット」補

助参照線から「フック_1」参照線の開始点までの寸法を作成して、値にパラメ

ータ(フック_1_オフセット_長さ)を設定します。 

 

24 「フック_1」参照線の開始点の端点に 90°の「フック_1」補助参照線を作成し

ます。 

※ 作成方法は、「４．参照線について (2)参照線拘束方法 4) 参照線_1(メ

イン)の端点と参照線_2 の端点との 90°拘束方法」に記載しています。 

 

パラメータ(フック_1_オフセット_角度) 

ブームとフック_1 間のオフセット参照線 

フック_1 参照線 

ブーム参照線 

パラメータ(フック_1_オフセット_長さ) 

フック_1 補助参照線 
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25 「注釈」タブ→「角度寸法」機能で、「ブーム」参照線と「フック_1」参照線

の角度寸法を作成して、値にパラメータ(フック_1 角度)を設定します。 

 

26 「注釈」タブ→「平行寸法」機能で、「フック_1」補助参照線から「フック

_1」参照線の終了点までの寸法を作成して、値にパラメータ(ワイヤ繰出量)を

設定します。 

 

 

 

【フック_2 参照線を設定】 

※ フック_2 の開始点とジブの終点が一致しないため、ジブ終点からフック_2

始点までのオフセット参照線を作成します。 

27 「ジブ」参照線の終了点の端点に「ジブとジブ間のオフセット」参照線を作成

します。 

※ 作成方法は、「４．参照線について (2)参照線拘束方法 2) 参照線_1(メ

イン)の端点と参照線_2 の端点との拘束方法_1」に記載しています。 

 

28 「ジブとフック_2 間のオフセット」参照線の開始点の端点に 90°の「ジブとフ

ック_2 間のオフセット」補助参照線を作成します。 

パラメータ(フック_1_角度) 

パラメータ(ワイヤ繰出量) 

ジブとフック_2 間のオフセット参照線 

ジブ参照線 
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※ 作成方法は、「４．参照線について (2)参照線拘束方法 4) 参照線_1(メ

イン)の端点と参照線_2 の端点との 90°拘束方法」に記載しています。 

 

29 「注釈」タブ→「角度寸法」機能で、「ジブ」参照線と「ジブとフック_2 間の

オフセット」参照線の角度寸法を作成して、値にパラメータ(フック_2_オフセ

ット_角度)を設定します。 

 

30 「ジブとフック_2 間のオフセット」参照線の線上から下方向に「フック_2」参

照線を作成します。 

 

31 「注釈」タブ→「平行寸法」機能で、「ジブとフック_2 間のオフセット」補助

参照線から「フック_2」参照線の開始点までの寸法を作成して、値にパラメー

タ(フック_2_オフセット_長さ)を設定します。 

パラメータ(フック_2_オフセット_角度) 

ジブとフック_2 間のオフセット参照線 

フック_2 参照線 

ジブとフック_2 間のオフセット補助参照線 

ジブ参照線 
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32 「フック_2」参照線の開始点の端点に 90°の「フック_2」補助参照線を作成し

ます。 

※ 作成方法は、「４．参照線について (2)参照線拘束方法 4) 参照線_1(メ

イン)の端点と参照線_2 の端点との 90°拘束方法」に記載しています。 

 

33 「注釈」タブ→「角度寸法」機能で、「ジブ」参照線と「フック_2」参照線の

角度寸法を作成して、値にパラメータ(フック_2 角度)を設定します。 

 

34 「平行寸法」機能で、「フック_2」補助参照線から「フック_2」参照線の終了

点までの寸法を作成して、値にパラメータ(ワイヤ繰出量)を設定します。 

パラメータ(フック_2_オフセット_長さ) 

フック_2 補助参照線 

パラメータ(フック_2_角度) 
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【ブーム接続部の参照線を設定】 

35 「平面図」ビューを表示します。 

36 ブーム接続部の開始位置として、「中心(正面/背面)」参照面から上方向に平行

に「ブーム接続部_始点_Y」参照面を作成します。 

「中心(正面/背面)」参照面から「ブーム接続部_始点_Y」参照面まで、「平行

寸法」機能で寸法図形を作成して、値にパラメータ(ブーム接続部_始点_Y)を設

定します。 

   

37 「立面図/右」ビューを表示します。 

38 「ブーム接続部_始点_高さ」参照面を、「参照レベル」参照面から上方向に平

行に作成して、レベル(基本)からブーム接続部開始高さの参照面まで、「平行

寸法」機能で寸法図形を作成し、値にパラメータ(ブーム接続部_始点_高さ)を

設定します。 

 

39 「ブーム接続部開始位置」参照面と「ブーム接続部開始高さ」参照面との交点

に拘束する「ブーム接続部参照線」を第 2 象限に作成します。 

パラメータ(ワイヤ繰出量) 

ブーム開始位置の参照面 

参照面(中心(正面/背面)) 

ブーム開始高さの参照面 

「参照レベル」参照面 

パラメータ(ブーム接続部_始点_Y) 
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※ 拘束方法は、「４．参照線について (2)参照線拘束方法 1)参照線の端点

と 2 本の参照面の交点との拘束方法」に記載しています。 

  

40 「ブーム接続部」参照線の開始点の端点に 90°の「ブーム接続部」補助参照線

を作成します。 

※ 作成方法は、「４．参照線について (2)参照線拘束方法 4) 参照線_1(メ

イン)の端点と参照線_2 の端点との 90°拘束方法」に記載しています。 

 

41 「角度寸法」機能で、「ブーム接続部_始点_Y」参照面と「ブーム接続部」参照

線の角度寸法を作成して、値にパラメータ(ブーム接続部_角度)を設定します。 

  

42 「注釈」タブ→「平行寸法」機能で、「ブーム接続部」補助参照線から「ブー

ム接続部」参照線の終了端点までの寸法を作成して、値にパラメータ(ブーム接

続部_長さ)を設定します。 

拘束 

第 2 象限のブーム接続部参照線 

パラメータ(ブーム接続部_角度) 

ブーム接続部補助参照線 
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【カウンタウエイトの参照線を設定】 

43 「平面図」ビューを表示します。 

44 カウンタウエイトの開始位置として、「中心(正面/背面)」参照面から上方向に

平行に「カウンタウエイト_始点_Y」参照面を作成します。 

「中心(正面/背面)」参照面から「カウンタウエイト_始点_Y」参照面まで、

「平行寸法」機能で寸法図形を作成し、値にパラメータ(カウンタウエイト_始

点_Y)を設定します。 

  

45 カウンタウエイトの長さとして、「カウンタウエイト_始点_Y」参照面に平行に

「カウンタウエイト追加長」参照面を作成します。 

「カウンタウエイト_始点_Y」参照面から「カウンタウエイト追加長」参照面ま

で、「平行寸法」機能で寸法図形を作成し、値にパラメータ(カウンタウエイト

追加長)を設定します。 

 

46 「中心(左/右)」参照面線上に、「カウンタウエイト」参照線を作成し、「中心

(左/右)」参照面線上に拘束、下端点を「中心(正面/背面)」参照面に拘束、上端

点を「カウンタウエイト追加長」参照面に拘束します。 

パラメータ(ブーム接続部_長さ) 

パラメータ(カウンタウエイト_始点_Y) 

パラメータ(カウンタウエイト追加長) 

「カウンタウエイト_始点_Y」参照面 

「カウンタウエイト追加長」参照面 

「中心(正面/背面)」参照面 

「カウンタウエイト_始点_Y」参照面 
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【作業半径_縦断図の配置位置を設定】 

47 「立面図/右」ビューを表示します。 

48 作業半径_縦断図を地面上に配置するため、「参照レベル」参照面から下方向に

平行に「地面」参照面を作成します。 

レベル(基本)から「作業半径_縦断図」参照面まで、「平行寸法」機能で寸法図

形を作成し、値にパラメータ(回転台_高さ)を設定します 

  

 

【参照線整理】 

※ 様々な参照線があり、区別が難しくなっていますので、メインの骨格参照

線を通常色で、補助参照線とオフセットの参照線の灰色にします。 

23 補助参照線の色を変更します。 

1. 「表示」タブ→「表示グラフィック」機能を選択して、「表示グラフィック

の上書き」画面を開きます。 

2. 「注釈カテゴリ」タブ→「オブジェクトスタイル」ボタンを選択して、「オ

ブジェクトスタイル」画面を開きます。 

カウンタウエイト参照線 

端点拘束 

端点拘束 

線上拘束 

地面(作業半径_縦断図の配置位置)の参照面 

パラメータ(回転台_高さ) 

「参照レベル」参照面 
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3. 「カテゴリ」欄の「参照線」を選択し、「サブカテゴリ」エリアの「新規作

成」ボタンを選択し、名前欄に「補助参照線」を入力して「OK」ボタンを

選択します。 

    

4. 「補助参照線」行の色を選択して、灰色(RGB:129.129.129)を設定して、

「OK」ボタンを選択します。 

    

 

5. 「OK」ボタンを選択して、「表示グラフィック」機能終了します。 

49 全ての補助参照線とオフセット参照線を選択して、「サブカテゴリ」に「補助

参照線」を設定します。 
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50 「プロパティ」画面→「ファミリ:一般モデル」→「その他」エリアの「作業ベ

ース」をチェック、「常に垂直」をチェックなしにします。 

 

51 「名前を付けて保存」機能でファミリを保存します。 

ファミリ名：GR-1000N-1_回転部.rfa 

  

「補助参照線」を設定 
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※ 作成した骨格部はクレーンの基本形になります。 

肉部の対応により、様々なクレーンに対応可能になります。 

       

     

「カウンタウエイト」参照線 

「ブーム接続部」参照線 

 

「ブーム」参照線 

 
「ジブ」参照線 

 

「フック_1」参照線 

 

「フック_2」参照線 
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(5) 肉部ファミリ作成 

 

1) 「車両」ファミリ(肉部)作成(GR-1000N-1_車両.rfa) 

① Revit(ここでは、Revit 2019 を使用)を起動し、テンプレートを「一般モデル(メ

ートル単位).rtf)」で、新規図面を開きます。 

② パラメータを設定します。 

 

③ 「平面図」ビューを表示します。 

④ 「本体部_幅」参照面を、「中心(左/右)」参照面を中心とした左右方向に平行

に作成して、「本体部_幅_1」参照面→「中心(左/右)」参照面→「本体部_幅

_2」参照面まで、「平行寸法」機能で寸法図形を作成し、値に「EQ」を設定し

ます。 

「本体部_幅_1」参照面→「本体部_幅_2」参照面まで、「平行寸法」機能で寸

法図形を作成し、値にパラメータ(本体部_幅)を設定します。 

  

⑤ 「本体部_長さ」参照面を、「中心(正面/背面)」参照面を中心とした上下方向

に平行に作成して、「本体部_1_長さ_1(上)」参照面→「中心(正面/背面)」参照

面まで、「平行寸法」機能で寸法図形を作成し、値にパラメータ(本体部_後_長

さ)を設定します。 

パラメータ(本体部_幅) 

「中心(左/右)」参照面 

「本体部_幅_1」参照面 

「本体部_幅_2」参照面 
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「本体部_1_長さ_2(下)」参照面→「中心(正面/背面)」参照面まで、「平行寸

法」機能で寸法図形を作成し、値にパラメータ(本体部_前_長さ)を設定しま

す。 

 

 

 

【「本体部_1」作成】 

⑥ 「本体部_1_幅」参照面を、「中心(左/右)」参照面を中心とした左右方向に平

行に作成して、「本体部_1_幅_1」参照面→「中心(左/右)」参照面→「本体部

_1_幅_2」参照面まで、「平行寸法」機能で寸法図形を作成し、値に「EQ」を

設定します。 

「本体部_1_幅_1」参照面→「本体部_1_幅_2」参照面まで、「平行寸法」機能

で寸法図形を作成し、値にパラメータ(本体部_1_幅)を設定します。 

  

⑦ 「作成」タブ→「スイープ」機能を選択します。 

1. 「パスをスケッチ」を選択します。 

 

2. 「線」モードで、「中心(正面/背面)」参照面上に、「本体部_1_幅_1」参照

面→「本体部_1_幅_2」参照面までのパス(線図形)を作成します。 

3. 作成したパス(線図形)を、「中心(正面/背面)」参照面上に拘束、端点を

「本体部_1_幅_1」参照面と「本体部_1_幅_2」参照面に拘束します。 

パラメータ(本体部_1_後_長さ) 

パラメータ(本体部_1_前_長さ) 

「中心(正面/背面)」参照

面

「本体部_1_長さ_1」参照面 

パラメータ(本体部_1) 

「中心(左/右)」参照面 

「本体部_1_幅_1」参照面 

「本体部_1_長さ_2」参照面 

「本体部_1_幅_2」参照面 
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4. 「終了」を選択します。 

 

5. 「プロファイルを選択」を選択して、「本体部_1.rfa」プロファイルを設定

して、「開く」を選択します。 

    

6. 「プロファイル」プルダウンを展開して、「本体部_1」を選択します。 

7. 「編集モード終了」を選択して、「本体部_１」図形を作成します。 

 

⑧ 「本体部_１」図形を選択し、「プロパティ」画面の「マテリアル」項目の「フ

ァミリパラメータの関連付け」ボタンを選択して、「マテリアル_車両_黒」を

選択します。 

          

「本体部_1.rfa」プロファイル 

ファミリパタメータの関連付けボタン 

パラメータ(マテリアル_車両_黒) 

「本体部_1」パス 
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【「本体部_2」作成】 

⑨ 「作成」タブ→「スイープ」機能を選択します。 

1. 「パスをスケッチ」を選択します。 

 

2. 「線」モードで、「中心(正面/背面)」参照面上に、「本体部_幅_1」参照面

→「本体部_1_幅_1」参照面までのパス(線図形)を作成します。 

3. 作成したパス(線図形)を、「中心(正面/背面)」参照面上に拘束、端点を

「本体部_幅_1」参照面と「本体部_1_幅_1」参照面に拘束します。 

 

4. 「終了」を選択します。 

 

5. 「プロファイルを選択」を選択して、「本体部_2.rfa」プロファイルを設定

して、「開く」を選択します。 

    

「本体部_2.rfa」プロファイル 

「本体部_2_1」パス 
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6. 「プロファイル」プルダウンを展開して、「本体部_2」を選択します。 

7. 「編集モード終了」を選択して、「本体部_2_1」図形を作成します。 

 

⑩ 同様に反対側の「本体_2_2」図形を作成します。 

「作成」タブ→「スイープ」機能を選択します。 

1. 「パスをスケッチ」を選択します。 

 

2. 「線」モードで、「中心(正面/背面)」参照面上に、「本体部_1_幅_2」参照

面→「本体部_幅_2」参照面までのパス(線図形)を作成します。 

3. 作成したパス(線図形)を、「中心(正面/背面)」参照面上に拘束、端点を

「本体部_1_幅_2」と「本体部_幅_2」参照面参照面に拘束します。 

 

4. 「終了」を選択します。 

 

5. 「プロファイルを選択」を選択して、「プロファイル」プルダウンを展開し

て、「本体部_2」を選択します。 

6. 「編集モード終了」を選択して、「本体部_2_1」図形を作成します。 

「本体部_2_2」パス 
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⑪ 「本体部_2_1」図形と「本体部_2_2」図形を選択し、「プロパティ」画面の

「マテリアル」項目の「ファミリパラメータの関連付け」ボタンを選択して、

「マテリアル_車両_青」を選択します。 

         

 

 

 

【「本体部_2_バンパー」作成】 

⑫ 「作成」タブ→「スイープ」機能を選択します。 

1. 「パスをスケッチ」を選択します。 

 

2. 「線」モードで、「中心(正面/背面)」参照面上に、「本体部_幅_1」参照面

→「本体部_幅_2」参照面までのパス(線図形)を作成します。 

3. 作成したパス(線図形)を、「中心(正面/背面)」参照面上に拘束、端点を

「本体部_幅_1」参照面と「本体部_幅_2」参照面に拘束します。 

ファミリパタメータの関連付けボタン 

パラメータ(マテリアル_車両_青) 
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4. 「終了」を選択します。 

 

5. 「プロファイルを選択」を選択して、「本体部_2_バンパー.rfa」プロファイ

ルを設定して、「開く」を選択します。 

     

6. 「プロファイル」プルダウンを展開して、「本体部_2_バンパー」を選択し

ます。 

7. 「編集モード終了」を選択して、「本体部_2_バンパー」図形を作成しま

す。 

 

⑬ 「本体部_2_バンパー」図形を選択し、「プロパティ」画面の「マテリアル」項

目の「ファミリパラメータの関連付け」ボタンを選択して、「マテリアル_車両

_青」を選択します。 

「本体部_2_バンパー.rfa」プロファイル 

「本体部_2_バンパー」パス 
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【「本体部_3_タイヤ」作成】 

⑭ 「タイヤ_配置間隔_横」参照面を、「中心(左/右)」参照面を中心とした左右方

向に平行に作成して、「タイヤ_配置間隔_横_1」参照面→「中心(左/右)」参照

面→「タイヤ_配置間隔_横_2」参照面まで、「平行寸法」機能で寸法図形を作

成し、値に「EQ」を設定します。 

「タイヤ_配置間隔_横_1」参照面→「タイヤ_配置間隔_横_2」参照面まで、

「平行寸法」機能で寸法図形を作成し、値にパラメータ(本体部_幅)を設定しま

す。 

  

⑮ 「タイヤ_幅」参照面を、「中心(左/右)」参照面を中心とした左右方向に平行

に作成して、「タイヤ_配置間隔_横_1」参照面→「タイヤ_幅_1」参照面まで、

「平行寸法」機能で寸法図形を作成し、値にパラメータ(タイヤ_幅)を設定しま

す。 

「タイヤ_配置間隔_横_2」参照面→「タイヤ_幅_2」参照面まで、「平行寸法」

機能で寸法図形を作成し、値にパラメータ(タイヤ_幅)を設定します。 

ファミリパタメータの関連付けボタン 

パラメータ(マテリアル_車両_青) 

パラメータ(タイヤ_配置間隔_横) 

「中心(左/右)」参照面 

「タイヤ_配置間隔_横_1」参照面 

「タイヤ_配置間隔_横_2」参照面 
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⑯ 「作成」タブ→「スイープ」機能を選択します。 

1. 「パスをスケッチ」を選択します。 

 

2. 「線」モードで、「中心(正面/背面)」参照面上に、「タイヤ_配置間隔_横

_1」参照面→「タイヤ_幅_1」参照面までのパス(線図形)を作成します。 

3. 作成したパス(線図形)を、「中心(正面/背面)」参照面上に拘束、端点を

「タイヤ_配置間隔_横_1」参照面と「タイヤ_幅_1」参照面に拘束します。 

 

4. 「終了」を選択します。 

 

5. 「プロファイルを選択」を選択して、「本体部_3_タイヤ.rfa」プロファイル

を設定して、「開く」を選択します。 

    

6. 「プロファイル」プルダウンを展開して、「本体部_3_タイヤ」を選択しま

す。 

7. 「編集モード終了」を選択して、「タイヤ_1」図形を作成します。 

「本体部_3_タイヤ.rfa」プロファイル 

「タイヤ_1」パス 

パラメータ(タイヤ_幅) 

「タイヤ_配置間隔_横_1」参照面 

「タイヤ_幅_1」参照面 

「タイヤ_幅_2」参照面 

「タイヤ_配置間隔_横_2」参照面 
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⑰ 同様に反対側の「タイヤ_2」図形を作成します。 

「作成」タブ→「スイープ」機能を選択します。 

1. 「パスをスケッチ」を選択します。 

 

2. 「線」モードで、「中心(正面/背面)」参照面上に、「タイヤ_幅_2」参照面

→「タイヤ_配置間隔_横_2」参照面までのパス(線図形)を作成します。 

3. 作成したパス(線図形)を、「中心(正面/背面)」参照面上に拘束、端点を

「タイヤ_幅_2」と「タイヤ_配置間隔_横_2」参照面参照面に拘束します。 

 

4. 「終了」を選択します。 

 

5. 「プロファイルを選択」を選択して、「プロファイル」プルダウンを展開し

て、「本体部_3_タイヤ」を選択します。 

6. 「編集モード終了」を選択して、「タイヤ_2」図形を作成します。 

「タイヤ_2」パス 
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⑱ 「タイヤ_1」図形と「タイヤ_2」図形を選択し、「プロパティ」画面の「マテ

リアル」項目の「ファミリパラメータの関連付け」ボタンを選択して、「マテ

リアル_車両_タイヤ」を選択します。 

        

 

 

 

【「本体部_3_ホイル」作成】 

⑲ 「作成」タブ→「スイープ」機能を選択します。 

1. 「パスをスケッチ」を選択します。 

 

2. 「線」モードで、「中心(正面/背面)」参照面上に、「タイヤ_配置間隔_横

_1」参照面→「タイヤ_幅_1」参照面までのパス(線図形)を作成します。 

3. 作成したパス(線図形)を、「中心(正面/背面)」参照面上に拘束、端点を

「タイヤ_配置間隔_横_1」参照面と「タイヤ_幅_1」参照面に拘束します。 

ファミリパタメータの関連付けボタン 

パラメータ(マテリアル_車両_タイヤ) 
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4. 「終了」を選択します。 

 

5. 「プロファイルを選択」を選択して、「本体部_3_ホイル.rfa」プロファイル

を設定して、「開く」を選択します。 

    

6. 「プロファイル」プルダウンを展開して、「本体部_3_ホイル」を選択しま

す。 

7. 「編集モード終了」を選択して、「ホイル_1」図形を作成します。 

 

⑳ 同様に反対側の「ホイル_2」図形を作成します。 

「作成」タブ→「スイープ」機能を選択します。 

1. 「パスをスケッチ」を選択します。 

 

2. 「線」モードで、「中心(正面/背面)」参照面上に、「タイヤ_幅_2」参照面

→「タイヤ_配置間隔_横_2」参照面までのパス(線図形)を作成します。 

「本体部_3_ホイル.rfa」プロファイル 

「ホイル_1」パス 
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3. 作成したパス(線図形)を、「中心(正面/背面)」参照面上に拘束、端点を

「タイヤ_幅_2」参照面と「タイヤ_配置間隔_横_2」参照面に拘束します。 

 

4. 「終了」を選択します。 

 

5. 「プロファイルを選択」を選択して、「プロファイル」プルダウンを展開し

て、「本体部_3_ホイル」を選択します。 

6. 「編集モード終了」を選択して、「ホイル_2」図形を作成します。 

 

21 「ホイル_1」図形と「ホイル_2」図形を選択し、「プロパティ」画面の「マテ

リアル」項目の「ファミリパラメータの関連付け」ボタンを選択して、「マテ

リアル_車両_ホイル」を選択します。 

         

ファミリパタメータの関連付けボタン 

パラメータ(マテリアル_車両_ホイル) 

「ホイル_2」パス 
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【「本体部_4_後」作成】 

22 「ライト_後_幅」参照面を、「中心(左/右)」参照面を中心とした左右方向に平

行に作成して、「ライト_後_幅_1」参照面→「本体部_1_幅_1」参照面まで、

「平行寸法」機能で寸法図形を作成し、値にパラメータ(ライト_後_幅)を設定

します。 

「本体部_1_幅_2」参照面→「ライト_後_幅_2」参照面まで、「平行寸法」機能

で寸法図形を作成し、値にパラメータ(ライト_後_幅)を設定します。 

 

23 「作成」タブ→「スイープ」機能を選択します。 

1. 「パスをスケッチ」を選択します。 

 

2. 「線」モードで、「中心(正面/背面)」参照面上に、「ライト_後_幅_1」参

照面→「本体部_1_幅_1」参照面までのパス(線図形)を作成します。 

3. 作成したパス(線図形)を、「中心(正面/背面)」参照面上に拘束、端点を

「ライト_後_幅_1」参照面と「本体部_1_幅_1」参照面に拘束します。 

パラメータ(ライト_後_幅) 

「本体部_1_幅_1」参照面 

「ライト_後_幅_1」参照面 

「ライト_後_幅_2」参照面 

「本体部_1_幅_2」参照面 
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4. 「終了」を選択します。 

 

5. 「プロファイルを選択」を選択して、「本体部_4_後.rfa」プロファイルを設

定して、「開く」を選択します。 

    

6. 「プロファイル」プルダウンを展開して、「本体部_4_後」を選択します。 

7. 「編集モード終了」を選択して、「ライト_後_1」図形を作成します。 

 

24 同様に反対側の「ライト_後_2」図形を作成します。 

「作成」タブ→「スイープ」機能を選択します。 

1. 「パスをスケッチ」を選択します。 

 

2. 「線」モードで、「中心(正面/背面)」参照面上に、「本体部_1_幅_2」参照

面→「ライト_後_幅_2」参照面までのパス(線図形)を作成します。 

「本体部_4_後.rfa」プロファイル 

「ライト_後_1」パス 
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3. 作成したパス(線図形)を、「中心(正面/背面)」参照面上に拘束、端点を

「本体部_1_幅_2」参照面と「ライト_後_幅_2」参照面に拘束します。 

 

4. 「終了」を選択します。 

 

5. 「プロファイルを選択」を選択して、「プロファイル」プルダウンを展開し

て、「本体部_4_後」を選択します。 

6. 「編集モード終了」を選択して、「ライト_後_2」図形を作成します。 

 

25 「ライト_後_1」図形と「ライト_後_2」図形を選択し、「プロパティ」画面の

「マテリアル」項目の「ファミリパラメータの関連付け」ボタンを選択して、

「マテリアル_ライト」を選択します。 

       

パラメータ(マテリアル_ライト) 

「ライト_後_2」パス 

ファミリパタメータの関連付けボタン 
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【「本体部_4_前」作成】 

26 「ライト_前_幅」参照面を、「中心(左/右)」参照面を中心とした左右方向に平

行に作成して、「本体部_幅_1」参照面→「ライト_前_幅_1」参照面まで、「平

行寸法」機能で寸法図形を作成し、値にパラメータ(ライト_前_幅)を設定しま

す。 

「ライト_前_幅_2」参照面→「本体部_幅_2」参照面まで、「平行寸法」機能で

寸法図形を作成し、値にパラメータ(ライト_前_幅)を設定します。 

  

27 「作成」タブ→「スイープ」機能を選択します。 

1. 「パスをスケッチ」を選択します。 

 

2. 「線」モードで、「中心(正面/背面)」参照面上に、「本体部_幅_1」参照面

→「ライト_前_幅_1」参照面までのパス(線図形)を作成します。 

3. 作成したパス(線図形)を、「中心(正面/背面)」参照面上に拘束、端点を

「本体部_幅_1」参照面と「ライト_前_幅_1」参照面に拘束します。 

パラメータ(ライト_前_幅) 

「本体部_幅_1」参照面 

「ライト_前_幅_1」参照面 

「ライト_前_幅_2」参照面 

「本体部_幅_2」参照面 
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4. 「終了」を選択します。 

 

5. 「プロファイルを選択」を選択して、「本体部_4_前.rfa」プロファイルを設

定して、「開く」を選択します。 

     

6. 「プロファイル」プルダウンを展開して、「本体部_4_前」を選択します。 

7. 「編集モード終了」を選択して、「ライト_前_1」図形を作成します。 

 

28 同様に反対側の「ライト_前_2」図形を作成します。 

「作成」タブ→「スイープ」機能を選択します。 

1. 「パスをスケッチ」を選択します。 

 

2. 「線」モードで、「中心(正面/背面)」参照面上に、「ライト_前_幅_2」参

照面→「本体部_幅_2」参照面までのパス(線図形)を作成します。 

「本体部_4_前.rfa」プロファイル 

「ライト_前_1」パス 
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3. 作成したパス(線図形)を、「中心(正面/背面)」参照面上に拘束、端点を

「ライト_前_幅_2」参照面と「本体部_幅_2」参照面に拘束します。 

  

4. 「終了」を選択します。 

 

5. 「プロファイルを選択」を選択して、「プロファイル」プルダウンを展開し

て、「本体部_4_前」を選択します。 

6. 「編集モード終了」を選択して、「ライト_前_2」図形を作成します。 

 

29 「ライト_前_1」図形と「ライト_前_2」図形を選択し、「プロパティ」画面の

「マテリアル」項目の「ファミリパラメータの関連付け」ボタンを選択して、

「マテリアル_ライト」を選択します。 

     

パラメータ(マテリアル_ライト) 

「ライト_前_2」パス 

ファミリパタメータの関連付けボタン 
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30 「名前を付けて保存」機能でファミリを保存します 

ファミリ名：GR-1000N-1_車両.rfa 
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2) 「アウトリガ」ファミリ(肉部)作成(GR-1000N-1_アウトリガ.rfa) 

① Revit(ここでは、Revit 2019 を使用)を起動し、テンプレートを「一般モデル(メ

ートル単位).rtf)」で、新規図面を開きます。 

② パラメータを設定します。 

 

③ 「平面図」ビューを表示します。 

 

 

【「アウトリガ_取付部」作成】 

④ 「アウトリガ_取付部_X」参照面を、「中心(左/右)」参照面の左側に平行に作

成して、「中心(左/右)」参照面→「アウトリガ_取付部_X」参照面まで、「平

行寸法」機能で寸法図形を作成し、値にパラメータ(アウトリガ_取付部_X)を設

定します。 

「ライト_前_幅_2」参照面→「本体部_幅_2」参照面まで、「平行寸法」機能で

寸法図形を作成し、値にパラメータ(ライト_前_幅)を設定します。 
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⑤ 「アウトリガ_取付部_幅」参照面を、「中心(正面/背面)」参照面を中心とした

上下方向に平行に作成して、「アウトリガ_取付部_幅_1」参照面→「中心(正面

/背面)」参照面→「アウトリガ_取付部_幅_2」参照面まで、「平行寸法」機能

で寸法図形を作成し、値に「EQ」を設定します。 

「アウトリガ_取付部_幅_1」参照面→「アウトリガ_取付部_幅_2」参照面ま

で、「平行寸法」機能で寸法図形を作成し、値にパラメータ(アウトリガ_取付

部_幅)を設定します。 

  

 

⑥ 「作成」タブ→「スイープ」機能を選択します。 

1. 「パスをスケッチ」を選択します。 

 

2. 「線」モードで、「中心(左/右)」参照面上に、「アウトリガ_取付部_幅

_1」参照面→「アウトリガ_取付部_幅_2」参照面までのパス(線図形)を作成

します。 

3. 作成したパス(線図形)を、「中心(左/右)」参照面上に拘束、端点を「アウ

トリガ_取付部_幅_1」参照面と「アウトリガ_取付部_幅_2」参照面に拘束し

ます。 

  

「アウトリガ_取付部_幅」パス 

パラメータ(アウトリガ_取付部_X) 

「中心(左/右)」参照面 

「アウトリガ_取付部_X」参照面 

パラメータ(アウトリガ_取付部_幅) 

「中心(正面/背面)」参照面 

「アウトリガ_取付部_幅_1」参照面 

「アウトリガ_取付部_幅_2」参照面 
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4. 「終了」を選択します。 

 

5. 「プロファイルを選択」を選択して、「アウトリガ_取付部.rfa」プロファイ

ルを設定して、「開く」を選択します。 

     

6. 「プロファイル」プルダウンを展開して、「アウトリガ_取付部」を選択し

ます。 

7. 「編集モード終了」を選択して、「アウトリガ_取付部」図形を作成しま

す。 

 

⑦ 「アウトリガ_取付部」図形を選択し、「プロパティ」画面の「マテリアル」項

目の「ファミリパラメータの関連付け」ボタンを選択して、「アウトリガ_マテ

リアル」を選択します。 

      

 

 

【「アウトリガ_1」作成】 

⑧ 「アウトリガ_1_X」参照面を、「中心(左/右)」参照面の左側に平行に作成し

て、「中心(左/右)」参照面→「アウトリガ_1_X」参照面まで、「平行寸法」機

能で寸法図形を作成し、値にパラメータ(アウトリガ_1_X)を設定します。 

「アウトリガ_取付部.rfa」プロファイ

ル

パラメータ(アウトリガ_マテリアル) 

ファミリパタメータの関連付けボタン 
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⑨ 「アウトリガ_1」参照面を、「中心(左/右)」参照面の右側に平行に作成して、

「中心(左/右)」参照面→「アウトリガ_1」参照面まで、「平行寸法」機能で寸

法図形を作成し、値にパラメータ(アウトリガ_1)を設定します。 

 

⑩ 「アウトリガ_1_幅」参照面を、「中心(正面/背面)」参照面を中心とした上下

方向に平行に作成して、「アウトリガ_1_幅_1」参照面→「中心(正面/背面)」

参照面→「アウトリガ_1_幅_2」参照面まで、「平行寸法」機能で寸法図形を作

成し、値に「EQ」を設定します。 

「アウトリガ_1_幅_1」参照面→「アウトリガ_1_幅_2」参照面まで、「平行寸

法」機能で寸法図形を作成し、値にパラメータ(アウトリガ_1_幅)を設定しま

す。 

  

⑪ 「立面図/正面」ビューを表示します。 

⑫ 「アウトリガ_1_Z」参照面を、「参照レベル」参照面の上方向に平行に作成し

て、「参照レベル」参照面→「アウトリガ_1_Z」参照面まで、「平行寸法」機

能で寸法図形を作成し、値にパラメータ(アウトリガ_1_Z)を設定します。 

さらに、上方向に平行に作成して、「参照レベル」参照面→「アウトリガ_1_高

さ」参照面まで、「平行寸法」機能で寸法図形を作成し、値にパラメータ(アウ

トリガ_1_高さ)を設定します。 

パラメータ(アウトリガ_1_X) 

「中心(左/右)」参照面 

「アウトリガ_1_X」参照面 

パラメータ(アウトリガ_1) 

「中心(左/右)」参照面 

「アウトリガ_1」参照面 

パラメータ(アウトリガ_1_幅) 

「中心(正面/背面)」参照面 

「アウトリガ_1_幅_1」参照面 

「アウトリガ_1_幅_2」参照面 
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⑬ 「作成」タブ→「押し出し」機能を選択します。 

1. 「長方形」モードで、「中心(左/右)」参照面上に、 

1 点目：「アウトリガ_1_Z」参照面と→「アウトリガ_1_X」参照面の交点 

2 点目：「アウトリガ_1_高さ」参照面と→「アウトリガ_1」参照面の交点 

で長方形の図形を作成して、4 辺の線図形を、「アウトリガ_1_Z」参照面、

「アウトリガ_1_X」参照面、「アウトリガ_1_高さ」参照面、「アウトリガ

_1」参照面に拘束します。 

  

2. 「終了」を選択します。 

   

⑭ 「立面図/正面」ビューを表示します。 

⑮ 「アウトリガ_1」図形の上辺を「アウトリガ_1_幅_1」参照面に拘束します。 

「アウトリガ_1」図形の下辺を「アウトリガ_1_幅_2」参照面に拘束します。 

 

パラメータ(アウトリガ_1_Z) 

「参照レベル」参照面 

「アウトリガ_1_Z」参照面 

パラメータ(アウトリガ_1_高さ) 

「アウトリガ_1_高さ」参照面 

「アウトリガ_1_Z」参照面 

「アウトリガ_1_高さ」参照面 

「アウトリガ_1_X」参照面 

「アウトリガ_1」参照面 

「アウトリガ_1」図形 

「アウトリガ_1」図形 
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⑯ 「アウトリガ_取付部」図形を選択し、「プロパティ」画面の「マテリアル」項

目の「ファミリパラメータの関連付け」ボタンを選択して、「アウトリガ_マテ

リアル」を選択します。 

      

 

 

 

【「アウトリガ_2」作成】 

⑰ 「アウトリガ」参照面を、「中心(左/右)」参照面の右側に平行に作成して、

「中心(左/右)」参照面→「アウトリガ」参照面まで、「平行寸法」機能で寸法

図形を作成し、値にパラメータ(アウトリガ)を設定します。 

 

⑱ 「アウトリガ_2_幅」参照面を、「中心(正面/背面)」参照面を中心とした上下

方向に平行に作成して、「アウトリガ_2_幅_1」参照面→「中心(正面/背面)」

参照面→「アウトリガ_2_幅_2」参照面まで、「平行寸法」機能で寸法図形を作

成し、値に「EQ」を設定します。 

「アウトリガ_2_幅_1」参照面→「アウトリガ_2_幅_2」参照面まで、「平行寸

法」機能で寸法図形を作成し、値にパラメータ(アウトリガ_2_幅)を設定しま

す。 

ファミリパタメータの関連付けボタン 

パラメータ(アウトリガ_マテリアル) 

パラメータ(アウトリガ) 

「中心(左/右)」参照面 

「アウトリガ」参照面 
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⑲ 「作成」タブ→「スイープ」機能を選択します。 

1. 「パスをスケッチ」を選択します。 

 

2. 「線」モードで、「アウトリガ」参照面上に、「アウトリガ_2_幅_1」参照

面→「アウトリガ_2_幅_2」参照面までのパス(線図形)を作成します。 

3. 作成したパス(線図形)を、「アウトリガ」参照面上に拘束、端点を「アウト

リガ_2_幅_1」参照面と「アウトリガ_2_幅_2」参照面に拘束します。 

  

4. 「終了」を選択します。 

 

5. 「プロファイルを選択」を選択して、「アウトリガ_2.rfa」プロファイルを

設定して、「開く」を選択します。 

     

6. 「プロファイル」プルダウンを展開して、「アウトリガ_2」を選択します。 

7. 「編集モード終了」を選択して、「アウトリガ_2」図形を作成します。 

 

「アウトリガ_取付部.rfa」プロファイ

ル

「アウトリガ_2_幅」パス 

パラメータ(アウトリガ_2_幅) 

「中心(正面/背面)」参照面 

「アウトリガ_2_幅_1」参照面 

「アウトリガ_2_幅_2」参照面 
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⑳ 「アウトリガ_2」図形を選択し、「プロパティ」画面の「マテリアル」項目の

「ファミリパラメータの関連付け」ボタンを選択して、「アウトリガ_マテリア

ル」を選択します。 

      

 

 

 

【「アウトリガ_3､4」作成】 

21 「立面図/正面」ビューを表示します。 

22 「アウトリガ_3_高さ」参照面を、「参照レベル」参照面の上方向に平行に作成

して、「参照レベル」参照面→「アウトリガ_3_高さ」参照面まで、「平行寸

法」機能で寸法図形を作成し、値にパラメータ(アウトリガ_3_高さ)を設定しま

す。 

  

23 「アウトリガ_4_高さ」参照面を、「参照レベル」参照面の上方向に平行に作成

して、「参照レベル」参照面→「アウトリガ_4_高さ」参照面まで、「平行寸

法」機能で寸法図形を作成し、値にパラメータ(アウトリガ_4_高さ)を設定しま

す。 

パラメータ(アウトリガ_マテリアル) 

「参照レベル」参照面 

パラメータ(アウトリガ_3_高さ) 

「アウトリガ_3_高さ」参照面 

ファミリパタメータの関連付けボタン 
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24 「平面図」ビューを表示します。 

25 「作成」タブ→「押し出し」機能を選択します。 

1. 「円」モードで、「参照レベル」参照面上に、「中心(正面/背面)」参照面

と「アウトリガ」参照面の交点を中心に円図形を作成します。 

 

2. 円図形を選択して、「プロパティ」画面の「中心マークを表示」をチェック

して、中心図形を、「中心(正面/背面)」参照面と「アウトリガ」参照面で

拘束します。 

    

3. 「注釈」タブ→「直径」機能で円図形の寸法図形を作成し提出、値にパラメ

ータ(アウトリガ_3_直径)を設定します。 

 

円図形 

「参照レベル」参照面 

パラメータ(アウトリガ_4_高さ) 

「アウトリガ_4_高さ」参照面 
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4. 「終了」を選択します。 

   

26 「立面図/正面」ビューを表示します。 

27 「アウトリガ_3」図形の上辺を「アウトリガ」参照面に拘束します。 

「アウトリガ_3」図形の下辺を「アウトリガ_3」参照面に拘束します。 

 

28 「平面図」ビューを表示します。 

29 さらに、「アウトリガ_4」図形を作成します。 

「作成」タブ→「押し出し」機能を選択します。 

1. 「円」モードで、「参照レベル」参照面上に、「中心(正面/背面)」参照面

と「アウトリガ」参照面の交点を中心に円図形を作成します。 

 

2. 円図形を選択して、「プロパティ」画面の「中心マークを表示」をチェック

して、中心図形を、「中心(正面/背面)」参照面と「アウトリガ」参照面で

拘束します。 

    

「アウトリガ_３」図形 

「アウトリガ_3」図形 

円図形 
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3. 「注釈」タブ→「直径」機能で円図形の寸法図形を作成し提出、値にパラメ

ータ(アウトリガ_4_直径)を設定します。 

 

4. 「終了」を選択します。 

   

30 「立面図/正面」ビューを表示します。 

31 「アウトリガ_4」図形の上辺を「アウトリガ_4」参照面に拘束し、 

「アウトリガ_4」図形の下辺を「参照レベル」参照面に拘束します。 

 

32 「アウトリガ_3」図形と「アウトリガ_4」図形を選択し、「プロパティ」画面

の「マテリアル」項目の「ファミリパラメータの関連付け」ボタンを選択し

て、「アウトリガ_マテリアル」を選択します。 

      

ファミリパタメータの関連付けボタン 

パラメータ(アウトリガ_マテリアル) 

「アウトリガ_4」図形 

「アウトリガ_4」図形 
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33 名前を付けて保存」機能でファミリを保存します。 

ファミリ名：GR-1000N-1_アウトリガ.rfa 
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3) 「回転部_本体」ファミリ(肉部)作成(GR-1000N-1_回転部_本体.rfa) 

① Revit(ここでは、Revit 2019 を使用)を起動し、テンプレートを「一般モデル(メ

ートル単位).rtf)」で、新規図面を開きます。 

② パラメータを設定します。 

 

 

 

【「回転部_1」作成】 

③ 「立面図/右」ビューを表示します。 

④ 「回転部_1_厚さ」参照面を、「参照レベル」参照面の上方向に平行に作成し

て、「参照レベル」参照面→「回転部_1_厚さ」参照面まで、「平行寸法」機能

で寸法図形を作成し、値にパラメータ(回転部_1_厚さ)を設定します。 

  

⑤ 「平面図」ビューを表示します。 

⑥ 「作成」タブ→「押し出し」機能を選択します。 

「参照レベル」参照面 

パラメータ(回転部_1_厚さ) 

「回転部_1_厚さ」参照面 
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1. 「円」モードで、「参照レベル」参照面上に、「中心(左/右)」参照面と

「中心(正面/背面)」参照面の交点を中心に円図形を作成します。 

  

2. 円図形を選択して、「プロパティ」画面の「中心マークを表示」をチェック

して、中心図形を「中心(左/右)」参照面と「中心(正面/背面)」参照面で拘

束します。 

     

3. 「直径」機能で円図形の寸法図形を作成し提出、値にパラメータ(回転部_1_

直径)を設定します。 

  

4. 「終了」を選択します。 

    

⑦ 「立面図/正面」ビューを表示します。 

⑧ 「回転部_1」図形の上辺を「回転部_1_厚さ」参照面に拘束し、 

「回転部_1」図形 

円図形 
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「回転部_1」図形の下辺を「参照レベル」参照面に拘束します。 

  

⑨ 「回転部_1」図形を選択し、「プロパティ」画面の「マテリアル」項目の「フ

ァミリパラメータの関連付け」ボタンを選択して、「マテリアル_車両_白」を

選択します。 

           

 

 

 

【「回転部_2」作成】 

⑩ 「回転部_2_始点_X」参照面を、「中心(左/右)」参照面の左側に平行に作成し

て、「回転部_2_始点_X」参照面→「中心(左/右)」参照面まで、「平行寸法」

機能で寸法図形を作成し、値に「回転部_2_始点_X」を設定します。 

   

パラメータ(回転部_2_始点_X) 

「中心(左/右)」参照面 

「回転部_2_始点_X」参照面 

「回転部_土台」図形 

ファミリパタメータの関連付けボタン 

パラメータ(マテリアル_本体_白) 
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⑪ 「回転部_2_幅」参照面を、「回転部_2_始点_X」参照面の左側に平行に作成し

て、「回転部_2_幅」参照面→「回転部_2_始点_X」参照面まで、「平行寸法」

機能で寸法図形を作成し、値に「回転部_2_幅」を設定します。 

   

⑫ 「作成」タブ→「スイープ」機能を選択します。 

1. 「パスをスケッチ」を選択します。 

 

2. 「線」モードで、「中心(正面/背面)」参照面上に、「回転部_2_幅」参照面

→「回転部_2_始点_X」参照面までのパス(線図形)を作成します。 

作成したパス(線図形)を、「中心(正面/背面)」参照面上に拘束、端点を

「回転部_2_幅」参照面と「回転部_2_始点_X」参照面に拘束します。 

  

3. 「終了」を選択します。 

 

4. 「プロファイルを選択」を選択して、「回転部_2.rfa」プロファイルを設定

して、「開く」を選択します。 

     

「回転部_2.rfa」プロファイル 

「回転部_2」パス 

パラメータ(回転部_2_幅) 

「回転部_2_始点_X」参照面 

「回転部_2_幅」参照面 
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5. 「プロファイル」プルダウンを展開して、「回転部_2」を選択します。 

6. 「編集モード終了」を選択して、「回転部_2」図形を作成します。 

 

⑬ 「回転部_2」図形を選択し、「プロパティ」画面の「マテリアル」項目の「フ

ァミリパラメータの関連付け」ボタンを選択して、「マテリアル_車両_白」を

選択します。 

           

 

  

 

【「回転部_3」作成】 

⑭ 「回転部_3_幅」参照面を、「中心(左/右)」参照面を中心とした左右方向に平

行に作成して、「回転部_3_幅_1」参照面→「中心(左/右)」参照面→「回転部

_3_幅_2」参照面まで、「平行寸法」機能で寸法図形を作成し、値に「EQ」を

設定します。 

「回転部_3_幅_1」参照面→「回転部_3_幅_2」参照面まで、「平行寸法」機能

で寸法図形を作成し、値にパラメータ(回転部_3_幅)を設定します。 

ファミリパタメータの関連付けボタン 

パラメータ(マテリアル_車両_白) 



 

100 

 

   

⑮ 「作成」タブ→「スイープ」機能を選択します。 

1. 「パスをスケッチ」を選択します。 

 

2. 「線」モードで、「中心(正面/背面)」参照面上に、「回転部_3_幅_1」参照

面→「回転部_3_幅_2」参照面までのパス(線図形)を作成します。 

作成したパス(線図形)を、「中心(正面/背面)」参照面上に拘束、端点を

「回転部_3_幅_1」参照面と「回転部_3_幅_2」参照面に拘束します。 

   

3. 「終了」を選択します。 

 

4. 「プロファイルを選択」を選択して、「回転部_3.rfa」プロファイルを設定

して、「開く」を選択します。 

      

5. 「プロファイル」プルダウンを展開して、「回転部_3」を選択します。 

6. 「編集モード終了」を選択して、「回転部_3」図形を作成します。 

「回転部_3.rfa」プロファイル 

「回転部_3」パス 

パラメータ(回転部_3_幅) 

「中心(左/右)」参照面 

「回転部_3_幅_1」参照面 

「回転部_3_幅_2」参照面 
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⑯ 「回転部_3_ボイド_幅」参照面を、「中心(左/右)」参照面を中心とした左右方

向に平行に作成して、「回転部_3_ボイド_幅_1」参照面→「中心(左/右)」参照

面→「回転部_3_ボイド_幅_2」参照面まで、「平行寸法」機能で寸法図形を作

成し、値に「EQ」を設定します。 

「回転部_3_ボイド_幅_1」参照面→「回転部_3_ボイド_幅_2」参照面まで、

「平行寸法」機能で寸法図形を作成し、値にパラメータ(回転部_3_ボイド_幅)

を設定します。 

    

⑰ 「作成」タブ→「スイープ」機能を選択します。 

1. 「パスをスケッチ」を選択します。 

 

2. 「線」モードで、「中心(正面/背面)」参照面上に、「回転部_3_ボイド_幅

_1」参照面→「回転部_3_ボイド_幅_2」参照面までのパス(線図形)を作成し

ます。 

作成したパス(線図形)を、「中心(正面/背面)」参照面上に拘束、端点を

「回転部_3_ボイド_幅_1」参照面と「回転部_3_ボイド_幅_2」参照面に拘

束します。 

パラメータ(回転部_3_ボイド_幅) 

「中心(左/右)」参照面 

「回転部_3_ボイド_幅_1」参照面 

「回転部_3_ボイド_幅_2」参照面 
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3. 「終了」を選択します。 

 

4. 「プロファイルを選択」を選択して、「回転部_3_ボイド.rfa」プロファイル

を設定して、「開く」を選択します。 

       

5. 「プロファイル」プルダウンを展開して、「回転部_3_ボイド」を選択しま

す。 

6. 「編集モード終了」を選択して、「回転部_3_ボイド」図形を作成します。 

 

⑱ 「回転部_3_ボイド」図形を選択して、「プロパティ」画面の「ソリッド/ボイ

ド」項目を「ボイド」に変更します。 

 

「回転部_3_ボイド rfa」プロファイル 

「回転部_3_ボイド」パス 
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⑲ 「回転部_3」図形から「回転_3_ボイド」図形を抜きます。 

「修正」タブ→「切取り」機能を選択し、「回転部_3」図形を選択してから、

「回転部_3_ボイド」図形を選択します。 

 

⑳ 「回転部_3」図形を選択し、「プロパティ」画面の「マテリアル」項目の「フ

ァミリパラメータの関連付け」ボタンを選択して、「マテリアル_車両_白」を

選択します。 

           

 

  

 

【「回転部_4」作成】 

ファミリパタメータの関連付けボタン 

パラメータ(マテリアル_車両_白) 
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21 「回転部_4_幅」参照面を、「回転部_3_幅_1」参照面の左側に平行に作成し

て、「回転部_4_幅」参照面→「回転部_3_幅_1」参照面まで、「平行寸法」機

能で寸法図形を作成し、値に「回転部_4_幅」を設定します。 

    

22 「作成」タブ→「スイープ」機能を選択します。 

1. 「パスをスケッチ」を選択します。 

 

2. 「線」モードで、「中心(正面/背面)」参照面上に、「回転部_4_幅」参照面

→「回転部_3_幅_1」参照面までのパス(線図形)を作成します。 

作成したパス(線図形)を、「中心(正面/背面)」参照面上に拘束、端点を

「回転部_4_幅」参照面と「回転部_3_幅_1」参照面に拘束します。 

   

3. 「終了」を選択します。 

 

4. 「プロファイルを選択」を選択して、「回転部_4.rfa」プロファイルを設定

して、「開く」を選択します。 

      

5. 「プロファイル」プルダウンを展開して、「回転部_4」を選択します。 

パラメータ(回転部_4_幅) 

「回転部_3_幅_1」参照面 

「回転部_4_幅」参照面 

「回転部_4.rfa」プロファイル 

「回転部_4」パス 
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「編集モード終了」を選択して、「回転部_4」図形を作成します。 

 

23 「回転部_4」図形を選択し、「プロパティ」画面の「マテリアル」項目の「フ

ァミリパラメータの関連付け」ボタンを選択して、「マテリアル_車両_白」を

選択します。 

            

 

 

 

【「回転部_5」作成】 

24 「回転部_5_幅」参照面を、「回転部_3_幅_2」参照面の左側に平行に作成し

て、「回転部_5_幅」参照面→「回転部_3_幅_2」参照面まで、「平行寸法」機

能で寸法図形を作成し、値に「回転部_5_幅」を設定します。 

ファミリパタメータの関連付けボタン 

パラメータ(マテリアル_車両_白) 
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25 「作成」タブ→「スイープ」機能を選択します。 

1. 「パスをスケッチ」を選択します。 

 

2. 「線」モードで、「中心(正面/背面)」参照面上に、「回転部_5_幅」参照面

→「回転部_3_幅_2」参照面までのパス(線図形)を作成します。 

作成したパス(線図形)を、「中心(正面/背面)」参照面上に拘束、端点を

「回転部_5_幅」参照面と「回転部_3_幅_2」参照面に拘束します。 

   

3. 「終了」を選択します。 

 

4. 「プロファイルを選択」を選択して、「回転部_5.rfa」プロファイルを設定

して、「開く」を選択します。 

      

5. 「プロファイル」プルダウンを展開して、「回転部_5」を選択します。 

6. 「編集モード終了」を選択して、「回転部_5」図形を作成します。 

パラメータ(回転部_4_幅) 

「回転部_3_幅_2」参照面 

「回転部_5_幅」参照面 

「回転部_5.rfa」プロファイル 

「回転部_5」パス 
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26 「回転部_5」図形を選択し、「プロパティ」画面の「マテリアル」項目の「フ

ァミリパラメータの関連付け」ボタンを選択して、「マテリアル_車両_白」を

選択します。 

           

  

 

 

【「回転部_6」作成】 

27 「回転部_6_幅」参照面を、「中心(左/右)」参照面を中心とした左右方向に平

行に作成して、「回転部_6_幅_1」参照面→「中心(左/右)」参照面→「回転部

_6_幅_2」参照面まで、「平行寸法」機能で寸法図形を作成し、値に「EQ」を

設定します。 

「回転部_6_幅_1」参照面→「回転部_6_幅_2」参照面まで、「平行寸法」機能

で寸法図形を作成し、値にパラメータ(回転部_6_幅)を設定します。 

ファミリパタメータの関連付けボタン 

パラメータ(マテリアル_車両_白) 



 

108 

 

   

28 「作成」タブ→「スイープ」機能を選択します。 

1. 「パスをスケッチ」を選択します。 

 

2. 「線」モードで、「中心(正面/背面)」参照面上に、「回転部_6_幅_1」参照

面→「回転部_6_幅_2」参照面までのパス(線図形)を作成します。 

作成したパス(線図形)を、「中心(正面/背面)」参照面上に拘束、端点を

「回転部_6_幅_1」参照面と「回転部_6_幅_2」参照面に拘束します。 

   

3. 「終了」を選択します。 

 

4. 「プロファイルを選択」を選択して、「回転部_6.rfa」プロファイルを設定

して、「開く」を選択します。 

      

5. 「プロファイル」プルダウンを展開して、「回転部_6」を選択します。 

6. 「編集モード終了」を選択して、「回転部_6」図形を作成します。 

「回転部_6.rfa」プロファイル 

「回転部_6」パス 

パラメータ(回転部_6_幅) 

「中心(左/右)」参照面 

「回転部_6_幅_1」参照面 

「回転部_6_幅_2」参照面 
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29 「回転部_6」図形から「回転_3_ボイド」図形を抜きます。 

「修正」タブ→「切取り」機能を選択し、「回転部_6」図形を選択してから、

「回転部_3_ボイド」図形を選択します。 

 

30 「回転部_6」図形を選択し、「プロパティ」画面の「マテリアル」項目の「フ

ァミリパラメータの関連付け」ボタンを選択して、「マテリアル_車両_白」を

選択します。 

           

ファミリパタメータの関連付けボタン 

パラメータ(マテリアル_車両_白) 
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【「回転部_7」作成】 

31 「立面図/右」ビューを表示します。 

32 「回転部_7_始点_Z」参照面を、「参照レベル」参照面の上方向に平行に作成し

て、「回転部_7_始点_Z」参照面→「参照レベル」参照面まで、「平行寸法」機

能で寸法図形を作成し、値に「回転部_7_始点_Z」を設定します。 

     

33 「回転部_7_高さ」参照面を、「回転部_7_始点_Z」参照面の上方向に平行に作

成して、「回転部_7_高さ」参照面→「回転部_7_始点_Z」参照面まで、「平行

寸法」機能で寸法図形を作成し、値に「回転部_7_高さ」を設定します。 

     

34 「立面図/正面」ビューを表示します。 

35 「作成」タブ→「スイープ」機能を選択します。 

1. 「パスをスケッチ」を選択します。 

パラメータ(回転部_7_始点_Z) 

「回転部_7_始点_Z」参照面 

「参照レベル」参照面 

パラメータ(回転部_7_高さ) 

「回転部_7_始点_Z」参照面 

「回転部_7_高さ」参照面 
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2. 「線」モードで、「中心(正面/背面)」参照面上に、「回転部_7_高さ」参照

面→「回転部_7_始点_Z」参照面までのパス(線図形)を作成します。 

作成したパス(線図形)を、「中心(正面/背面)」参照面上に拘束、端点を

「回転部_7_高さ」参照面と「回転部_7_始点_Z」参照面に拘束します。 

    

3. 「終了」を選択します。 

 

4. 「プロファイルを選択」を選択して、「回転部_7.rfa」プロファイルを設定

して、「開く」を選択します。 

       

5. 「プロファイル」プルダウンを展開して、「回転部_7」を選択します。 

「編集モード終了」を選択して、「回転部_7」図形を作成します。 

 

36 「回転部_7」図形を選択し、「プロパティ」画面の「マテリアル」項目の「フ

ァミリパラメータの関連付け」ボタンを選択して、「マテリアル_車両_白」を

選択します。 

「回転部_7.rfa」プロファイル 

「回転部_7」パス 
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【「回転部_8」作成】 

37 「立面図/正面」ビューを表示します。 

38 「作成」タブ→「スイープ」機能を選択します。 

1. 「パスをスケッチ」を選択します。 

 

2. 「線」モードで、「中心(正面/背面)」参照面上に、「回転部_7_高さ」参照

面→「回転部_7_始点_Z」参照面までのパス(線図形)を作成します。 

作成したパス(線図形)を、「中心(正面/背面)」参照面上に拘束、端点を

「回転部_7_高さ」参照面と「回転部_7_始点_Z」参照面に拘束します。 

    

3. 「終了」を選択します。 

ファミリパタメータの関連付けボタン 

パラメータ(マテリアル_車両_白) 

「回転部_7」パス 
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4. 「プロファイルを選択」を選択して、「回転部_8.rfa」プロファイルを設定

して、「開く」を選択します。 

       

5. 「プロファイル」プルダウンを展開して、「回転部_8」を選択します。 

6. 「編集モード終了」を選択して、「回転部_8」図形を作成します。 

  

39 「回転部_8」図形を選択し、「プロパティ」画面の「マテリアル」項目の「フ

ァミリパラメータの関連付け」ボタンを選択して、「マテリアル_車両_青」を

選択します。 

       

 

 

 

【「回転部_9」作成】 

「回転部_8.rfa」プロファイル 

ファミリパタメータの関連付けボタン 

パラメータ(マテリアル_車両_青) 
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40 「回転部_9_幅」参照面を、「回転部_3_幅_1」参照面の右側に平行に作成し

て、「回転部_9_幅_1」参照面→「回転部_3_幅_1」参照面まで、「平行寸法」

機能で寸法図形を作成し、値に「回転部_9_幅」を設定します。 

   

41 「作成」タブ→「スイープ」機能を選択します。 

1. 「パスをスケッチ」を選択します。 

 

2. 「線」モードで、「中心(正面/背面)」参照面上に、「回転部_9_幅_1」参照

面→「回転部_3_幅_1」参照面までのパス(線図形)を作成します。 

作成したパス(線図形)を、「中心(正面/背面)」参照面上に拘束、端点を

「回転部_9_幅_1」参照面と「回転部_3_幅_1」参照面に拘束します。 

   

3. 「終了」を選択します。 

 

4. 「プロファイルを選択」を選択して、「回転部_9.rfa」プロファイルを設定

して、「開く」を選択します。 

      

5. 「プロファイル」プルダウンを展開して、「回転部_9」を選択します。 

「回転部_9.rfa」プロファイル 

「回転部_9_1」パス 

パラメータ(回転部_9_幅) 

「回転部_9_幅_1」参照面 

「回転部_3_幅_1」参照面 
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6. 「編集モード終了」を選択して、「回転部_9_1」図形を作成します。 

 

42 「回転部_9_幅」参照面を、「回転部_3_幅_2」参照面の左側に平行に作成し

て、「回転部_9_幅_2」参照面→「回転部_3_幅_2」参照面まで、「平行寸法」

機能で寸法図形を作成し、値に「回転部_9_幅」を設定します。 

   

43 「作成」タブ→「スイープ」機能を選択します。 

1. 「パスをスケッチ」を選択します。 

 

2. 「線」モードで、「中心(正面/背面)」参照面上に、「回転部_9_幅_2」参照

面→「回転部_3_幅_2」参照面までのパス(線図形)を作成します。 

作成したパス(線図形)を、「中心(正面/背面)」参照面上に拘束、端点を

「回転部_9_幅_2」参照面と「回転部_3_幅_2」参照面に拘束します。 

   

3. 「終了」を選択します。 

パラメータ(回転部_9_幅) 

「回転部_9_幅_2」参照面 

「回転部_3_幅_2」参照面 

「回転部_9_1」パス 
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4. 「プロファイル」プルダウンを展開して、「回転部_9」を選択します。 

5. 「編集モード終了」を選択して、「回転部_9_2」図形を作成します。 

 

44 「回転部_9_1」図形と「回転部_9_2」図形を選択し、「プロパティ」画面の

「マテリアル」項目の「ファミリパラメータの関連付け」ボタンを選択して、

「マテリアル_車両_白」を選択します。 

           

 

 

45 作成した全ての白色の図形(回転台_1~回転台_7, 回転台_9)を接合します。 

「修正」タブ→「接合」機能を選択し、 

1) 「回転部_1」図形を選択してから「回転部_3」図形を選択 

2) 「回転部_1」図形を選択してから「回転部_2」図形を選択 

3) 「回転部_1」図形を選択してから「回転部_4」図形を選択 

ファミリパタメータの関連付けボタン 

パラメータ(マテリアル_車両_白) 
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4) 「回転部_1」図形を選択してから「回転部_5」図形形を選択 

5) 「回転部_1」図形を選択してから「回転部_6」図形を選択 

6) 「回転部_1」図形を選択してから「回転部_7」図形を選択 

7) 「回転部_1」図形を選択してから「回転部_9_1」図形を選択 

8) 「回転部_1」図形を選択してから「回転部_9_2」図形を選択 

します。 

 

 

 

【「運転部」作成】 

46 「運転部_始点_X」参照面を、「中心(左/右)」参照面の左側に平行に作成し

て、「運転部_始点_X」参照面→「中心(左/右)」参照面まで、「平行寸法」機

能で寸法図形を作成し、値に「運転部_始点_X」を設定します。 

     

47 「運転部_幅」参照面を、「運転部_始点_X」参照面の左側に平行に作成して、

「運転部_幅」参照面→「運転部_始点_X」参照面まで、「平行寸法」機能で寸

法図形を作成し、値に「運転部_幅」を設定します。 

パラメータ(運転部_始点_X) 

「中心(左/右)」参照面 

「運転部_始点_X」参照面 
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48 「作成」タブ→「スイープ」機能を選択します。 

1. 「パスをスケッチ」を選択します。 

 

2. 「線」モードで、「中心(正面/背面)」参照面上に、「運転部_幅」参照面→

「運転部_始点_X」参照面までのパス(線図形)を作成します。 

作成したパス(線図形)を、「中心(正面/背面)」参照面上に拘束、端点を

「運転部_幅」参照面と「運転部_始点_X」参照面に拘束します。 

    

3. 「終了」を選択します。 

 

4. 「プロファイルを選択」を選択して、「運転部.rfa」プロファイルを設定し

て、「開く」を選択します。 

       

5. 「プロファイル」プルダウンを展開して、「運転部」を選択します。 

   

6. 「編集モード終了」を選択して、「運転部」図形を作成します。 

「運転部.rfa」プロファイル 

「運転部」パス 

パラメータ(運転部_幅) 

「運転部_始点_X」参照面 

「運転部_幅」参照面 
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49 「運転部」図形を選択し、「プロパティ」画面の「マテリアル」項目の「ファ

ミリパラメータの関連付け」ボタンを選択して、「マテリアル_車両_白」を選

択します。 

              

 

 

 

【「運転部_右側面_ガラス」作成】 

50 「運転部_ガラス_厚さ_1_1」参照面を、「運転部_始点_X」参照面の左側に平行

に作成して、「運転部_ガラス_厚さ_1_1」参照面→「運転部_始点_X」参照面ま

で、「平行寸法」機能で寸法図形を作成し、値に「運転部_ガラス_厚さ_1」を

設定します。 

ファミリパタメータの関連付けボタン 

パラメータ(マテリアル_車両_白) 
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51 「作成」タブ→「スイープ」機能を選択します。 

1. 「パスをスケッチ」を選択します。 

 

2. 「線」モードで、「中心(正面/背面)」参照面上に、「運転部_ガラス_厚さ

_1_1」参照面→「運転部_始点_X」参照面までのパス(線図形)を作成しま

す。 

作成したパス(線図形)を、「中心(正面/背面)」参照面上に拘束、端点を

「運転部_ガラス_厚さ_1_1」参照面と「運転部_始点_X」参照面に拘束しま

す。 

    

3. 「終了」を選択します。 

 

4. 「プロファイルを選択」を選択して、「運転部_ガラス_1.rfa」プロファイル

を設定して、「開く」を選択します。 

       

5. 「プロファイル」プルダウンを展開して、「運転部_ガラス_1」を選択しま

す。 

   

パラメータ(運転部_ガラス_厚さ_1) 

「運転部_始点_X」参照面 

「運転部_ガラス_厚さ_1_1」参照面 

「運転部_ガラス_1.rfa」プロファイル 

「運転部_ガラス_1」パス 
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6. 「編集モード終了」を選択して、「運転部_ガラス_1」図形を作成します。 

 

52 「運転部_ガラス_1」図形を選択して、「プロパティ」画面の「ソリッド/ボイ

ド」項目を「ボイド」に変更します。 

 

53 「運転部」図形から「運転部_ガラス_1」図形を抜きます。 

「修正」タブ→「切取り」機能を選択し、「運転部」図形を選択してから、

「運転部_ガラス_1」図形を選択します。 

54 「3D」ビューを表示します。 

 

55 「修正」タブ→「ペイント」機能を選択し、「マテリアル」を「本体_7」を選

択し、「運転部_ガラス_1」図形の内側を選択して、「運転部_ガラス_1」図形

をペイントします。 
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【「運転部_左側面_ガラス枠」作成】 

56 「平面図」ビューを表示します。 

57 「運転部_ガラス_厚さ_2」参照面を、「運転部_幅」参照面の右側に平行に作成

して、「運転部_ガラス_厚さ_2」参照面→「運転部_幅」参照面まで、「平行寸

法」機能で寸法図形を作成し、値に「運転部_ガラス_厚さ_2」を設定します。 

     

58 「作成」タブ→「スイープ」機能を選択します。 

1. 「パスをスケッチ」を選択します。 

 

「運転部_ガラス_1」図形の内側を選択 

パラメータ(運転部_ガラス_厚さ_2) 

「運転部_幅」参照面 

「運転部_ガラス_厚さ_2」参照面 
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2. 「線」モードで、「中心(正面/背面)」参照面上に、「運転部_幅」参照面→

「運転部_ガラス_厚さ_2」参照面までのパス(線図形)を作成します。 

作成したパス(線図形)を、「中心(正面/背面)」参照面上に拘束、端点を

「運転部_幅」参照面と「運転部_ガラス_厚さ_2」参照面に拘束します。 

    

3. 「終了」を選択します。 

 

4. 「プロファイルを選択」を選択して、「運転部_ガラス_2.rfa」プロファイル

を設定して、「開く」を選択します。 

       

5. 「プロファイル」プルダウンを展開して、「運転部_ガラス_2」を選択しま

す。 

6. 「編集モード終了」を選択して、「運転部_ガラス_2」図形を作成します。 

 

59 「運転部_ガラス_2」図形を選択して、「プロパティ」画面の「ソリッド/ボイ

ド」項目を「ボイド」に変更します。 

「運転部_ガラス_2.rfa」プロファイル 

「運転部_ガラス_2」パス 
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60 「運転部」図形から「運転部_ガラス_2」図形を抜きます。 

「修正」タブ→「切取り」機能を選択し、「運転部」図形を選択してから、

「運転部_ガラス_2」図形を選択します。 

61 「3D」ビューを表示します。 

 

62 「修正」タブ→「ペイント」機能を選択し、「マテリアル」を「本体_3」を選

択し、「運転部_ガラス_2」図形の内側を選択して、「運転部_ガラス_2」図形

をペイントします。 

           

    

「運転部_ガラス_2」図形の内側を選択 



 

125 

 

 

 

【「運転部_左側面_ガラス」作成】 

63 「平面図」ビューを表示します。 

64 「運転部_ガラス_厚さ_1_2」参照面を、「運転部_幅」参照面の右側に平行に作

成して、「運転部_ガラス_厚さ_1_2」参照面→「運転部_幅」参照面まで、「平

行寸法」機能で寸法図形を作成し、値に「運転部_ガラス_厚さ」を設定しま

す。 

     

65 「作成」タブ→「スイープ」機能を選択します。 

1. 「パスをスケッチ」を選択します。 

 

2. 「線」モードで、「中心(正面/背面)」参照面上に、「運転部_幅」参照面→

「運転部_ガラス_厚さ_1_2」参照面までのパス(線図形)を作成します。 

作成したパス(線図形)を、「中心(正面/背面)」参照面上に拘束、端点を

「運転部_幅」参照面と「運転部_ガラス_厚さ_1_2」参照面に拘束します。 

    

3. 「終了」を選択します。 

 

4. 「プロファイルを選択」を選択して、「運転部_ガラス_3.rfa」プロファイル

を設定して、「開く」を選択します。 

パラメータ(運転部_ガラス_厚さ) 

「運転部_幅」参照面 

「運転部_ガラス_厚さ_1_2」参照面 

「運転部_ガラス_3」パス 
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5. 「プロファイル」プルダウンを展開して、「運転部_ガラス_3」を選択しま

す。 

6. 「編集モード終了」を選択して、「運転部_ガラス_3」図形を作成します。 

 

66 「運転部_ガラス_3」図形を選択して、「プロパティ」画面の「ソリッド/ボイ

ド」項目を「ボイド」に変更します。 

 

67 「運転部」図形から「運転部_ガラス_3」図形を抜きます。 

「修正」タブ→「切取り」機能を選択し、「運転部」図形を選択してから、

「運転部_ガラス_3」図形を選択します。 

68 「3D」ビューを表示します。 

 

「運転部_ガラス_3.rfa」プロファイル 
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69 「修正」タブ→「ペイント」機能を選択し、「マテリアル」を「本体_7」を選

択し、「運転部_ガラス_3」図形の内側を選択して、「運転部_ガラス_3」図形

をペイントします。 

           

    

 

 

【「運転部_正面・上面_ガラス」作成】 

70 「平面図」ビューを表示します。 

71 「運転部_ガラス_始点_X」参照面を、「中心(左/右)」参照面の左側に平行に作

成して、「運転部_ガラス_始点_X」参照面→「中心(左/右)」参照面まで、「平

行寸法」機能で寸法図形を作成し、値に「運転部_ガラス_始点_X」を設定しま

す。 

        

「運転部_ガラス_2」図形の内側を選択 

パラメータ(運転部_ガラス_始点_X) 

「中心(左/右)」参照面 

「運転部_ガラス_始点_X」参照面 
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72 「運転部_ガラス_幅」参照面を、「運転部_ガラス_始点_X」参照面の左側に平

行に作成して、「運転部_ガラス_幅」参照面→「運転部_ガラス_始点_X」参照

面まで、「平行寸法」機能で寸法図形を作成し、値に「運転部_ガラス_幅」を

設定します。 

        

73 「作成」タブ→「スイープ」機能を選択します。 

1. 「パスをスケッチ」を選択します。 

 

2. 「線」モードで、「中心(正面/背面)」参照面上に、「運転部_ガラス_幅」

参照面→「運転部_ガラス_始点_X」参照面までのパス(線図形)を作成しま

す。 

作成したパス(線図形)を、「中心(正面/背面)」参照面上に拘束、端点を

「運転部_ガラス_幅」参照面と「運転部_ガラス_始点_X」参照面に拘束し

ます。 

     

3. 「終了」を選択します。 

 

4. 「プロファイルを選択」を選択して、「運転部_ガラス_4.rfa」プロファイル

を設定して、「開く」を選択します。 

「運転部_ガラス_4」パス 

パラメータ(運転部_ガラス_幅) 

「運転部_ガラス_始点_X」参照面 

「運転部_ガラス_幅」参照面 
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5. 「プロファイル」プルダウンを展開して、「運転部_ガラス_4」を選択しま

す。 

6. 「編集モード終了」を選択して、「運転部_ガラス_4」図形を作成します。 

 

74 「運転部_ガラス_4」図形を選択して、「プロパティ」画面の「ソリッド/ボイ

ド」項目を「ボイド」に変更します。 

 

75 「運転部」図形から「運転部_ガラス_4」図形を抜きます。 

「修正」タブ→「切取り」機能を選択し、「運転部」図形を選択してから、

「運転部_ガラス_4」図形を選択します。 

76 「3D」ビューを表示します。 

  

「運転部_ガラス_4.rfa」プロファイル 
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77 「修正」タブ→「ペイント」機能を選択し、「マテリアル」を「本体_7」を選

択し、「運転部_ガラス_4」図形の内側を選択して、「運転部_ガラス_4」図形

をペイントします。 

           

    

 

 

【「エンブレム_G4」作成】 

78 「エンブレム_厚さ_1」参照面を、「回転部_6_幅_1」参照面の左側に平行に作

成して、「エンブレム_厚さ_1」参照面→「回転部_6_幅_1」参照面まで、「平

行寸法」機能で寸法図形を作成し、値に「エンブレム_厚さ」を設定します。 

        

「運転部_ガラス_4」図形の内側を選択 

パラメータ(エンブレム_厚さ) 

「回転部_6_幅_1」参照面 

「エンブレム_厚さ_1」参照面 
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79 「エンブレム_厚さ_2」参照面を、「回転部_6_幅_2」参照面の右側に平行に作

成して、「エンブレム_厚さ_2」参照面→「回転部_6_幅_2」参照面まで、「平

行寸法」機能で寸法図形を作成し、値に「エンブレム_厚さ」を設定します。 

      

80 左側面のエンブレム「G」を作成します。 

「作成」タブ→「スイープ」機能を選択します。 

1. 「パスをスケッチ」を選択します。 

 

2. 「線」モードで、「中心(正面/背面)」参照面上に、「エンブレム_厚さ_1」

参照面→「回転部_6_幅_1」参照面までのパス(線図形)を作成します。 

作成したパス(線図形)を、「中心(正面/背面)」参照面上に拘束、端点を

「エンブレム_厚さ_1」参照面と「回転部_6_幅_1」参照面に拘束します。 

     

3. 「終了」を選択します。 

 

4. 「プロファイルを選択」を選択して、「回転部_エンブレム_左_1.rfa」プロ

ファイルを設定して、「開く」を選択します。 

        

「回転部_エンブレム_左_1.rfa」プロファイル 

「エンブレム_左_G」パス 

パラメータ(エンブレム_厚さ) 

「回転部_6_幅_2」参照面 

「エンブレム_厚さ_2」参照面 
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5. 「プロファイル」プルダウンを展開して、「回転部_エンブレム_左_1」を選

択します。 

6. 「編集モード終了」を選択して、「エンブレム_左_G」図形を作成します。 

 

81 右側面のエンブレム「4」を作成します。 

「作成」タブ→「スイープ」機能を選択します。 

1. 「パスをスケッチ」を選択します。 

 

2. 「線」モードで、「中心(正面/背面)」参照面上に、「エンブレム_厚さ_2」

参照面→「回転部_6_幅_2」参照面までのパス(線図形)を作成します。 

作成したパス(線図形)を、「中心(正面/背面)」参照面上に拘束、端点を

「エンブレム_厚さ_2」参照面と「回転部_6_幅_2」参照面に拘束します。 

    

3. 「終了」を選択します。 

 

4. 「プロファイルを選択」を選択して、「回転部_エンブレム_右_2.rfa」プロ

ファイルを設定して、「開く」を選択します。 

「エンブレム_右_4」パス 
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5. 「プロファイル」プルダウンを展開して、「回転部_エンブレム_右_2」を選

択します。 

6. 「編集モード終了」を選択して、「エンブレム_右_4」図形を作成します。 

 

82 「回転部_エンブレム_左_1」図形と「回転部_エンブレム_右_1」図形を選択

し、「プロパティ」画面の「マテリアル」項目の「ファミリパラメータの関連

付け」ボタンを選択して、「マテリアル_車両_青」を選択します。 

          

83 「回転部_エンブレム_左_2」図形と「回転部_エンブレム_右_2」図形を選択

し、「プロパティ」画面の「マテリアル」項目の「ファミリパラメータの関連

付け」ボタンを選択して、「マテリアル_車両_赤」を選択します。 

          

ファミリパタメータの関連付けボタン 

パラメータ(マテリアル_車両_青) 

「回転部_エンブレム_右_2.rfa」プロファイル 

ファミリパタメータの関連付けボタン 

パラメータ(マテリアル_車両_赤) 
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【「エンブレム_TADANO」作成】 

84 「エンブレム_背面_Y」参照面を、「中心(正面/背面)」参照面の上方向に平行

に作成して、「中心(正面/背面)」参照面→「エンブレム_背面_Y」参照面ま

で、「平行寸法」機能で寸法図形を作成し、値に「エンブレム_背面_Y」を設定

します。 

         

85 「エンブレム_厚さ_3」参照面を、「エンブレム_背面_Y」参照面の上方向に平

行に作成して、「エンブレム_背面_Y」参照面→「エンブレム_厚さ_3」参照面

まで、「平行寸法」機能で寸法図形を作成し、値に「エンブレム_1_厚さ」を設

定します。 

        

86 「作成」タブ→「スイープ」機能を選択します。 

1. 「パスをスケッチ」を選択します。 

パラメータ(エンブレム_背面_Y) 

「中心(正面/背面)」参照面 

「エンブレム_背面_Y」参照面 

パラメータ(エンブレム_1_厚さ) 

「エンブレム_背面_Y」参照面 

「エンブレム_厚さ_3」参照面 
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2. 「線」モードで、「中心(左/右)」参照面上に、「エンブレム_背面_Y」参照

面→「エンブレム_厚さ_3」参照面までのパス(線図形)を作成します。 

作成したパス(線図形)を、「中心(左/右)」参照面上に拘束、端点を「エン

ブレム_背面_Y」参照面と「エンブレム_厚さ_3」参照面に拘束します。 

     

3. 「終了」を選択します。 

 

4. 「プロファイルを選択」を選択して、「回転部_エンブレム_TADANO _背

面.rfa」プロファイルを設定して、「開く」を選択します。 

        

5. 「プロファイル」プルダウンを展開して、「回転部_エンブレム

_TADANO_背面」を選択します。 

6. 「編集モード終了」を選択して、「エンブレム_TADANO _ 背面」図形を

作成します。 

 

「回転部_エンブレム_TADANO _背面.rfa」プロファイル 

「エンブレム_TADANO _背面」パス 
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87 「エンブレム_TADANO _ 背面」図形を選択し、「プロパティ」画面の「マテ

リアル」項目の「ファミリパラメータの関連付け」ボタンを選択して、「マテ

リアル_車両_白」を選択します。 

           

 

 

 

【「エンブレム_CREVO-1000G4」作成】 

88 「エンブレム_厚さ_4」参照面を、「運転部_幅」参照面の左側に平行に作成し

て、「エンブレム_厚さ_4」参照面→「運転部_幅」参照面まで、「平行寸法」

機能で寸法図形を作成し、値に「エンブレム_1_厚さ」を設定します。 

        

89 「エンブレム_厚さ_5」参照面を、「回転部_5_幅」参照面の右側に平行に作成

して、「エンブレム_厚さ_5」参照面→「回転部_5_幅」参照面まで、「平行寸

法」機能で寸法図形を作成し、値に「エンブレム_1_厚さ」を設定します。 

ファミリパタメータの関連付けボタン 

パラメータ(マテリアル_車両_白) 

パラメータ(エンブレム_1_厚さ) 

「運転部_幅」参照面 

「エンブレム_厚さ_4」参照面 
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90 左側面のエンブレム「CREVO-1000G4」を作成します。 

「作成」タブ→「スイープ」機能を選択します。 

1. 「パスをスケッチ」を選択します。 

 

2. 「線」モードで、「中心(正面/背面)」参照面上に、「エンブレム_厚さ 4」

参照面→「運転部_幅」参照面までのパス(線図形)を作成します。 

作成したパス(線図形)を、「中心(正面/背面)」参照面上に拘束、端点を

「エンブレム_厚さ_4」参照面と「運転部_幅」参照面に拘束します。 

     

3. 「終了」を選択します。 

 

4. 「プロファイルを選択」を選択して、「回転部_エンブレム_CREVO-

1000G4_左.rfa」プロファイルを設定して、「開く」を選択します。 

        

5. 「プロファイル」プルダウンを展開して、「回転部_エンブレム_CREVO-

1000G4_左」を選択します。 

「回転部_エンブレム_CREVO-1000G4_左.rfa」プロファイル 

「エンブレム_CREVO-1000G4_左」パス 

パラメータ(エンブレム_1_厚さ) 

「回転部_5_幅」参照面 

「エンブレム_厚さ_5」参照面 
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6. 「編集モード終了」を選択して、「エンブレム_CREVO-1000G4_左」図形

を作成します。 

 

91 右側面のエンブレム「CREVO-1000G4」を作成します。 

「作成」タブ→「スイープ」機能を選択します。 

1. 「パスをスケッチ」を選択します。 

 

2. 「線」モードで、「中心(正面/背面)」参照面上に、「回転部_5_幅」参照面

→「エンブレム_厚_5」参照面までのパス(線図形)を作成します。 

作成したパス(線図形)を、「中心(正面/背面)」参照面上に拘束、端点を

「回転部_5_幅」参照面と「エンブレム_厚_5」参照面に拘束します。 

     

3. 「終了」を選択します。 

 

4. 「プロファイルを選択」を選択して、「回転部_エンブレム_ CREVO-

1000G4_右.rfa」プロファイルを設定して、「開く」を選択します。 

        

「回転部_エンブレム_右_CREVO-1000G4.rfa」プロファイル 

「エンブレム_CREVO-1000G4_右」パス 
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5. 「プロファイル」プルダウンを展開して、「回転部_エンブレム_CREVO-

1000G4_右」を選択します。 

6. 「編集モード終了」を選択して、「エンブレム_CREVO-1000G4_右」図形

を作成します。 

 

92 「回転部_エンブレム_ CREVO-1000G4_左」図形と「回転部_エンブレム_ 

CREVO-1000G4_右」図形を選択し、「プロパティ」画面の「マテリアル」項

目の「ファミリパラメータの関連付け」ボタンを選択して、「マテリアル_車両

_灰色」を選択します。 

          

 

 

 

 

  

ファミリパタメータの関連付けボタン 

パラメータ(マテリアル_車両_灰色) 
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4) 「ブーム」ファミリ(肉部)作成(GR-1000N-1_ブーム.rfa) 

① Revit(ここでは、Revit 2019 を使用)を起動し、テンプレートを「一般モデル(メ

ートル単位).rtf)」で、新規図面を開きます。 

② パラメータを設定します。 
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③ 「挿入」タブ→「ファミリをロード」機能で、「ブーム_1.rfa」(プロファイル)、

「ブーム_2」(プロファイル) 、「ブーム_3」(プロファイル) 、「ブーム_アーム

取付部」(プロファイル)を読込みます。 

 

④ 「プロジェクト ブラウザ」画面→「ファミリ」→「プロファイル」→「ブーム

_1」ファミリ→「ブーム_1_1」タイプをダブルクリックして、「ブーム_1_1」タ

イプの「タイプ プロパティ」画面が開きます。 

「幅」項目の「ファミリ パラメータの関連付け」ボタンを押して、「ブーム_1_

幅」を設定します。 

     

同様に、「高さ」項目、「オフセット」項目も設定します。 

次に、「タイプ」欄で「ブーム_1_2」タイプを選択して、各項目を設定します。 

 

同様に、「ブーム_1_1」タイプ～「ブーム_1_6」タイプの各項目を設定します。 

設定値は下記に示します。 
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⑤ 「プロジェクト ブラウザ」画面→「ファミリ」→「プロファイル」→「ブーム

_2」ファミリ→「ブーム_2_1」タイプをダブルクリックして、「ブーム_1_1」タ

イプの「タイプ プロパティ」画面が開きます。 

同様に、「ブーム_2_1」タイプ～「ブーム_2_5」タイプの各項目を設定します。 

設定値は下記に示します。 

 

⑥ 「プロジェクト ブラウザ」画面→「ファミリ」→「プロファイル」→「ブーム_ア

ーム取付部」ファミリ→「ブーム_アーム取付部」タイプをダブルクリックして、

「ブーム_アーム取付部」タイプの「タイプ プロパティ」画面が開きます。 

同様に、「ブーム_アーム取付部」タイプの各項目を設定します。 

値は 

1) アーム取付部_幅_左部 → アーム取付部_幅_左部 

2) アーム取付部_幅_右部 → アーム取付部_幅_右部 

3) アーム取付部_高さ_上部 → アーム取付部_高さ_上部 

4) アーム取付部_高さ_下部 → アーム取付部_高さ_下部 

を設定します。 

 

 

【「ブーム_1」作成】 

⑦ 「平面図」ビューを表示します。 

⑧ 「ブーム_1_始点_X」参照面を、「中心(正面/背面)」参照面の上方向に平行に

作成して、「ブーム_1_始点_X」参照面→「中心(正面/背面)」参照面まで、

「平行寸法」機能で寸法図形を作成し、値に「ブーム_1_始点_X」を設定しま

す。 
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⑨ 「ブーム_1_長さ」参照面を、「ブーム_1_始点_X」参照面の下方に平行に作成

して、「ブーム_1_長さ」参照面→「ブーム_1_始点_X」参照面まで、「平行寸

法」機能で寸法図形を作成し、値に「ブーム_1_長さ」を設定します。 

 

⑩ 「ブーム_1_終端部_厚さ」参照面を、「ブーム_1_長さ」参照面の上方向に平行

に作成して、「ブーム_1_長さ」参照面→「ブーム_1_終端部_厚さ」参照面ま

で、「平行寸法」機能で寸法図形を作成し、値に「ブーム_1_終端部_厚さ」を

設定します。 

   

⑪ 「ブーム_1」本体を作成します。 

「作成」タブ→「スイープ」機能を選択します。 

1. 「パスをスケッチ」を選択します。 

 

2. 「線」モードで、「中心(左/右)」参照面上に、「ブーム_1_始点_X」参照面

→「ブーム_1_長さ」参照面までのパス(線図形)を作成します。 

パラメータ(ブーム_1_始点_X) 

「中心(正面/背面)」参照面 

「ブーム_1_始点_X」参照面 

パラメータ(ブーム_1_長さ) 

「ブーム_1_長さ」参照面 

「ブーム_1_始点_X」参照面 

パラメータ(ブーム_1_終端部_厚さ) 

「ブーム_1_終端部_厚さ」参照面 

「ブーム_1_長さ」参照面 
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作成したパス(線図形)を、「中心(左/右)」参照面上に拘束、端点を「ブー

ム_1_始点_X」参照面と「ブーム_1_長さ」参照面に拘束します。 

     

3. 「終了」を選択します。 

 

4. 「プロファイルを選択」を選択し、「プロファイル」プルダウンを展開し

て、「ブーム_1_1」を選択します。 

5. 「編集モード終了」を選択して、「ブーム_1」図形を作成します。 

 

⑫  「ブーム_1」終端部を作成します。 

「作成」タブ→「スイープ」機能を選択します。 

1. 「パスをスケッチ」を選択します。 

 

2. 「線」モードで、「中心(左/右)」参照面上に、「ブーム_1_終端部_厚さ」

参照面→「ブーム_1_長さ」参照面までのパス(線図形)を作成します。 

作成したパス(線図形)を、「中心(左/右)」参照面上に拘束、端点を「ブー

ム_1_終端部_厚さ」参照面と「ブーム_1_長さ」参照面に拘束します。 

「ブーム_1_長さ」パス 
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3. 「終了」を選択します。 

 

4. 「プロファイルを選択」を選択して、「プロファイル」プルダウンを展開し

て、「ブーム_2_1」を選択します。 

5. 「編集モード終了」を選択して、「ブーム_1_終端部」図形を作成します。 

 

⑬ 「ブーム_1」図形と「ブーム_1_終端部」図形を選択し、「プロパティ」画面の

「マテリアル」項目の「ファミリパラメータの関連付け」ボタンを選択して、

「マテリアル_ブーム_白」を選択します。 

          

 

 

「ブーム_1_終端部」パス 

ファミリパタメータの関連付けボタン 

パラメータ(マテリアル_ブーム_白) 
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【「ブーム_2」作成】 

⑭ 「平面図」ビューを表示します。 

⑮ 「ブーム_2_始点_X」参照面を、「中心(正面/背面)」参照面の下方に平行に作

成して、「ブーム_2_始点_X」参照面→「中心(正面/背面)」参照面まで、「平

行寸法」機能で寸法図形を作成し、値に「ブーム_2_始点_X」を設定します。 

  

⑯ 「ブーム_2_長さ」参照面を、「ブーム_2_始点_X」参照面の下方に平行に作成

して、「ブーム_2_長さ」参照面→「ブーム_2_始点_X」参照面まで、「平行寸

法」機能で寸法図形を作成し、値に「ブーム_2_長さ」を設定します。 

 

⑰ 「ブーム_2_終端部_厚さ」参照面を、「ブーム_2_長さ」参照面の上方向に平行

に作成して、「ブーム_2_長さ」参照面→「ブーム_2_終端部_厚さ」参照面ま

で、「平行寸法」機能で寸法図形を作成し、値に「ブーム_2_終端部_厚さ」を

設定します。 

   

⑱ 「ブーム_2」本体を作成します。 

パラメータ(ブブーム_2_始点_X) 

「中心(正面/背面)」参照面 

「ブーム_2_始点_X」参照面 

パラメータ(ブーム_2_長さ) 

「ブーム_2_長さ」参照面 

「ブーム_2_始点_X」参照面 

パラメータ(ブーム_2_終端部_厚さ) 

「ブーム_２_終端部_厚さ」参照

面

「ブーム_2_長さ」参照面 
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「作成」タブ→「スイープ」機能を選択します。 

1. 「パスをスケッチ」を選択します。 

 

2. 「線」モードで、「中心(左/右)」参照面上に、「ブーム_2_始点_X」参照面

→「ブーム_2_長さ」参照面までのパス(線図形)を作成します。 

作成したパス(線図形)を、「中心(左/右)」参照面上に拘束、端点を「ブー

ム_2_始点_X」参照面と「ブーム_2_長さ」参照面に拘束します。 

     

3. 「終了」を選択します。 

 

4. 「プロファイルを選択」を選択し、「プロファイル」プルダウンを展開し

て、「ブーム_2_1」を選択します。 

5. 「編集モード終了」を選択して、「ブーム_2」図形を作成します。 

 

⑲  「ブーム_2」終端部を作成します。 

「作成」タブ→「スイープ」機能を選択します。 

1. 「パスをスケッチ」を選択します。 

「ブーム_2_長さ」パス 
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2. 「線」モードで、「中心(左/右)」参照面上に、「ブーム_2_終端部_厚さ」

参照面→「ブーム_2_長さ」参照面までのパス(線図形)を作成します。 

作成したパス(線図形)を、「中心(左/右)」参照面上に拘束、端点を「ブー

ム_2_終端部_厚さ」参照面と「ブーム_2_長さ」参照面に拘束します。 

 

3. 「終了」を選択します。 

 

4. 「プロファイルを選択」を選択して、「プロファイル」プルダウンを展開し

て、「ブーム_2_1」を選択します。 

5. 「編集モード終了」を選択して、「ブーム_2_終端部」図形を作成します。 

 

⑳ 「ブーム_2」図形を選択し、「プロパティ」画面の「マテリアル」項目の「フ

ァミリパラメータの関連付け」ボタンを選択して、「マテリアル_ブーム_黒」

を選択します。 

          

「ブーム_2_終端部」パス 

パラメータ(マテリアル_ブーム_黒) 

ファミリパタメータの関連付けボタン 
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21 「ブーム_2_終端部」図形を選択し、「プロパティ」画面の「マテリアル」項目

の「ファミリパラメータの関連付け」ボタンを選択して、「マテリアル_ブーム

_白」を選択します。 

          

 

 

 

【「ブーム_3」作成】 

22 「平面図」ビューを表示します。 

23 「ブーム_3_始点_X」参照面を、「中心(正面/背面)」参照面の下方に平行に作

成して、「ブーム_3_始点_X」参照面→「中心(正面/背面)」参照面まで、「平

行寸法」機能で寸法図形を作成し、値に「ブーム_3_始点_X」を設定します。 

  

24 「ブーム_3_長さ」参照面を、「ブーム_3_始点_X」参照面の下方に平行に作成

して、「ブーム_3_長さ」参照面→「ブーム_3_始点_X」参照面まで、「平行寸

法」機能で寸法図形を作成し、値に「ブーム_3_長さ」を設定します。 

パラメータ(マテリアル_ブーム_白) 

ファミリパタメータの関連付けボタン 

パラメータ(ブーム_3_始点_X) 

「中心(正面/背面)」参照面 

「ブーム_3_始点_X」参照面 
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25 「ブーム_3_終端部_厚さ」参照面を、「ブーム_3_長さ」参照面の上方向に平行

に作成して、「ブーム_3_長さ」参照面→「ブーム_3_終端部_厚さ」参照面ま

で、「平行寸法」機能で寸法図形を作成し、値に「ブーム_3_終端部_厚さ」を

設定します。 

   

26 「ブーム_3」本体を作成します。 

「作成」タブ→「スイープ」機能を選択します。 

1. 「パスをスケッチ」を選択します。 

 

2. 「線」モードで、「中心(左/右)」参照面上に、「ブーム_3_始点_X」参照面

→「ブーム_3_長さ」参照面までのパス(線図形)を作成します。 

作成したパス(線図形)を、「中心(左/右)」参照面上に拘束、端点を「ブー

ム_3_始点_X」参照面と「ブーム_3_長さ」参照面に拘束します。 

パラメータ(ブーム_3_長さ) 

「ブーム_3_長さ」参照面 

「ブーム_3_始点_X」参照面 

パラメータ(ブーム_3_終端部_厚さ) 

「ブーム_3_終端部_厚さ」参照面 

「ブーム_3_長さ」参照面 
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3. 「終了」を選択します。 

 

4. 「プロファイルを選択」を選択し、「プロファイル」プルダウンを展開し

て、「ブーム_3_1」を選択します。 

5. 「編集モード終了」を選択して、「ブーム_3」図形を作成します。 

 

27  「ブーム_3」終端部を作成します。 

「作成」タブ→「スイープ」機能を選択します。 

1. 「パスをスケッチ」を選択します。 

 

2. 「線」モードで、「中心(左/右)」参照面上に、「ブーム_3_終端部_厚さ」

参照面→「ブーム_3_長さ」参照面までのパス(線図形)を作成します。 

作成したパス(線図形)を、「中心(左/右)」参照面上に拘束、端点を「ブー

ム_3_終端部_厚さ」参照面と「ブーム_3_長さ」参照面に拘束します。 

「ブーム_3_長さ」パス 
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3. 「終了」を選択します。 

 

4. 「プロファイルを選択」を選択して、「プロファイル」プルダウンを展開し

て、「ブーム_3_1」を選択します。 

5. 「編集モード終了」を選択して、「ブーム_3_終端部」図形を作成します。 

 

28 「ブーム_3」図形を選択し、「プロパティ」画面の「マテリアル」項目の「フ

ァミリパラメータの関連付け」ボタンを選択して、「マテリアル_ブーム_黒」

を選択します。 

          

29 「ブーム_3_終端部」図形を選択し、「プロパティ」画面の「マテリアル」項目

の「ファミリパラメータの関連付け」ボタンを選択して、「マテリアル_ブーム

_白」を選択します。 

「ブーム_3_終端部」パス 

パラメータ(マテリアル_ブーム_黒) 

ファミリパタメータの関連付けボタン 
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【「ブーム_4」作成】 

30 「平面図」ビューを表示します。 

31 「ブーム_4_始点_X」参照面を、「中心(正面/背面)」参照面の下方に平行に作

成して、「ブーム_4_始点_X」参照面→「中心(正面/背面)」参照面まで、「平

行寸法」機能で寸法図形を作成し、値に「ブーム_4_始点_X」を設定します。 

  

32 「ブーム_4_長さ」参照面を、「ブーム_4_始点_X」参照面の下方に平行に作成

して、「ブーム_4_長さ」参照面→「ブーム_4_始点_X」参照面まで、「平行寸

法」機能で寸法図形を作成し、値に「ブーム_4_長さ」を設定します。 

パラメータ(マテリアル_ブーム_白) 

ファミリパタメータの関連付けボタン 

パラメータ(ブーム_4_始点_X) 

「中心(正面/背面)」参照面 

「ブーム_4_始点_X」参照面 
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33 「ブーム_4_終端部_厚さ」参照面を、「ブーム_4_長さ」参照面の上方向に平行

に作成して、「ブーム_4_長さ」参照面→「ブーム_4_終端部_厚さ」参照面ま

で、「平行寸法」機能で寸法図形を作成し、値に「ブーム_4_終端部_厚さ」を

設定します。 

   

34 「ブーム_4」本体を作成します。 

「作成」タブ→「スイープ」機能を選択します。 

1. 「パスをスケッチ」を選択します。 

 

2. 「線」モードで、「中心(左/右)」参照面上に、「ブーム_4_始点_X」参照面

→「ブーム_4_長さ」参照面までのパス(線図形)を作成します。 

作成したパス(線図形)を、「中心(左/右)」参照面上に拘束、端点を「ブー

ム_4_始点_X」参照面と「ブーム_4_長さ」参照面に拘束します。 

パラメータ(ブーム_4_長さ) 

「ブーム_4 長さ」参照面 

「ブーム_4_始点_X」参照面 

パラメータ(ブーム_4_終端部_厚さ) 

「ブーム_4_終端部_厚さ」参照面 

「ブーム 4_長さ」参照面 
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3. 「終了」を選択します。 

 

4. 「プロファイルを選択」を選択し、「プロファイル」プルダウンを展開し

て、「ブーム_4_1」を選択します。 

5. 「編集モード終了」を選択して、「ブーム_4」図形を作成します。 

 

35  「ブーム_4」終端部を作成します。 

「作成」タブ→「スイープ」機能を選択します。 

1. 「パスをスケッチ」を選択します。 

 

2. 「線」モードで、「中心(左/右)」参照面上に、「ブーム_4_終端部_厚さ」

参照面→「ブーム_4_長さ」参照面までのパス(線図形)を作成します。 

作成したパス(線図形)を、「中心(左/右)」参照面上に拘束、端点を「ブー

ム_4_終端部_厚さ」参照面と「ブーム_4_長さ」参照面に拘束します。 

「ブーム_4_長さ」パス 
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3. 「終了」を選択します。 

 

4. 「プロファイルを選択」を選択して、「プロファイル」プルダウンを展開し

て、「ブーム_4_1」を選択します。 

5. 「編集モード終了」を選択して、「ブーム_4_終端部」図形を作成します。 

 

36 「ブーム_4」図形を選択し、「プロパティ」画面の「マテリアル」項目の「フ

ァミリパラメータの関連付け」ボタンを選択して、「マテリアル_ブーム_黒」

を選択します。 

          

37 「ブーム_4_終端部」図形を選択し、「プロパティ」画面の「マテリアル」項目

の「ファミリパラメータの関連付け」ボタンを選択して、「マテリアル_ブーム

_白」を選択します。 

「ブーム_4_終端部」パス 

パラメータ(マテリアル_ブーム_黒) 

ファミリパタメータの関連付けボタン 
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【「ブーム_5」作成】 

38 「平面図」ビューを表示します。 

39 「ブーム_5_始点_X」参照面を、「中心(正面/背面)」参照面の下方に平行に作

成して、「ブーム_5_始点_X」参照面→「中心(正面/背面)」参照面まで、「平

行寸法」機能で寸法図形を作成し、値に「ブーム_5_始点_X」を設定します。 

  

40 「ブーム_5_長さ」参照面を、「ブーム_5_始点_X」参照面の下方に平行に作成

して、「ブーム_5_長さ」参照面→「ブーム_5_始点_X」参照面まで、「平行寸

法」機能で寸法図形を作成し、値に「ブーム_5_長さ」を設定します。 

パラメータ(マテリアル_ブーム_白) 

ファミリパタメータの関連付けボタン 

パラメータ(ブーム_5_始点_X) 

「中心(正面/背面)」参照面 

「ブーム_5_始点_X」参照面 
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41 「ブーム_5_終端部_厚さ」参照面を、「ブーム_5_長さ」参照面の上方向に平行

に作成して、「ブーム_5_長さ」参照面→「ブーム_5_終端部_厚さ」参照面ま

で、「平行寸法」機能で寸法図形を作成し、値に「ブーム_5_終端部_厚さ」を

設定します。 

   

42 「ブーム_5」本体を作成します。 

「作成」タブ→「スイープ」機能を選択します。 

1. 「パスをスケッチ」を選択します。 

 

2. 「線」モードで、「中心(左/右)」参照面上に、「ブーム_5_始点_X」参照面

→「ブーム_5_長さ」参照面までのパス(線図形)を作成します。 

作成したパス(線図形)を、「中心(左/右)」参照面上に拘束、端点を「ブー

ム_5_始点_X」参照面と「ブーム_5_長さ」参照面に拘束します。 

パラメータ(ブーム_5_長さ) 

「ブーム_5 長さ」参照面 

「ブーム_5_始点_X」参照面 

パラメータ(ブーム_5_終端部_厚さ) 

「ブーム_5_終端部_厚さ」参照面 

「ブーム 5_長さ」参照面 
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3. 「終了」を選択します。 

 

4. 「プロファイルを選択」を選択し、「プロファイル」プルダウンを展開し

て、「ブーム_5_1」を選択します。 

5. 「編集モード終了」を選択して、「ブーム_5」図形を作成します。 

 

43  「ブーム_5」終端部を作成します。 

「作成」タブ→「スイープ」機能を選択します。 

1. 「パスをスケッチ」を選択します。 

 

2. 「線」モードで、「中心(左/右)」参照面上に、「ブーム_5_終端部_厚さ」

参照面→「ブーム_5_長さ」参照面までのパス(線図形)を作成します。 

作成したパス(線図形)を、「中心(左/右)」参照面上に拘束、端点を「ブー

ム_5_終端部_厚さ」参照面と「ブーム_5_長さ」参照面に拘束します。 

「ブーム_5_長さ」パス 
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3. 「終了」を選択します。 

 

4. 「プロファイルを選択」を選択して、「プロファイル」プルダウンを展開し

て、「ブーム_5_1」を選択します。 

5. 「編集モード終了」を選択して、「ブーム_5_終端部」図形を作成します。 

 

44 「ブーム_5」図形を選択し、「プロパティ」画面の「マテリアル」項目の「フ

ァミリパラメータの関連付け」ボタンを選択して、「マテリアル_ブーム_黒」

を選択します。 

          

45 「ブーム_5_終端部」図形を選択し、「プロパティ」画面の「マテリアル」項目

の「ファミリパラメータの関連付け」ボタンを選択して、「マテリアル_ブーム

_白」を選択します。 

「ブーム_5_終端部」パス 

パラメータ(マテリアル_ブーム_黒) 

ファミリパタメータの関連付けボタン 
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【「ブーム_6」作成】 

46 「平面図」ビューを表示します。 

47 「ブーム_6_始点_X」参照面を、「中心(正面/背面)」参照面の下方に平行に作

成して、「ブーム_6_始点_X」参照面→「中心(正面/背面)」参照面まで、「平

行寸法」機能で寸法図形を作成し、値に「ブーム_6_始点_X」を設定します。 

  

48 「ブーム_6_長さ」参照面を、「ブーム_6_始点_X」参照面の下方に平行に作成

して、「ブーム_6_長さ」参照面→「ブーム_6_始点_X」参照面まで、「平行寸

法」機能で寸法図形を作成し、値に「ブーム_6_長さ」を設定します。 

パラメータ(マテリアル_ブーム_白) 

ファミリパタメータの関連付けボタン 

パラメータ(ブーム_6_始点_X) 

「中心(正面/背面)」参照面 

「ブーム_6_始点_X」参照面 
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49 「ブーム_6」本体を作成します。 

「作成」タブ→「スイープ」機能を選択します。 

1. 「パスをスケッチ」を選択します。 

 

2. 「線」モードで、「中心(左/右)」参照面上に、「ブーム_6_始点_X」参照面

→「ブーム_6_長さ」参照面までのパス(線図形)を作成します。 

作成したパス(線図形)を、「中心(左/右)」参照面上に拘束、端点を「ブー

ム_6_始点_X」参照面と「ブーム_6_長さ」参照面に拘束します。 

     

3. 「終了」を選択します。 

 

4. 「プロファイルを選択」を選択し、「プロファイル」プルダウンを展開し

て、「ブーム_6_1」を選択します。 

5. 「編集モード終了」を選択して、「ブーム_6」図形を作成します。 

パラメータ(ブーム_6_長さ) 

「ブーム_6 長さ」参照面 

「ブーム_6_始点_X」参照面 

「ブーム_6_長さ」パス 
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50 「ブーム_6」図形を選択し、「プロパティ」画面の「マテリアル」項目の「フ

ァミリパラメータの関連付け」ボタンを選択して、「マテリアル_ブーム_黒」

を選択します。 

          

 

 

 

【「ブーム_先端部」作成】 

51 「平面図」ビューを表示します。 

52 「ブーム_先端部_幅」参照面を、「中心(左/右)」参照面を中心とした左右方向

に平行に作成して、「ブーム_先端部_幅_1」参照面→「中心(左/右)」参照面→

「ブーム_先端部_幅_2」参照面まで、「平行寸法」機能で寸法図形を作成し、

値に「EQ」を設定します。 

パラメータ(マテリアル_ブーム_黒) 

ファミリパタメータの関連付けボタン 
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「ブーム_先端部_幅_1」参照面→「ブーム_先端部_幅_2」参照面まで、「平行

寸法」機能で寸法図形を作成し、値にパラメータ(ブーム_先端部_幅)を設定し

ます。 

    

53 「ブーム_先端部_中心」参照面を、「ブーム_6_長さ」参照面の下方に平行に作

成し、「ブーム_先端部_厚さ」参照面を、「ブーム_先端部_中心」参照面の下

方に平行に作成し、「ブーム_6_長さ」参照面→「ブーム_先端部_中心」参照面

→「ブーム_先端部_厚さ」参照面まで、「平行寸法」機能で寸法図形を作成

し、値に「EQ」を設定します。 

「ブーム_6_長さ」参照面→「ブーム_先端部_厚さ」参照面まで、「平行寸法」

機能で寸法図形を作成し、値にパラメータ(ブーム_先端部_厚さ)を設定しま

す。 

  

54 「作成」タブ→「スイープ」機能を選択します。 

1. 「パスをスケッチ」を選択します。 

 

2. 「線」モードで、「ブーム_先端部_中心」参照面上に、「ブーム_先端部_幅

_1」参照面→「ブーム_先端部_幅_2」参照面までのパス(線図形)を作成しま

す。 

作成したパス(線図形)を、「ブーム_先端部_中心」参照面上に拘束、端点を

「ブーム_先端部_幅_1」参照面と「ブーム_先端部_幅_2」参照面に拘束しま

す。 

パラメータ(ブーム_先端部_幅) 

「中心(左/右)」参照面 

「ブーム_先端部_幅_1」参照面 

「ブーム_先端部_幅_1」参照面 

パラメータ(ブーム_先端部_厚さ) 

「ブーム_6_長さ」参照面 

「ブーム_先端部_中心」参照面 

「ブーム_先端部_厚さ」参照

面
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3. 「終了」を選択します。 

 

4. 「プロファイルを選択」を選択し、「プロファイル」プルダウンを展開し

て、「ブーム_3」を選択します。 

5. 「編集モード終了」を選択して、「ブーム_先端部」図形を作成します。 

 

55 「ブーム_6」図形を選択し、「プロパティ」画面の「マテリアル」項目の「フ

ァミリパラメータの関連付け」ボタンを選択して、「マテリアル_ブーム_青」

を選択します。 

          

「ブーム_先端部」パス 

パラメータ(マテリアル_ブーム_青) 

ファミリパタメータの関連付けボタン 
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【「アーム取付部」作成】 

56 「平面図」ビューを表示します。 

57 「アーム取付部_間隔」参照面を、「中心(左/右)」参照面を中心とした左右方

向に平行に作成して、「アーム取付部_間隔_1」参照面→「中心(左/右)」参照面

→「アーム取付部_間隔_2」参照面まで、「平行寸法」機能で寸法図形を作成

し、値に「EQ」を設定します。 

「アーム取付部_間隔_1」参照面→「アーム取付部_間隔_2」参照面まで、「平

行寸法」機能で寸法図形を作成し、値にパラメータ(アーム取付部_間隔)を設定

します。 

    

58 「アーム取付部_幅_1」参照面を、「アーム取付部_間隔_1」参照面の右方向に

平行に作成して、「アーム取付部_間隔_1」参照面→「アーム取付部_幅_1」参

照面まで、「平行寸法」機能で寸法図形を作成し、値に「アーム取付部_幅」を

設定します。 

パラメータ(アーム取付部_間隔) 

「中心(左/右)」参照面 

「アーム取付部_間隔_1」参照面 

「アーム取付部_間隔_2」参照面 
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59 「アーム取付部_幅_2」参照面を、「アーム取付部_間隔_2」参照面の左方向に

平行に作成して、「アーム取付部_幅_2」参照面→「アーム取付部_間隔_2」参

照面まで、「平行寸法」機能で寸法図形を作成し、値に「アーム取付部_幅」を

設定します。 

  

60 「アーム取付部_左」図形を作成します。 

「作成」タブ→「スイープ」機能を選択します。 

1. 「パスをスケッチ」を選択します。 

 

2. 「線」モードで、「中心(正面/背面)」参照面上に、「アーム取付部_間隔

_1」参照面→「アーム取付部_幅_1」参照面までのパス(線図形)を作成しま

す。 

作成したパス(線図形)を、「ブーム_先端部_中心」参照面上に拘束、端点を

「アーム取付部_間隔_1」参照面と「アーム取付部_幅_1」参照面に拘束しま

す。 

    

3. 「終了」を選択します。 

「アーム取付部_左」パス 

パラメータ(アーム取付部_幅) 

「アーム取付部_間隔_1」参照面 

「アーム取付部_幅_1」参照面 

パラメータ(アーム取付部_幅) 

「アーム取付部_間隔_2」参照面 

「アーム取付部_幅_2」参照面 



 

168 

 

 

4. 「プロファイルを選択」を選択し、「プロファイル」プルダウンを展開し

て、「ブーム_アーム取付部」を選択します。 

5. 「編集モード終了」を選択して、「アーム取付部_左」図形を作成します。 

 

61 「アーム取付部_右」図形を作成します。 

「作成」タブ→「スイープ」機能を選択します。 

1. 「パスをスケッチ」を選択します。 

 

2. 「線」モードで、「中心(正面/背面)」参照面上に、「アーム取付部_幅_2」

参照面→「アーム取付部_間隔_2 参照面までのパス(線図形)を作成します。 

作成したパス(線図形)を、「ブーム_先端部_中心」参照面上に拘束、端点を

「アーム取付部_間隔_2 参照面と「アーム取付部_幅_2」参照面に拘束しま

す。 

    

3. 「終了」を選択します。 

 

4. 「プロファイルを選択」を選択し、「プロファイル」プルダウンを展開し

て、「ブーム_アーム取付部」を選択します。 

「アーム取付部_右」パス 
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5. 「編集モード終了」を選択して、「アーム取付部_右」図形を作成します。 

 

 

62 「アーム取付部_左」図形と「アーム取付部_右」図形を選択し、「プロパテ

ィ」画面の「マテリアル」項目の「ファミリパラメータの関連付け」ボタンを

選択して、「マテリアル_ブーム_白」を選択します。 

         

 

 

 

【「エンブレム_CREVO-1000G4」作成】 

63 「平面図」ビューを表示します。 

64 「ブーム_1_幅」参照面を、「中心(左/右)」参照面を中心とした左右方向に平

行に作成して、「ブーム_1_幅_1」参照面→「中心(左/右)」参照面→「ブーム

_1_幅_2」参照面まで、「平行寸法」機能で寸法図形を作成し、値に「EQ」を

設定します。 

「ブーム_1_幅_1」参照面→「ブーム_1_幅_2」参照面まで、「平行寸法」機能

で寸法図形を作成し、値にパラメータ(ブーム_1_幅)を設定します。 

パラメータ(マテリアル_ブーム_白) 

ファミリパタメータの関連付けボタン 



 

170 

 

    

65 「エンブレム_厚さ_1」参照面を、「ブーム_1_幅_1」参照面の左方向に平行に

作成して、「エンブレム_厚さ_1」参照面→「ブーム_1_幅_1」参照面まで、

「平行寸法」機能で寸法図形を作成し、値に「エンブレム_厚さ」を設定しま

す。 

 

66 「エンブレム_厚さ_2」参照面を、「ブーム_1_幅_2」参照面の右方向に平行に

作成して、「ブーム_1_幅_1」参照面→「エンブレム_厚さ_1」参照面まで、

「平行寸法」機能で寸法図形を作成し、値に「エンブレム_厚さ」を設定しま

す。 

  

67 左側面のエンブレム「TADANO_1」を作成します。 

「作成」タブ→「スイープ」機能を選択します。 

1. 「パスをスケッチ」を選択します。 

 

2. 「線」モードで、「中心(正面/背面)」参照面上に、「エンブレム_厚さ 1」

参照面→「ブーム_1_幅_1」参照面までのパス(線図形)を作成します。 

パラメータ(ブーム_1_幅) 

「中心(左/右)」参照面 

「ブーム_1_幅_1」参照面 

「ブーム_1_幅_2」参照面 

パラメータ(エンブレム_厚さ) 

「エンブレム_厚さ_1」参照面 

「ブーム_1_幅_1」参照面 

パラメータ(エンブレム_厚さ) 

「エンブレム_厚さ_2」参照面 

「ブーム_1_幅_2」参照面 
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作成したパス(線図形)を、「中心(正面/背面)」参照面上に拘束、端点を

「エンブレム_厚さ 1」参照面と「ブーム_1_幅_1」参照面に拘束します。 

      

3. 「終了」を選択します。 

 

4. 「プロファイルを選択」を選択して、「ブーム_エンブレム_TADANO_左

_1.rfa」プロファイルを設定して、「開く」を選択します。 

        

5. 「プロファイル」プルダウンを展開して、「ブーム_エンブレム

_TADANO_左_1」を選択します。 

   「編集モード終了」を選択して、「エンブレム_TADANO_左_1」図形

を作成します。 

  

68 左側面のエンブレム「TADANO_2」を作成します。 

「作成」タブ→「スイープ」機能を選択します。 

1. 「パスをスケッチ」を選択します。 

 

「ブーム_エンブレム_TADANO_左_1.rfa」プロファイル 

「エンブレム_TADANO_1」パス 
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2. 「線」モードで、「中心(正面/背面)」参照面上に、「エンブレム_厚さ 1」

参照面→「ブーム_1_幅_1」参照面までのパス(線図形)を作成します。 

作成したパス(線図形)を、「中心(正面/背面)」参照面上に拘束、端点を

「エンブレム_厚さ 1」参照面と「ブーム_1_幅_1」参照面に拘束します。 

      

3. 「終了」を選択します。 

 

4. 「プロファイルを選択」を選択して、「ブーム_エンブレム_TADANO_左

_2.rfa」プロファイルを設定して、「開く」を選択します。 

        

5. 「プロファイル」プルダウンを展開して、「ブーム_エンブレム

_TADANO_左_2」を選択します。 

   「編集モード終了」を選択して、「エンブレム_TADANO_左_2」図形

を作成します。 

  

69 右側面のエンブレム「TADANO_1」を作成します。 

「作成」タブ→「スイープ」機能を選択します。 

1. 「パスをスケッチ」を選択します。 

「ブーム_エンブレム_TADANO_左_2.rfa」プロファイル 

「エンブレム_TADANO_2」パス 
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2. 「線」モードで、「中心(正面/背面)」参照面上に、「エンブレム_厚さ 1」

参照面→「ブーム_1_幅_1」参照面までのパス(線図形)を作成します。 

作成したパス(線図形)を、「中心(正面/背面)」参照面上に拘束、端点を

「エンブレム_厚さ 1」参照面と「ブーム_1_幅_1」参照面に拘束します。 

      

3. 「終了」を選択します。 

 

4. 「プロファイルを選択」を選択して、「ブーム_エンブレム_TADANO_右

_1.rfa」プロファイルを設定して、「開く」を選択します。 

        

5. 「プロファイル」プルダウンを展開して、「ブーム_エンブレム

_TADANO_右_1」を選択します。 

   「編集モード終了」を選択して、「エンブレム_TADANO_右_1」図形

を作成します。 

  

70 右側面のエンブレム「TADANO_2」を作成します。 

「ブーム_エンブレム_TADANO_右_1.rfa」プロファイル 

「エンブレム_TADANO_右_1」パ

ス
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「作成」タブ→「スイープ」機能を選択します。 

6. 「パスをスケッチ」を選択します。 

 

7. 「線」モードで、「中心(正面/背面)」参照面上に、「エンブレム_厚さ 1」

参照面→「ブーム_1_幅_1」参照面までのパス(線図形)を作成します。 

作成したパス(線図形)を、「中心(正面/背面)」参照面上に拘束、端点を

「エンブレム_厚さ 1」参照面と「ブーム_1_幅_1」参照面に拘束します。 

      

8. 「終了」を選択します。 

 

9. 「プロファイルを選択」を選択して、「ブーム_エンブレム_TADANO_右

_2.rfa」プロファイルを設定して、「開く」を選択します。 

        

10. 「プロファイル」プルダウンを展開して、「ブーム_エンブレム

_TADANO_右_2」を選択します。 

   「編集モード終了」を選択して、「エンブレム_TADANO_右_2」図形

を作成します。 

「ブーム_エンブレム_TADANO_右_2.rfa」プロファイル 

「エンブレム_TADANO_右_2」パ

ス
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71 「エンブレム_TADANO_左_1」図形と「エンブレム_TADANO_右_1」図形を

選択し、「プロパティ」画面の「マテリアル」項目の「ファミリパラメータの

関連付け」ボタンを選択して、「マテリアル_ブーム_青」を選択します。 

          

72 「エンブレム_TADANO_左_2」図形と「エンブレム_TADANO_右_2」図形を

選択し、「プロパティ」画面の「マテリアル」項目の「ファミリパラメータの

関連付け」ボタンを選択して、「マテリアル_ブーム_黒」を選択します。 

       

  

  

ファミリパタメータの関連付けボタン 

パラメータ(マテリアル_ブーム_青) 

ファミリパタメータの関連付けボタン 

パラメータ(マテリアル_ブーム_黒) 
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5) 「ブーム接続部」ファミリ(肉部)作成(GR-1000N-1_ブーム接続部.rfa) 

① Revit(ここでは、Revit 2019 を使用)を起動し、テンプレートを「一般モデル(メ

ートル単位).rtf)」で、新規図面を開きます。 

② パラメータを設定します。 

 

 

 

【「ブーム接続部_1」作成】 

③ 「平面図」ビューを表示します。 

④ 「ブーム_接続部_間隔」参照面を、「中心(左/右)」参照面を中心とした左右方

向に平行に作成して、「ブーム_接続部_間隔_1」参照面→「中心(左/右)」参照

面→「ブーム_接続部_間隔_2」参照面まで、「平行寸法」機能で寸法図形を作

成し、値に「EQ」を設定します。 

「ブーム_接続部_間隔_1」参照面→「ブーム_接続部_間隔_2」参照面まで、

「平行寸法」機能で寸法図形を作成し、値にパラメータ(ブーム_接続部_間隔)

を設定します。 

    

⑤ 「ブーム_接続部_1_長さ」参照面を、「ブーム_接続部_間隔_1」参照面を中心

とした左右方向に平行に作成して、「ブーム_接続部_1_厚さ_1」参照面→「ブ

パラメータ(ブーム_接続部_間隔) 

「中心(左/右)」参照面 

「ブーム_接続部_間隔_1」参照面 

「ブーム_接続部_間隔_2」参照面 
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ーム_接続部_間隔_1」参照面→「ブーム_接続部_1_厚さ_2」参照面まで、「平

行寸法」機能で寸法図形を作成し、値に「EQ」を設定します。 

「ブーム_接続部_1_厚さ_1」参照面→「ブーム_接続部_1_厚さ_2」参照面ま

で、「平行寸法」機能で寸法図形を作成し、値にパラメータ(ブーム_接続部_1_

厚さ)を設定します。 

  

⑥ 「ブーム_接続部_1_厚さ」参照面を、「ブーム_接続部_間隔_2」参照面を中心

とした左右方向に平行に作成して、「ブーム_接続部_1_厚さ_3」参照面→「ブ

ーム_接続部_間隔_2」参照面→「ブーム_接続部_1_厚さ_4」参照面まで、「平

行寸法」機能で寸法図形を作成し、値に「EQ」を設定します。 

「ブーム_接続部_1_厚さ_3」参照面→「ブーム_接続部_1_厚さ_4」参照面ま

で、「平行寸法」機能で寸法図形を作成し、値にパラメータ(ブーム_接続部_1_

厚さ)を設定します。 

  

⑦ 「ブーム_接続部_1_長さ」参照面を、「中心(正面/背面)」参照面の下方向に平

行に作成して、「中心(正面/背面)」参照面→「ブーム_接続部_1_長さ」参照面

まで、「平行寸法」機能で寸法図形を作成し、値に「ブーム_接続部_1_長さ」

を設定します。 

パラメータ(ブーム_接続部_厚さ) 

「ブーム_接続部_1_取付部_厚さ_1」参照面 

「ブーム_接続部_1_取付部_厚さ_2」参照面 

「ブーム_接続部_間隔_1」参照面 

パラメータ(ブーム_接続部_厚さ) 

「ブーム_接続部_1_取付部_厚さ_3」参照面 

「ブーム_接続部_1_取付部_厚さ_4」参照面 

「ブーム_接続部_1_間隔_2」参照面 
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⑧ 「ブーム_接続部_1」を作成します。 

「作成」タブ→「スイープ」機能を選択します。 

1. 「パスをスケッチ」を選択します。 

 

2. 「線」モードで、「中心(左/右)」参照面上に、「中心(正面/背面)」参照面

→「ブーム_接続部_1_長さ」参照面までのパス(線図形)を作成します。 

作成したパス(線図形)を、「中心(左/右)」参照面上に拘束、端点を「中心

(正面/背面)」参照面と「ブーム_接続部_1_長さ」参照面に拘束します。 

       

3. 「終了」を選択します。 

 

4. 「プロファイルを選択」を選択して、「ブーム_接続部_1.rfa」プロファイル

を設定して、「開く」を選択します。 

        

5. 「プロファイル」プルダウンを展開して、「ブーム_接続部_1」を選択しま

す。 

パラメータ(ブーム_接続部_1_長さ) 

「ブーム_接続部_1_長さ」参照面 

「中心(正面/背面)」参照面 

「ブーム_接続部_1.rfa」プロファイル 

「ブーム_接続部_1」パス 
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   「編集モード終了」を選択して、「ブーム_接続部_1」図形を作成しま

す。 

   

⑨ 「プロジェクト ブラウザ」画面→「ファミリ」→「プロファイル」→「ブーム_

接続部_1」ファミリ→「ブーム_接続部_1」タイプをダブルクリックして、「ブ

ーム_接続部_1」タイプの「タイプ プロパティ」画面が開きます。 

同様に、「ブーム_接続部_1」タイプの各項目の「ファミリパラメータの関連付

け」を選択して関連するパラメータを設定します。 

パラメータは 

1) 直径 → ブーム_接続部_1_直径 

2) 間隔 → ブーム_接続部_間隔 

を設定します。 

⑩ 「ブーム_接続部_1_取付部_1」を作成します。 

「作成」タブ→「スイープ」機能を選択します。 

1. 「パスをスケッチ」を選択します。 

 

2. 「線」モードで、「中心(正面/背面)」参照面上に、「ブーム_接続部_間隔

_1」参照面→「ブーム_接続部_1_取付部_厚さ_1」参照面までのパス(線図

形)を作成します。 

作成したパス(線図形)を、「中心(正面/背面)」参照面上に拘束、端点を

「ブーム_接続部_間隔_1」参照面と「ブーム_接続部_1_取付部_厚さ_1」参

照面に拘束します。 
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3. 「終了」を選択します。 

 

4. 「プロファイルを選択」を選択して、「ブーム接続部_1_取付部.rfa」プロフ

ァイルを設定して、「開く」を選択します。 

        

5. 「プロファイル」プルダウンを展開して、「ブーム接続部_1_取付部_1」を

選択します。 

   「編集モード終了」を選択して、「ブーム_接続部 1_取付部」図形を作

成します。 

   

⑪ 「ブーム_接続部_1_取付部_2」を作成します。 

「作成」タブ→「スイープ」機能を選択します。 

1. 「パスをスケッチ」を選択します。 

 

2. 「線」モードで、「中心(正面/背面)」参照面上に、「ブーム_接続部_1_取

付部_厚さ_2」参照面→「ブーム_接続部_間隔_2」参照面までのパス(線図

形)を作成します。 

「ブーム接続部_1_取付部.rfa」プロファイル 

「ブーム_接続部_1_取付部_1」パス 
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作成したパス(線図形)を、「中心(正面/背面)」参照面上に拘束、端点を

「ブーム_接続部_1_取付部_厚さ_2」参照面と「ブーム_接続部_間隔_2」参

照面に拘束します。 

  

3. 「終了」を選択します。 

 

4. 「プロファイルを選択」を選択し、「プロファイル」プルダウンを展開し

て、「ブーム_1_接続部_2」を選択します。 

   「編集モード終了」を選択して、「ブーム_接続部_1_取付部_2」図形を

作成します。 

   

⑫ 「ブーム_接続部_1」図形と「ブーム_接続部_1_取付部_1」図形と「ブーム_接

続部_1_取付部_2」図形を選択し、「プロパティ」画面の「マテリアル」項目の

「ファミリパラメータの関連付け」ボタンを選択して、「マテリアル_ブーム接

続部_1」を選択します。 

     

「ブーム_接続部_取付部_2」パス 

ファミリパタメータの関連付けボタン 

パラメータ(マテリアル_ブーム接続部_1) 
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【「ブーム接続部_2」作成】 

⑬ 「平面図」ビューを表示します。 

⑭ 「ブーム_接続部_2_厚さ」参照面を、「ブーム_接続部_間隔_1」参照面を中心

とした左右方向に平行に作成して、「ブーム_接続部_2_厚さ_1」参照面→「ブ

ーム_接続部_間隔_1」参照面→「ブーム_接続部_2_厚さ_2」参照面まで、「平

行寸法」機能で寸法図形を作成し、値に「EQ」を設定します。 

「ブーム_接続部_2_厚さ_1」参照面→「ブーム_接続部_2_厚さ_2」参照面ま

で、「平行寸法」機能で寸法図形を作成し、値にパラメータ(ブーム_接続部_2_

厚さ)を設定します。 

 

⑮ 「ブーム_接続部_2_厚さ」参照面を、「ブーム_接続部_間隔_2」参照面を中心

とした左右方向に平行に作成して、「ブーム_接続部_2_厚さ_3」参照面→「ブ

ーム_接続部_間隔_2」参照面→「ブーム_接続部_2_厚さ_4」参照面まで、「平

行寸法」機能で寸法図形を作成し、値に「EQ」を設定します。 

「ブーム_接続部_2_厚さ_3」参照面→「ブーム_接続部_2_厚さ_4」参照面ま

で、「平行寸法」機能で寸法図形を作成し、値にパラメータ(ブーム_接続部_2_

厚さ)を設定します。 

パラメータ(ブーム_接続部_厚さ) 

「ブーム_接続部_2_取付部_厚さ_1」参照面 

「ブーム_接続部_2_取付部_厚さ_2」参照面 

「ブーム_接続部_間隔_1」参照面 
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⑯ 「ブーム_接続部」参照面を、「中心(正面/背面)」参照面の下方向に平行に作

成して、「中心(正面/背面)」参照面→「ブーム_接続部_長さ」参照面まで、

「平行寸法」機能で寸法図形を作成し、値に「ブーム_接続部_長さ」を設定し

ます。 

  

⑰ 「ブーム_接続部_2_取付部_長さ」参照面を、「ブーム_接続部_長さ」参照面の

上方向に平行に作成して、「ブーム_接続部_長さ」参照面→「ブーム_接続部

_2_取付部_長さ」参照面まで、「平行寸法」機能で寸法図形を作成し、値に

「ブーム_接続部_2_取付部_長さ」を設定します。 

  

⑱ 「ブーム_接続部_2_長さ」参照面を、「ブーム_接続部_2_取付部_長さ」参照面

の上方向に平行に作成して、「ブーム_接続部_2_取付部_長さ」参照面→「ブー

ム_接続部_2_長さ」参照面まで、「平行寸法」機能で寸法図形を作成し、値に

「ブーム_接続部_2_長さ」を設定します。 

パラメータ(ブーム_接続部_厚さ) 

「ブーム_接続部_2_取付部_厚さ_3」参照面 

「ブーム_接続部_2_取付部_厚さ_4」参照面 

「ブーム_接続部_1_間隔_2」参照面 

パラメータ(ブーム_接続部_長さ) 

「ブーム_接続部_長さ」参照面 

「中心(正面/背面)」参照面 

パラメータ(ブーム_接続部_2_取付部_長さ) 

「ブーム_接続部_2_取付部_長さ」参照面 

「ブーム_接続部_長さ」参照面 



 

184 

 

  

⑲ 「ブーム_接続部_2」を作成します。 

「作成」タブ→「スイープ」機能を選択します。 

1. 「パスをスケッチ」を選択します。 

 

2. 「線」モードで、「中心(左/右)」参照面上に、「ブーム_接続部_2_取付部_

長さ」参照面→「ブーム_接続部_2_長さ」参照面までのパス(線図形)を作成

します。 

作成したパス(線図形)を、「中心(左/右)」参照面上に拘束、端点を「ブー

ム_接続部_2_取付部_長さ」参照面と「ブーム_接続部_2_長さ」参照面に拘

束します。 

      

3. 「終了」を選択します。 

 

4. 「プロファイルを選択」を選択し、「プロファイル」プルダウンを展開し

て、「ブーム_接続部_2」を選択します。 

   「編集モード終了」を選択して、「ブーム_接続部_2」図形を作成しま

す。 

パラメータ(ブーム_接続部_2_長さ) 

「ブーム_接続部_2_長さ」参照面 

「ブーム_接続部_２」パス 

「ブーム_接続部_2_取付部_長さ」参照面 
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⑳ 「プロジェクト ブラウザ」画面→「ファミリ」→「プロファイル」→「ブーム_

接続部_1」ファミリ→「ブーム_接続部_2」タイプをダブルクリックして、「ブ

ーム_接続部_2」タイプの「タイプ プロパティ」画面が開きます。 

同様に、「ブーム_接続部_2」タイプの各項目を設定します。 

値は 

1) 直径 → ブーム_接続部_2_直径 

2) 間隔 → ブーム_接続部_間隔 

を設定します。 

21 「ブーム_接続部_2_取付部_1」を作成します。 

「作成」タブ→「スイープ」機能を選択します。 

1. 「パスをスケッチ」を選択します。 

 

2. 「線」モードで、「ブーム_接続部_長さ」参照面上に、「ブーム_接続部_2_

厚さ_1」参照面→「ブーム_接続部_2_厚さ_２」参照面までのパス(線図形)

を作成します。 

作成したパス(線図形)を、「ブーム_接続部_長さ」参照面上に拘束、端点を

「ブーム_接続部_2_厚さ_1」参照面と「ブーム_接続部_2_厚さ_2」参照面

に拘束します。 

      

「ブーム_接続部_2_取付部_1」パス 
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3. 「終了」を選択します。 

 

4. 「プロファイルを選択」を選択して、「ブーム接続部_2_取付部.rfa」プロフ

ァイルを設定して、「開く」を選択します。 

        

5. 「プロファイル」プルダウンを展開して、「ブーム接続部_2_取付部」を選

択します。 

   「編集モード終了」を選択して、「ブーム_接続部_2_取付部_1」図形を

作成します。 

  

22 「ブーム_接続部_2_取付部_2」を作成します。 

「作成」タブ→「スイープ」機能を選択します。 

1. 「パスをスケッチ」を選択します。 

 

2. 「線」モードで、「ブーム_接続部_長さ」参照面上に、「ブーム_接続部_2_

厚さ_3」参照面→「ブーム_接続部_2_厚さ_4」参照面までのパス(線図形)を

作成します。 

作成したパス(線図形)を、「ブーム_接続部_長さ」参照面上に拘束、端点を

「ブーム_接続部_2_厚さ_3」参照面と「ブーム_接続部_2_厚さ_4」参照面

に拘束します。 

「ブーム接続部_2_取付部.rfa」プロフ

ァイル
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3. 「終了」を選択します。 

 

4. 「プロファイルを選択」を選択し、「プロファイル」プルダウンを展開し

て、「ブーム接続部_2_取付部」を選択します。 

   「編集モード終了」を選択して、「ブーム_接続部_2_取付部_2」図形を

作成します。 

  

23 「ブーム_接続部_2」図形と「ブーム_接続部_2_取付部_1」図形と「ブーム_接

続部_2_取付部_2」図形を選択し、「プロパティ」画面の「マテリアル」項目の

「ファミリパラメータの関連付け」ボタンを選択して、「マテリアル_ブーム接

続部_2」を選択します。 

     

ファミリパタメータの関連付けボタン 

パラメータ(マテリアル_ブーム接続部_2) 

「ブーム_接続部_2_取付部_2」パス 
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6) 「ジブ」ファミリ(肉部)作成(GR-1000N-1_ジブ.rfa) 

① Revit(ここでは、Revit 2019 を使用)を起動し、テンプレートを「一般モデル(メ

ートル単位).rtf)」で、新規図面を開きます。 

② パラメータを設定します。 

 

 

 

【「ジブ_1」作成】 

③ 「平面図」ビューを表示します。 

④ 「ジブ_1_幅」参照面を、「中心(左/右)」参照面を中心とした左右方向に平行

に作成して、「ジブ_1_幅_1」参照面→「中心(左/右)」参照面→「ジブ_1_幅

_2」参照面まで、「平行寸法」機能で寸法図形を作成し、値に「EQ」を設定し

ます。 

「ジブ_1_幅_1」参照面→「ジブ_1_幅_2」参照面まで、「平行寸法」機能で寸

法図形を作成し、値にパラメータ(ジブ_1_幅)を設定します。 

   

⑤ 「立面図/右」ビューを表示します。 

パラメータ(ジブ_1_幅) 

「中心(左/右)」参照面 

「ジブ_1_幅_1」参照面 

「ジブ_1_幅_2」参照面 
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⑥ 「ジブ_1_高さ_下」参照面を、「参照レベル」参照面の下方向に平行に作成し

て、「参照レベル」参照面→「ジブ_1_高さ_下」参照面まで、「平行寸法」機

能で寸法図形を作成し、値に「ジブ_1_高さ_下」を設定します。 

   

⑦ 「ジブ_1_高さ_上」参照面を、「参照レベル」参照面の上方向に平行に作成し

て、「参照レベル」参照面→「ジブ_1_高さ_上」参照面まで、「平行寸法」機

能で寸法図形を作成し、値に「ジブ_1_高さ_上」を設定します。 

   

⑧ 「立面図/正面」ビューを表示します。 

⑨ 「ジブ_1」図形を作成します。 

「作成」タブ→「スイープ」機能を選択します。 

1. 「パスをスケッチ」を選択します。 

 

2. 「線」モードで、「中心(正面/背面)」参照面上に、「ジブ_1_高さ_上」参

照面→「ジブ_1_高さ_下」参照面までのパス(線図形)を作成します。 

作成したパス(線図形)を、「中心(正面/背面)」参照面上に拘束、端点を

「ジブ_1_高さ_上」参照面と「ジブ_1_高さ_下」参照面に拘束します。 

   

3. 「終了」を選択します。 

「ジブ_1」パス 

パラメータ(ジブ_1_高さ_下) 

「参照レベル」参照面 

「ジブ_1_高さ_下」参照面 

パラメータ(ジブ_1_高さ_上) 

「参照レベル」参照面 

「ジブ_1_高さ_上」参照面 
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4. 「プロファイルを選択」を選択して、「ジブ_1.rfa」プロファイルを設定し

て、「開く」を選択します。 

      

5. 「プロファイル」プルダウンを展開して、「ジブ_1」を選択します。 

6. 「編集モード終了」を選択して、「ジブ_1」図形を作成します。 

 

⑩ 「平面図」ビューを表示します。 

⑪ 「ジブ_1_ボイド」図形を作成します。 

「作成」タブ→「スイープ」機能を選択します。 

1. 「パスをスケッチ」を選択します。 

 

2. 「線」モードで、「中心(正面/背面)」参照面上に、「ジブ_1_幅_1」参照面

→「ジブ_1_幅_2」参照面までのパス(線図形)を作成します。 

作成したパス(線図形)を、「中心(正面/背面)」参照面上に拘束、端点を

「ジブ_1_幅_1」参照面と「ジブ_1_幅_2」参照面に拘束します。 

    

3. 「終了」を選択します。 

「ジブ_1.rfa」プロファイル 

「ジブ_1_ボイド」パス 
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4. 「プロファイルを選択」を選択して、「ジブ_1_ボイド.rfa」プロファイルを

設定して、「開く」を選択します。 

       

5. 「プロファイル」プルダウンを展開して、「ジブ_1_ボイド」を選択しま

す。 

6. 「編集モード終了」を選択して、「ジブ_1_ボイド」図形を作成します。 

 

⑫ 「ジブ_1_ボイド」図形を選択して、「プロパティ」画面の「ソリッド/ボイ

ド」項目を「ボイド」に変更します。 

 

⑬ 「ジブ_1」図形から「ジブ_1_ボイド」図形を抜きます。 

「修正」タブ→「切取り」機能を選択し、「ジブ_1」図形を選択してから、

「ジブ_1_ボイド」図形を選択します。 

「ジブ_1_ボイド rfa」プロファイル 
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⑭ 「ジブ_1」図形を選択し、「プロパティ」画面の「マテリアル」項目の「ファ

ミリパラメータの関連付け」ボタンを選択して、「マテリアル_ジブ_1」を選択

します。 

     

⑮ 「ジブ_1」図形を選択し、「プロパティ」画面の「表示」項目の「ファミリパ

ラメータの関連付け」ボタンを選択して、「ジブ_表示」を選択します。 

     

  

  

ファミリパタメータの関連付けボタン 

パラメータ(マテリアル_ジブ_1) 

ファミリパタメータの関連付けボタン 

パラメータ(ジブ_表示) 
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【「ジブ_2」作成】 

⑯ 「平面図」ビューを表示します。 

⑰ 「ジブ_2_幅」参照面を、「中心(左/右)」参照面を中心とした左右方向に平行

に作成して、「ジブ_2_幅_1」参照面→「中心(左/右)」参照面→「ジブ_2_幅

_2」参照面まで、「平行寸法」機能で寸法図形を作成し、値に「EQ」を設定し

ます。 

「ジブ_2_幅_1」参照面→「ジブ_2_幅_2」参照面まで、「平行寸法」機能で寸

法図形を作成し、値にパラメータ(ジブ_2_幅)を設定します。 

   

⑱ 「ジブ_2_始点_X」参照面を、「中心(正面/背面)」参照面の下方向に平行に作

成して、「中心(正面/背面)」参照面→「ジブ_2_始点_X」参照面まで、「平行

寸法」機能で寸法図形を作成し、値に「ジブ_2_始点_X」を設定します。 

   

⑲ 「ジブ_2」図形を作成します。 

「作成」タブ→「スイープ」機能を選択します。 

1. 「パスをスケッチ」を選択します。 

 

2. 「線」モードで、「ジブ_2_始点_X」参照面上に、「ジブ_2_幅_1」参照面

→「ジブ_2_幅_2」参照面までのパス(線図形)を作成します。 

作成したパス(線図形)を、「ジブ_2_始点_X」参照面上に拘束、端点を「ジ

ブ_2_幅_1」参照面と「ジブ_2_幅_2」参照面に拘束します。 

パラメータ(ジブ_2_始点_X) 

「中心(正面/背面)」参照面 

「ジブ_2_始点_X」参照面 

パラメータ(ジブ_2_幅) 

「中心(左/右)」参照面 

「ジブ_2_幅_1」参照面 

「ジブ_2_幅_2」参照面 
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3. 「終了」を選択します。 

 

4. 「プロファイルを選択」を選択して、「ジブ_2.rfa」プロファイルを設定し

て、「開く」を選択します。 

      

5. 「プロファイル」プルダウンを展開して、「ジブ_2」を選択します。 

6. 「編集モード終了」を選択して、「ジブ_2」図形を作成します。 

 

⑳ 「ジブ_2」図形を選択し、「プロパティ」画面の「マテリアル」項目の「ファ

ミリパラメータの関連付け」ボタンを選択して、「マテリアル_ジブ_2」を選択

します。 

「ジブ_2.rfa」プロファイル 

「ジブ_2」パス 
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21 「ジブ_2」図形を選択し、「プロパティ」画面の「表示」項目の「ファミリパ

ラメータの関連付け」ボタンを選択して、「ジブ_表示」を選択します。 

     

  

  

 

【「ジブ_3」作成】 

22 「平面図」ビューを表示します。 

23 「ジブ_3_幅」参照面を、「中心(左/右)」参照面を中心とした左右方向に平行

に作成して、「ジブ_3_幅_1」参照面→「中心(左/右)」参照面→「ジブ_3_幅

_2」参照面まで、「平行寸法」機能で寸法図形を作成し、値に「EQ」を設定し

ます。 

「ジブ_3_幅_1」参照面→「ジブ_3_幅_2」参照面まで、「平行寸法」機能で寸

法図形を作成し、値にパラメータ(ジブ_3_幅)を設定します。 

ファミリパタメータの関連付けボタン 

パラメータ(マテリアル_ジブ_2) 

ファミリパタメータの関連付けボタン 

パラメータ(ジブ_表示) 
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24 「ジブ_3_始点_X」参照面を、「中心(正面/背面)」参照面の下方向に平行に作

成して、「中心(正面/背面)」参照面→「ジブ_3_始点_X」参照面まで、「平行

寸法」機能で寸法図形を作成し、値に「ジブ_3_始点_X」を設定します。 

   

25 「ジブ_3」図形を作成します。 

「作成」タブ→「スイープ」機能を選択します。 

1. 「パスをスケッチ」を選択します。 

 

2. 「線」モードで、「ジブ_3_始点_X」参照面上に、「ジブ_3_幅_1」参照面

→「ジブ_3_幅_2」参照面までのパス(線図形)を作成します。 

作成したパス(線図形)を、「ジブ_3_始点_X」参照面上に拘束、端点を「ジ

ブ_3_幅_1」参照面と「ジブ_3_幅_2」参照面に拘束します。 

   

3. 「終了」を選択します。 

「ジブ_3」パス 

パラメータ(ジブ_3_始点_X) 

「中心(正面/背面)」参照面 

「ジブ_3_始点_X」参照面 

パラメータ(ジブ_3_幅) 

「中心(左/右)」参照面 

「ジブ_3_幅_1」参照面 

「ジブ_3_幅_2」参照面 
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4. 「プロファイルを選択」を選択して、「ジブ_3.rfa」プロファイルを設定し

て、「開く」を選択します。 

      

5. 「プロファイル」プルダウンを展開して、「ジブ_3」を選択します。 

6. 「編集モード終了」を選択して、「ジブ_3」図形を作成します。 

 

26 「ジブ_3」図形を選択し、「プロパティ」画面の「マテリアル」項目の「ファ

ミリパラメータの関連付け」ボタンを選択して、「マテリアル_ジブ_3」を選択

します。 

     

27 「ジブ_3」図形を選択し、「プロパティ」画面の「表示」項目の「ファミリパ

ラメータの関連付け」ボタンを選択して、「ジブ_表示」を選択します。 

「ジブ_3.rfa」プロファイル 

ファミリパタメータの関連付けボタン 

パラメータ(マテリアル_ジブ_2) 



 

199 

 

     

  

  

 

【「ジブ_先端部」作成】 

28 「平面図」ビューを表示します。 

29 「ジブ長」参照面を、「中心(正面/背面)」参照面の下方向に平行に作成して、

「中心(正面/背面)」参照面→「ジブ長」参照面まで、「平行寸法」機能で寸法

図形を作成し、値に「ジブ長」を設定します。 

   

30 「ジブ_先端部」図形を作成します。 

「作成」タブ→「スイープ」機能を選択します。 

1. 「パスをスケッチ」を選択します。 

 

パラメータ(ジブ長) 

「中心(正面/背面)」参照面 

「ジブ長」参照面 

ファミリパタメータの関連付けボタン 

パラメータ(ジブ_表示) 



 

200 

 

2. 「線」モードで、「ジブ_3_始点_X」参照面上に、「ジブ_3_幅_1」参照面

→「ジブ_3_幅_2」参照面までのパス(線図形)を作成します。 

作成したパス(線図形)を、「ジブ_3_始点_X」参照面上に拘束、端点を「ジ

ブ_3_幅_1」参照面と「ジブ_3_幅_2」参照面に拘束します。 

   

3. 「終了」を選択します。 

 

4. 「プロファイルを選択」を選択して、「ジブ_4.rfa」プロファイルを設定し

て、「開く」を選択します。 

      

5. 「プロファイル」プルダウンを展開して、「ジブ_4」を選択します。 

6. 「編集モード終了」を選択して、「ジブ_先端部」図形を作成します。 

 

31 「ジブ_先端部」図形を選択し、「プロパティ」画面の「マテリアル」項目の

「ファミリパラメータの関連付け」ボタンを選択して、「マテリアル_ジブ_1」

を選択します。 

「ジブ_4.rfa」プロファイル 

「ジブ_先端部」パス 
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32 「ジブ_先端部」図形を選択し、「プロパティ」画面の「表示」項目の「ファミ

リパラメータの関連付け」ボタンを選択して、「ジブ_表示」を選択します。 

     

 

  

 

  

ファミリパタメータの関連付けボタン 

パラメータ(マテリアル_ジブ_1) 

ファミリパタメータの関連付けボタン 

パラメータ(ジブ_表示) 
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7) 「フック_1」ファミリ(肉部)作成(GR-1000N-1_フック_1.rfa) 

① Revit(ここでは、Revit 2019 を使用)を起動し、テンプレートを「一般モデル(メ

ートル単位).rtf)」で、新規図面を開きます。 

② パラメータを設定します。 

 

 

 

【「フック_1」作成】 

③ 「平面図」ビューを表示します。 

④ 「フック_1_厚さ」参照面を、「中心(左/右)」参照面を中心とした左右方向に

平行に作成して、「フック_1_厚さ_1」参照面→「中心(左/右)」参照面→「フッ

ク_1_厚さ_2」参照面まで、「平行寸法」機能で寸法図形を作成し、値に

「EQ」を設定します。 

「フック_1_厚さ_1」参照面→「フック_1_厚さ_2」参照面まで、「平行寸法」

機能で寸法図形を作成し、値にパラメータ(フック_1_厚さ)を設定します。 

   

⑤ 「ワイヤ繰出量+フック_1_上部_高さ」参照面を、「中心(正面/背面)」参照面

の下方向に平行に作成して、「中心(正面/背面)」参照面→「ワイヤ繰出量+フ

パラメータ(フック_1_厚さ) 

「中心(左/右)」参照面 

「フック_1_厚さ_1」参照面 

「フック_1_厚さ_2」参照面 
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ック_1_上部_高さ」参照面まで、「平行寸法」機能で寸法図形を作成し、値に

「ワイヤ繰出量+フック_1_上部_高さ」を設定します。 

   

⑥ 作業面を「ワイヤ繰出量+フック_1_上部_高さ」参照面に変更します。 

1. 「作成」タブ→「セット」機能を選択して、「作業面」画面を開きます。 

2. 「新しい作業面を指定」欄で「面を選択」を選択して、「OK」を選択し

て、「作業面」画面を閉じて、「ワイヤ繰出量+フック_1_上部_高さ」参照

面を選択します。 

 

3. 「ビューに移動」画面が開きますので、「立面図：正面」を選択して。「ビ

ューを開く」を選択します。 

 

⑦ 「フック_1」図形を作成します。 

「作成」タブ→「スイープ」機能を選択します。 

1. 「パスをスケッチ」を選択します。 

 

2. 「線」モードで、「参照レベル」参照面上に、「フック_1_厚さ_1」参照面

→「フック_1_厚さ_2」参照面までのパス(線図形)を作成します。 

パラメータ(ワイヤ繰出量+フック_1_上部_高さ) 

「中心(正面/背面)」参照面 

「ワイヤ繰出量+フック_1_上部_高さ」参照面 
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作成したパス(線図形)を、「参照レベル」参照面上に拘束、端点を「フック

_1_厚さ_1」参照面と「フック_1_厚さ_2」参照面に拘束します。 

   

3. 「終了」を選択します。 

 

4. 「プロファイルを選択」を選択して、「フック_1_1.rfa」プロファイルを設

定して、「開く」を選択します。 

      

5. 「プロファイル」プルダウンを展開して、「フック_1_1」を選択します。 

6. 「編集モード終了」を選択して、「フック_1」図形を作成します。 

 

⑧ 「フック_1」図形を選択し、「プロパティ」画面の「マテリアル」項目の「フ

ァミリパラメータの関連付け」ボタンを選択して、「マテリアル_フック_1」を

選択します。 

「フック_1_1.rfa」プロファイル 

「フック_1」パス 
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⑨ 「フック_1」図形を選択し、「プロパティ」画面の「表示」項目の「ファミリ

パラメータの関連付け」ボタンを選択して、「フック_1_表示」を選択します。 

     

  

  

 

【「フック_本体」作成】 

⑩ 「平面図」ビューを表示します。 

⑪ 「フック_本体_厚さ」参照面を、「中心(左/右)」参照面を中心とした左右方向

に平行に作成して、「フック_本体_厚さ_1」参照面→「中心(左/右)」参照面→

「フック_本体_厚さ_2」参照面まで、「平行寸法」機能で寸法図形を作成し、

値に「EQ」を設定します。 

「フック_本体_厚さ_1」参照面→「フック_本体_厚さ_2」参照面まで、「平行

寸法」機能で寸法図形を作成し、値にパラメータ(フック_本体_厚さ)を設定し

ます。 

ファミリパタメータの関連付けボタン 

パラメータ(マテリアル_フック_1) 

ファミリパタメータの関連付けボタン 

パラメータ(フック_1_表示) 
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⑫ 「フック_1_下部_高さ」参照面を、「ワイヤ繰出量+フック_1_上部_高さ」参

照面の下方向に平行に作成して、「ワイヤ繰出量+フック_1_上部_高さ」参照面

→「フック_1_下部_高さ」参照面まで、「平行寸法」機能で寸法図形を作成

し、値に「フック_1_下部_高さ」を設定します。 

   

⑬ 作業面を「フック_1_下部_高さ」参照面に変更します。 

1. 「作成」タブ→「セット」機能を選択して、「作業面」画面を開きます。 

2. 「新しい作業面を指定」欄で「面を選択」を選択して、「OK」を選択し

て、「作業面」画面を閉じて、「フック_1_下部_高さ」参照面を選択しま

す。 

 

3. 「ビューに移動」画面が開きますので、「立面図：正面」を選択して。「ビ

ューを開く」を選択します。 

パラメータ(フック_本体_厚さ) 

「中心(左/右)」参照面 

「フック_本体_厚さ_1」参照面 

「フック_本体_厚さ_2」参照面 

パラメータ(フック_1_下部_高さ) 

「ワイヤ繰出量+フック_1_上部_高さ」参照面 

「フック_1_下部_高さ」参照面 
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⑭ 「フック_本体」図形を作成します。 

「作成」タブ→「スイープ」機能を選択します。 

1. 「パスをスケッチ」を選択します。 

 

2. 「線」モードで、「フック_1_下部_高さ」参照面上に、「フック_本体_厚さ

_1」参照面→「フック_本体_厚さ_2」参照面までのパス(線図形)を作成しま

す。 

作成したパス(線図形)を、「フック_1_下部_高さ」参照面上に拘束、端点を

「フック_本体_厚さ_1」参照面と「フック_本体_厚さ_2」参照面に拘束しま

す。 

   

3. 「終了」を選択します。 

 

4. 「プロファイルを選択」を選択して、「フック_本体_1.rfa」プロファイルを

設定して、「開く」を選択します。 

      

「フック_本体.rfa」プロファイ

ル

「フック_本体」パス 
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5. 「プロファイル」プルダウンを展開して、「フック_本体」を選択します。 

6. 「編集モード終了」を選択して、「フック_本体」図形を作成します。 

 

⑮ 「フック_本体」図形を選択し、「プロパティ」画面の「マテリアル」項目の

「ファミリパラメータの関連付け」ボタンを選択して、「マテリアル_フック_

本体」を選択します。 

     

⑯ 「フック_本体」図形を選択し、「プロパティ」画面の「表示」項目の「ファミ

リパラメータの関連付け」ボタンを選択して、「フック_1_表示」を選択しま

す。 

     

  

ファミリパタメータの関連付けボタン 

パラメータ(マテリアル_フック_本体) 

ファミリパタメータの関連付けボタン 

パラメータ(フック_1_表示) 
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【「ワイヤ_1」作成】 

⑰ 「立面図/右」ビューを表示します。 

⑱ 「ワイヤ_1」図形を作成します。 

「作成」タブ→「スイープ」機能を選択します。 

1. 「パスをスケッチ」を選択します。 

 

2. 「線」モードで、「参照レベル」参照面上に、「中心(正面/背面)」参照面

→「ワイヤ繰出量+フック_1_上部_高さ」参照面までのパス(線図形)を作成

します。 

作成したパス(線図形)を、「参照レベル」参照面上に拘束、端点を「中心

(正面/背面)」参照面と「ワイヤ繰出量+フック_1_上部_高さ」参照面に拘束

します。 

   

3. 「終了」を選択します。 

 

4. 「プロファイルを選択」を選択して、「ワイヤ_1.rfa」プロファイルを設定

して、「開く」を選択します。 

      

5. 「プロファイル」プルダウンを展開して、「ワイヤ_1」を選択します。 

6. 「編集モード終了」を選択して、「ワイヤ_1」図形を作成します。 

「ワイヤ_1.rfa」プロファイル 

「ワイヤ_1」パス 
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⑲ 「プロジェクト ブラウザ」画面→「ファミリ」→「プロファイル」→「ワイヤ

_1」ファミリ→「ワイヤ_1」タイプをダブルクリックして、「ワイヤ_1」タイ

プの「タイプ プロパティ」画面が開きます。 

「ワイヤ_1」タイプの各項目の「ファミリパラメータの関連付け」を選択して関

連するパラメータを設定します。 

パラメータは 

1) 直径 → ワイヤ_直径 

2) 間隔 → ワイヤ_間隔 

を設定します。 

⑳ 「ワイヤ_1」図形を選択し、「プロパティ」画面の「マテリアル」項目の「フ

ァミリパラメータの関連付け」ボタンを選択して、「マテリアル_ワイヤ」を選

択します。 

      

21 「ワイヤ_1」図形を選択し、「プロパティ」画面の「表示」項目の「ファミリ

パラメータの関連付け」ボタンを選択して、「フック_1_表示」を選択します。 

     

ファミリパタメータの関連付けボタン 

パラメータ(マテリアル_ワイヤ) 

ファミリパタメータの関連付けボタン 

パラメータ(フック_1_表示) 
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8) 「フック_2」ファミリ(肉部)作成(GR-1000N-1_フック_2.rfa) 

① Revit(ここでは、Revit 2019 を使用)を起動し、テンプレートを「一般モデル(メ

ートル単位).rtf)」で、新規図面を開きます。 

② パラメータを設定します。 

 

 

 

【「フック_2_1」作成】 

① 「平面図」ビューを表示します。 

② 「ワイヤ繰出量」参照面を、「中心(正面/背面)」参照面の下方向に平行に作成

して、「中心(正面/背面)」参照面→「ワイヤ繰出量」参照面まで、「平行寸

法」機能で寸法図形を作成し、値に「ワイヤ繰出量」を設定します。 

   

③ 「フック_2_上部_高さ」参照面を、「ワイヤ繰出量」参照面の下方向に平行に

作成して、「ワイヤ繰出量」参照面→「フック_2_上部_高さ」参照面まで、

「平行寸法」機能で寸法図形を作成し、値に「フック_2_上部_高さ」を設定し

ます。 

パラメータ(ワイヤ繰出量) 

「中心(正面/背面)」参照面 

「ワイヤ繰出量」参照面 
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④ 「フック_2_下部_高さ」参照面を、「フック_2_上部_高さ」参照面の下方向に

平行に作成して、「フック_2_上部_高さ」参照面→「フック_2_下部_高さ」参

照面まで、「平行寸法」機能で寸法図形を作成し、値に「フック_2_下部_高

さ」を設定します。 

   

⑤ 「フック_2_1」図形を作成します。 

「作成」タブ→「スイープ」機能を選択します。 

1. 「パスをスケッチ」を選択します。 

 

2. 「線」モードで、「中心(左/右)」参照面上に、「フック_2_上部_高さ」参

照面→「フック_2_下部_高さ」参照面までのパス(線図形)を作成します。 

作成したパス(線図形)を、「中心(左/右)」参照面上に拘束、端点を「フッ

ク_2_上部_高さ」参照面と「フック_2_下部_高さ」参照面に拘束します。 

   

「フック_2_1」パス 

パラメータ(フック_2_上部_高さ) 

「ワイヤ繰出量」参照面 

「フック_2_上部_高さ」参照面 

パラメータ(フック_2_下部_高さ) 

「フック_2_上部_高さ」参照面 

「フック_2_下部_高さ」参照面 
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3. 「終了」を選択します。 

 

4. 「プロファイルを選択」を選択して、「フック_2_1.rfa」プロファイルを設

定して、「開く」を選択します。 

      

5. 「プロファイル」プルダウンを展開して、「フック_2_1」を選択します。 

6. 「編集モード終了」を選択して、「フック_2_1」図形を作成します。 

 

⑥ 「プロジェクト ブラウザ」画面→「ファミリ」→「プロファイル」→「フック

_2_1」ファミリ→「フック_2_1」タイプをダブルクリックして、「フック

_2_1」タイプの「タイプ プロパティ」画面が開きます。 

「ワイヤ_1」タイプの各項目の「ファミリパラメータの関連付け」を選択して関

連するパラメータを設定します。 

パラメータは 

1) 直径 → フック_2_直径 

を設定します。 

⑦ 「フック_2_1」図形を選択し、「プロパティ」画面の「マテリアル」項目の

「ファミリパラメータの関連付け」ボタンを選択して、「マテリアル_フック

_2」を選択します。 

「フック_2_1.rfa」プロファイル 
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⑧ 「フック_2_1」図形を選択し、「プロパティ」画面の「表示」項目の「ファミ

リパラメータの関連付け」ボタンを選択して、「フック_2_表示」を選択しま

す。 

     

  

  

 

【「フック_2_2」作成】 

⑨ 「平面図」ビューを表示します。 

⑩ 「フック_2_厚さ」参照面を、「中心(左/右)」参照面を中心とした左右方向に

平行に作成して、「フック_2_厚さ_1」参照面→「中心(左/右)」参照面→「フッ

ク_2_厚さ_2」参照面まで、「平行寸法」機能で寸法図形を作成し、値に

「EQ」を設定します。 

「フック_2_厚さ_1」参照面→「フック_2_厚さ_2」参照面まで、「平行寸法」

機能で寸法図形を作成し、値にパラメータ(フック_2_厚さ)を設定します。 

ファミリパタメータの関連付けボタン 

パラメータ(マテリアル_フック_2) 

ファミリパタメータの関連付けボタン 

パラメータ(フック_2_表示) 
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⑪ 作業面を「ワイヤ繰出量」参照面に変更します。 

1. 「作成」タブ→フ「セット」機能を選択して、「作業面」画面を開きます。 

2. 「新しい作業面を指定」欄で「面を選択」を選択して、「OK」を選択し

て、「作業面」画面を閉じて、「ワイヤ繰出量」参照面を選択します。 

 

3. 「ビューに移動」画面が開きますので、「立面図：正面」を選択して。「ビ

ューを開く」を選択します。 

 

⑫ 「フック_2」図形を作成します。 

「作成」タブ→「スイープ」機能を選択します。 

4. 「パスをスケッチ」を選択します。 

 

5. 「線」モードで、「参照レベル」参照面上に、「フック_2_厚さ_1」参照面

→「フック_2_厚さ_2」参照面までのパス(線図形)を作成します。 

作成したパス(線図形)を、「参照レベル」参照面上に拘束、端点を「フック

_2_厚さ_1」参照面と「フック_2_厚さ_2」参照面に拘束します。 

パラメータ(フック_2_厚さ) 

「中心(左/右)」参照面 

「フック_2_厚さ_1」参照面 

「フック_2_厚さ_2」参照面 
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6. 「終了」を選択します。 

 

7. 「プロファイルを選択」を選択して、「フック_2_2.rfa」プロファイルを設

定して、「開く」を選択します。 

      

8. 「プロファイル」プルダウンを展開して、「フック_2_2」を選択します。 

9. 「編集モード終了」を選択して、「フック_2_2」図形を作成します。 

 

⑬ 「フック_2_2」図形を選択し、「プロパティ」画面の「マテリアル」項目の

「ファミリパラメータの関連付け」ボタンを選択して、「マテリアル_フック

_2」を選択します。 

     

「フック_2_2.rfa」プロファイル 

ファミリパタメータの関連付けボタン 

パラメータ(マテリアル_フック_2) 

「フック_2_2」パス 
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⑭ 「フック_2_2」図形を選択し、「プロパティ」画面の「表示」項目の「ファミ

リパラメータの関連付け」ボタンを選択して、「フック_2_表示」を選択しま

す。 

     

  

 

 

【「フック_本体」作成】 

⑮ 「平面図」ビューを表示します。 

⑯ 「フック_本体_厚さ」参照面を、「中心(左/右)」参照面を中心とした左右方向

に平行に作成して、「フック_本体_厚さ_1」参照面→「中心(左/右)」参照面→

「フック_本体_厚さ_2」参照面まで、「平行寸法」機能で寸法図形を作成し、

値に「EQ」を設定します。 

「フック_本体_厚さ_1」参照面→「フック_本体_厚さ_2」参照面まで、「平行

寸法」機能で寸法図形を作成し、値にパラメータ(フック_本体_厚さ)を設定し

ます。 

ファミリパタメータの関連付けボタン 

パラメータ(フック_2_表示) 
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⑰ 作業面を「フック_2_下部_高さ」参照面に変更します。 

1. 「作成」タブ→「セット」機能を選択して、「作業面」画面を開きます。 

2. 「新しい作業面を指定」欄で「面を選択」を選択して、「OK」を選択し

て、「作業面」画面を閉じて、「フック_2_下部_高さ」参照面を選択しま

す。 

 

3. 「ビューに移動」画面が開きますので、「立面図：正面」を選択して。「ビ

ューを開く」を選択します。 

 

⑱ 「フック_本体」図形を作成します。 

「作成」タブ→「スイープ」機能を選択します。 

1. 「パスをスケッチ」を選択します。 

 

2. 「線」モードで、「フック_2_下部_高さ」参照面上に、「フック_本体_厚さ

_1」参照面→「フック_本体_厚さ_2」参照面までのパス(線図形)を作成しま

す。 

パラメータ(フック_本体_厚さ) 

「中心(左/右)」参照面 

「フック_本体_厚さ_1」参照面 

「フック_本体_厚さ_2」参照面 
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作成したパス(線図形)を、「フック_2_下部_高さ」参照面上に拘束、端点を

「フック_本体_厚さ_1」参照面と「フック_本体_厚さ_2」参照面に拘束しま

す。 

    

3. 「終了」を選択します。 

 

4. 「プロファイルを選択」を選択して、「フック_本体.rfa」プロファイルを設

定して、「開く」を選択します。 

       

5. 「プロファイル」プルダウンを展開して、「フック_本体」を選択します。 

6. 「編集モード終了」を選択して、「フック_本体」図形を作成します。 

  

⑲ 「フック_本体」図形を選択し、「プロパティ」画面の「マテリアル」項目の

「ファミリパラメータの関連付け」ボタンを選択して、「マテリアル_フック_

本体」を選択します。 

「フック_本体.rfa」プロファイ

ル

「フック_本体」パス 
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⑳ 「フック_本体」図形を選択し、「プロパティ」画面の「表示」項目の「ファミ

リパラメータの関連付け」ボタンを選択して、「フック_2_表示」を選択しま

す。 

     

  

  

 

【「ワイヤ_2」作成】 

21 「平面図」ビューを表示します。 

22 「ワイヤ_2」図形を作成します。 

「作成」タブ→「スイープ」機能を選択します。 

1. 「パスをスケッチ」を選択します。 

 

2. 「線」モードで、「中心(左/右)」参照面上に、「中心(正面/背面)」参照面

→「ワイヤ繰出量」参照面までのパス(線図形)を作成します。 

ファミリパタメータの関連付けボタン 

パラメータ(マテリアル_フック_本体) 

ファミリパタメータの関連付けボタン 

パラメータ(フック_2_表示) 
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作成したパス(線図形)を、「中心(左/右)」参照面上に拘束、端点を「中心

(正面/背面)」参照面と「ワイヤ繰出量」参照面に拘束します。 

   

3. 「終了」を選択します。 

 

4. 「プロファイルを選択」を選択して、「ワイヤ_2.rfa」プロファイルを設定

して、「開く」を選択します。 

      

5. 「プロファイル」プルダウンを展開して、「ワイヤ_2」を選択します。 

6. 「編集モード終了」を選択して、「ワイヤ_2」図形を作成します。 

 

23 「プロジェクト ブラウザ」画面→「ファミリ」→「プロファイル」→「ワイヤ

_2」ファミリ→「ワイヤ_2」タイプをダブルクリックして、「ワイヤ_2」タイ

プの「タイプ プロパティ」画面が開きます。 

「ワイヤ_2」タイプの各項目の「ファミリパラメータの関連付け」を選択して関

連するパラメータを設定します。 

「ワイヤ_2.rfa」プロファイル 

「ワイヤ_2」パス 



 

223 

 

パラメータは 

1) 直径 → ワイヤ_直径 

を設定します。 

24 「ワイヤ_2」図形を選択し、「プロパティ」画面の「マテリアル」項目の「フ

ァミリパラメータの関連付け」ボタンを選択して、「マテリアル_ワイヤ」を選

択します。 

      

25 「ワイヤ_2」図形を選択し、「プロパティ」画面の「表示」項目の「ファミリ

パラメータの関連付け」ボタンを選択して、「フック_2_表示」を選択します。 

     

 

 

 

 

 

 

 

  

ファミリパタメータの関連付けボタン 

パラメータ(マテリアル_ワイヤ) 

ファミリパタメータの関連付けボタン 

パラメータ(フック_2_表示) 



 

224 

 

9) 「カウンタウエイト」ファミリ(肉部)作成(GR-1000N-1_カウンタウエイ

ト.rfa) 

① Revit(ここでは、Revit 2019 を使用)を起動し、テンプレートを「一般モデル(メ

ートル単位).rtf)」で、新規図面を開きます。 

② パラメータを設定します。 

 

③ 「平面図」ビューを表示します。 

④ 「カウンタウエイト_始点」参照面を、「中心(正面/背面)」参照面の上方向に

平行に作成して、「中心(正面/背面)」参照面→「カウンタウエイト_始点」参照

面まで、「平行寸法」機能で寸法図形を作成し、値に「カウンタウエイト_始

点」を設定します。 

   

⑤ 「カウンタウエイト_長さ」参照面を、「カウンタウエイト_始点」参照面の上

方向に平行に作成して、「カウンタウエイト_始点」参照面→「カウンタウエイ

ト_長さ」参照面まで、「平行寸法」機能で寸法図形を作成し、値に「カウンタ

ウエイト_長さ」を設定します。 

パラメータ(カウンタウエイト_始点) 

「中心(正面/背面)」参照面 

「カウンタウエイト_始点」参照面 
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⑥ 「立面図/正面」ビューを表示します。 

⑦ 「カウンタウエイト_始点_Z」参照面を、「参照レベル」参照面の上方向に平行

に作成して、「参照レベル」参照面→「カウンタウエイト_始点_Z」参照面ま

で、「平行寸法」機能で寸法図形を作成し、値に「カウンタウエイト_始点_Z」

を設定します。 

   

⑧ 「カウンタウエイト_高さ」参照面を、「カウンタウエイト_始点_Z」参照面の

上方向に平行に作成して、「カウンタウエイト_始点_Z」参照面→「カウンタウ

エイト_高さ」参照面まで、「平行寸法」機能で寸法図形を作成し、値に「カウ

ンタウエイト_高さ」を設定します。 

   

⑨ 「カウンタウエイト」図形を作成します。 

「作成」タブ→「スイープ」機能を選択します。 

1. 「パスをスケッチ」を選択します。 

パラメータ(カウンタウエイト_長さ) 

「カウンタウエイト_長さ」参照面 

「カウンタウエイト_始点」参照面 

パラメータ(カウンタウエイト_始点_Z) 

「カウンタウエイト_始点_Z」参照面 

「参照レベル」参照面 

パラメータ(カウンタウエイト_高さ) 

「カウンタウエイト_高さ」参照面 

「カウンタウエイト_始点_Z」参照面 
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2. 「線」モードで、「中心(左/右)」参照面上に、「カウンタウエイト_高さ」

参照面→「カウンタウエイト_始点_Z」参照面までのパス(線図形)を作成し

ます。 

作成したパス(線図形)を、「中心(左/右)」参照面上に拘束、端点を「カウ

ンタウエイト_高さ」参照面と「カウンタウエイト_始点_Z」参照面に拘束

します。 

   

3. 「終了」を選択します。 

 

4. 「プロファイルを選択」を選択して、「カウンタウエイト_1.rfa」プロファ

イルを設定して、「開く」を選択します。 

      

5. 「プロファイル」プルダウンを展開して、「カウンタウエイト_1」を選択し

ます。 

6. 「編集モード終了」を選択して、「カウンタウエイト」図形を作成します。 

 

「カウンタウエイト_1.rfa」プロファイル 

「カウンタウエイト」パス 
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⑩ 「プロジェクト ブラウザ」画面→「ファミリ」→「プロファイル」→「カウン

タウエイト_1」ファミリ→「カウンタウエイト_1」タイプをダブルクリックし

て、「カウンタウエイト_1」タイプの「タイプ プロパティ」画面が開きます。 

「カウンタウエイト_1」タイプの各項目の「ファミリパラメータの関連付け」を

選択して関連するパラメータを設定します。 

パラメータは 

1) カウンタウエイト_始点 → カウンタウエイト_始点 

2) カウンタウエイト_長さ → カウンタウエイト_長さ 

を設定します。 

⑪ 「カウンタウエイト」図形を選択し、「プロパティ」画面の「マテリアル」項

目の「ファミリパラメータの関連付け」ボタンを選択して、「マテリアル_カウ

ンタウエイト_青」を選択します。 

     

⑫ 「カウンタウエイト」図形を選択し、「プロパティ」画面の「表示」項目の

「ファミリパラメータの関連付け」ボタンを選択して、「カウンタウエイト_表

示」を選択します。 

     

  

  

ファミリパタメータの関連付けボタン 

パラメータ(マテリアル_カウンタウエイト_青) 

ファミリパタメータの関連付けボタン 

パラメータ(カウンタウエイト_表示) 
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(6) 影響範囲ファミリ作成 

 

1) 「作業範囲(ドーム)」ファミリ作成(GR-1000N-1_作業範囲_ドーム.rfa) 

① Revit(ここでは、Revit 2019 を使用)を起動し、テンプレートを「一般モデル(メ

ートル単位).rtf)」で、新規図面を開きます。 

② パラメータを設定します。 

 

③ 「平面図」ビューを表示します。 

④ ブームの軸位置の参照面を作成し、「中心(正面/背面)」参照面からの「平行寸

法」機能で寸法図形を作成し、ラベルを[基準間隔]を設定します。 
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⑤ 「立面図(右)」ビューを表示します。 

⑥ ブーム_ドーム作成 

「回転」機能を実行して、以下の断面図形で、回転図形を作成します。 

1. 「参照レベル」と「「中心(正面/背面)」参照面」の交点(拘束)から、

「「中心(正面/背面)」参照面」線上(拘束)に、長さ：注釈(平行寸法)ラ

ベルを[ブーム長_1]の線を作成します。 

2. 端点から、角度：注釈(角度寸法)ラベルを[ブーム角_1]で、長さ：注釈

(平行寸法)ラベルを[ブーム長_E]の線を作成します。 

3. 端点から、中心位置が「参照レベル」と「参照面(基準間隔)」の交点

で、端点から「参照レベル」まで(拘束)の円弧を作成します。 

4. 端点から「参照レベル」線上(拘束)の「「中心(正面/背面)」参照面」ま

での線を作成します。 

    

⑦ ブーム_ドーム図形を選択して、マテリアルに「ドーム」を設定します。 

 

⑧ ブーム+ジブ_ドーム作成 

1 

2 

3 

4 
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「回転」機能を実行して、以下の断面図形で、回転図形を作成します。 

1. 「参照レベル」と「「中心(正面/背面)」参照面」の交点(拘束)から、

「「中心(正面/背面)」参照面」線上(拘束)に、長さ：注釈(平行寸法)ラ

ベルを[ブーム長_1]の線を作成します。 

2. 端点から、角度：注釈(角度寸法)ラベルを[ブーム角_1]で、長さ：注釈

(平行寸法)ラベルを[ブーム長_2]の線を作成します。 

3. 端点から、角度：注釈(角度寸法)ラベルを[ジブ角_1]で、長さ：注釈(平

行寸法)ラベルを[ジブ長_1]の線を作成します。 

4. 端点から、線 2 からの角度：注釈(角度寸法)ラベルを[ジブ角_2]で、長

さ：注釈(平行寸法)ラベルを[ジブ長_2]の線を作成します。 

5. 端点から、中心位置が「参照レベル」と「参照面(基準間隔)」の交点

で、端点から「参照レベル」まで(拘束)の円弧を作成します。 

6. 端点から「参照レベル」線上(拘束)の「「中心(正面/背面)」参照面」ま

での線を作成します。 

  

 

⑨ ブーム+ジブ_ドーム図形を選択して、マテリアルに「ドーム」を設定します。 

 

1 

2 

3 

4 

5 

6 
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⑩ プロパティ画面より、「作業面に基づく」：OFF、「常に垂直」：ON にしま

す。 

 

⑪ 「未使用の項目削除」機能で、未使用の項目を削除します。 

⑫ 「名前を付けて保存」機能でファミリを保存します。 

ファミリ名：作業範囲_ドーム.rfa 

   

      

    【注意事項】 

① このドームは、ブームとジブ間のオフセット値は考慮していませんので、クレ

ーン図形との誤差があります。 

② ジブは到達距離が一番長くなる最低角度で固定して作成しています。 

③ 参照レベルより、下の図形は省略しています。 
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2)  「作業半径(縦断図)」ファミリ作成(GR-1000N-1_作業半径_縦断

図.rfa) 

① Revit(ここでは、Revit 2019 を使用)を起動し、テンプレートを「一般モデル(メ

ートル単位).rtf)」で、新規図面を開きます。 

② パラメータを設定します。 

 

③ 「立面図(左)」ビューを表示します。 

④ 「CAD を読み込む」機能で、「作業半径_縦断図.dwg」を読み込みます。 

 配置：自動-基準点合せ 

  

⑤ 以下の作業を行います。 

1. 「作業半径_縦断図」図形を選択して、「完全に展開」機能で図形を分解し

ます。 

2. 「表示」の「パラメータの関連付け」機能で「作業半径_縦断図_表示」パ

ラメータと関連付けします。 
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⑥ プロパティ画面より、「作業面に基づく」：OFF、「常に垂直」：ON にしま

す。 

 

⑦ 「未使用の項目削除」機能で、未使用の項目を削除します。 

⑧ 「名前を付けて保存」機能でファミリを保存します。 

ファミリ名：作業半径_縦断図.rfa 
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3) 「カウンタウエイト可動範囲」ファミリ作成(GR-1000N-1_カウンタウエ

イト可動範囲.rfa) 

① Revit(ここでは、Revit 2019 を使用)を起動し、テンプレートを「一般モデル(メ

ートル単位).rtf)」で、新規図面を開きます。 

② パラメータを設定します。 

 

③ 「立面図/右」ビューを表示します。 

④ 「カウンタウエイト_高さ」参照面を、「参照レベル」参照面の上方向に平行に

作成して、「参照レベル」参照面→「カウンタウエイト_高さ」参照面まで、

「平行寸法」機能で寸法図形を作成し、値に「カウンタウエイト_高さ」を設定

します。 

   

⑤ 「平面図」ビューを表示します。 

⑥ 「カウンタウエイト可動範囲」図形を作成します。 

「作成」タブ→「押し出し」機能を選択します。 

1. 「円」モードで、「参照レベル」参照面上に、「中心(左/右)」参照面と

「中心(正面/背面)」参照面の交点を中心に円図形を作成します。 

  

パラメータ(カウンタウエイト_高さ) 

「カウンタウエイト_高さ」参照面 

「参照レベル」参照面 

円図形 
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2. 円図形を選択して、「プロパティ」画面の「中心マークを表示」をチェック

して、中心図形を、「中心(左/右)」参照面と「中心(正面/背面)」参照面で

拘束します。 

     

3. 「注釈」タブ→「半径」機能で円図形の寸法図形を作成し提出、値にパラメ

ータ(カウンタウエイト_半径)を設定します。 

  

4. 「終了」を選択します。 

    

⑦ 「立面図/右」ビューを表示します。 

⑧ 「カウンタウエイト可動範囲」図形の上辺を「カウンタウエイト_高さ」参照面

に拘束し、 

「カウンタウエイト可動範囲」図形の下辺を「参照レベル」参照面に拘束しま

す。 

「カウンタウエイト可動範囲」図形 
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⑨ 「カウンタウエイト可動範囲」図形を選択し、「プロパティ」画面の「マテリ

アル」項目の「ファミリパラメータの関連付け」ボタンを選択して、「マテリ

アル_カウンタウエイト範囲」を選択します。 

     

⑩ 「カウンタウエイト可動範囲」図形を選択し、「プロパティ」画面の「表示」

項目の「ファミリパラメータの関連付け」ボタンを選択して、「カウンタウエ

イト可動範囲_表示」を選択します。 

     

  

  

ファミリパタメータの関連付けボタン 

パラメータ(マテリアル_カウンタウエイト範囲) 

ファミリパタメータの関連付けボタン 

パラメータ(カウンタウエイト可動範囲_表示) 

「カウンタウエイト可動範囲」図形 
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(7) 骨格部ファミリ + 肉部ファミリ、影響範囲ファミリ作成(合成) 

1) 「回転部」ファミリ合成 

① Revit(ここでは、Revit 2019 を使用)を起動し、「回転部」ファミリ(GR-

1000N-1_回転部.rfa)を開きます。 

  

② 「作成」タブ→「ファミリタイプ」機能を選択して、「ファミリタイプ」画面

を開き、 

1) 「ブーム角」の値を「0」に変更 

2) 「ジブ角」の値を「0」に変更 

します。 

 

 

 

 

【「回転部_本体」ファミリ合成】 

③ 「平面図」ビューを表示します。 

④ 「挿入」タブ→「ファミリをロード」機能を選択して、「回転部_本体」ファミ

リ(GR-1000N-1_回転部_本体.rfa)をロードします。 

 

⑤ 「回転部_本体」ファミリを配置します。 
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1. 「作成」タブ→「コンポーネント」機能を選択します。 

2. 「プロパティ」画面で「GR-1000N-1_回転部_本体」を確認、又は選択しま

す。 

 

3. 「修正/コンポーネント」タブ→「作業面に配置」を選択します。 

 

4. 「回転部_本体」ファミリ図形を「中心(左/右)」参照面と「中心(正面/背

面)」参照面の交点に配置します。 

 

⑥ 「中心(左/右)」参照面と「回転部_本体」ファミリの「中心(左/右)」参照面を

拘束します。 

「中心(正面/背面)」参照面と「回転部_本体」ファミリの「中心(正面/背面)」

参照面を拘束します。 

⑦ 「立面図/右」ビューを表示します。 

⑧ 「参照レベル」参照面と「車両」ファミリの「参照レベル」参照面を拘束しま

す。 

 

 

「中心(正面/背面)」参照面 

「中心(左/右)」参照

面

「参照レベル」参照面 

「回転部_本体」ファミリの「参照レベル」参照面 
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【「ブーム」ファミリ合成】 

⑨ 「平面図」ビューを表示します。 

⑩ 「挿入」タブ→「ファミリをロード」機能を選択して、「ブーム」ファミリ

(GR-1000N-1_ブーム.rfa)をロードします。 

 

⑪ 「ブーム」ファミリを配置します。 

1. 「作成」タブ→「コンポーネント」機能を選択します。 

2. 「プロパティ」画面で「GR-1000N-1_ブーム」を確認、又は選択します。 

 

3. 「修正/コンポーネント」タブ→「作業面に配置」を選択します。 

 

4. 「ブーム」ファミリ図形を「中心(左/右)」参照面と「ブーム_始点_Y」参照

面の交点に配置します。 
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⑫ 「中心(左/右)」参照面と「ブーム」ファミリの「中心(左/右)」参照面を拘束し

ます。 

⑬ 「立面図/右」ビューを表示します。 

 

⑭ 「ブーム」ファミリの作業面を「ブーム」参照線に変更します。 

 

1. 「ブーム」ファミリ図形を選択し、「修正/参照線」タブ→「作業面を編

集」を選択します。 

 

2. 「作業面」画面の「新しい作業面を指定」エリアの「面を選択」を選択し

て、「OK」を選択します。 

 

3. 「ブーム」参照線を選択します。 

     

     

「ブーム_始点_Y」参照面 

「中心(左/右)」参照面 

「ブーム」参照線 

「ブーム」ファミリ図形 
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⑮ 「ブーム」参照線に 90°の「ブーム」補助参照線と「ブーム」ファミリの「中

心(正面/背面)」参照面を拘束します。 

 

⑯ 「ブーム」ファミリ図形を選択して、「プロパティ」画面の「パラメータ」項

目との関連付けを行います。 

1) ブーム長 → ブーム長 

 

 

 

【「ブーム接続部」ファミリ合成】 

⑰ 「平面図」ビューを表示します。 

⑱ 「作成」タブ→「ファミリタイプ」機能を選択して、「ファミリタイプ」画面

を開き、「ブーム接続部_角度」の式を削除して、値を「90」に変更します。 

※ 式の値は、元に戻しますので、内容を控えてください。 

⑲ 「挿入」タブ→「ファミリをロード」機能を選択して、「ブーム接続部」ファ

ミリ(GR-1000N-1_ブーム接続部.rfa)をロードします。 

 

「ブーム」補助参照線 

「ブーム」ファミリの「中心(正面/背面)」参照線 
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⑳ 「ブーム接続部」ファミリを配置します。 

1. 「作成」タブ→「コンポーネント」機能を選択します。 

2. 「プロパティ」画面で「GR-1000N-1_ブーム接続部」を確認、又は選択し

ます。 

 

3. 「修正/コンポーネント」タブ→「作業面に配置」を選択します。 

 

4. 「ブーム接続部」ファミリ図形を「中心(左/右)」参照面と「ブーム接続部_

始点_Y」参照面の交点に配置します。 

 

21 「中心(左/右)」参照面と「ブーム接続部」ファミリの「中心(左/右)」参照面を

拘束します。 

22 「立面図/右」ビューを表示します。 

 

23 「ブーム接続部」ファミリの作業面を「ブーム接続部」参照線に変更します。 

1. 「ブーム接続部」ファミリ図形を選択し、「修正/参照線」タブ→「作業面

を編集」を選択します。 

 

「ブーム接続部_始点_Y」参照面 

「中心(左/右)」参照面 

「ブーム接続部」ファミリ図形 
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2. 「作業面」画面の「新しい作業面を指定」エリアの「面を選択」を選択し

て、「OK」を選択します。 

 

3. 「ブーム接続部」参照線を選択します。 

     

     

24 「ブーム接続部」参照線と 90°「ブーム接続部」補助参照線と「ブーム接続

部」ファミリの「中心(正面/背面)」参照面を拘束します。 

 

25 「ブーム接続部」ファミリ図形を選択して、「プロパティ」画面の「パラメー

タ」項目との関連付けを行います。 

1) ブーム接続部_長さ → ブーム接続部_長さ 

26 「作成」タブ→「ファミリタイプ」機能を選択して、「ファミリタイプ」画面

を開き、「ブーム接続部角」の式を元に戻します。 

※ 式：「=if(ブーム接続部_長さ_Y = 0 mm, 90°, if(ブーム接続部_長さ_Y < 

0 mm, atan(ブーム接続部_長さ_X / ブーム接続部_長さ_Y) + 180°, 

atan(ブーム接続部_長さ_X / ブーム接続部_長さ_Y)))」 

 

「ブーム接続部」参照線 

「ブーム接続部」補助参照線 

「ブーム接続部」ファミリの「中心(正面/背面)」参照線 
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【「ジブ」ファミリ合成】 

27 「平面図」ビューを表示します。 

28 「挿入」タブ→「ファミリをロード」機能を選択して、「ジブ」ファミリ(GR-

1000N-1_ジブ.rfa)をロードします。 

 

29 「ジブ」ファミリを配置します。 

1. 「作成」タブ→「コンポーネント」機能を選択します。 

2. 「プロパティ」画面で「GR-1000N-1_ジブ」を確認、又は選択します。 

 

3. 「修正/コンポーネント」タブ→「作業面に配置」を選択します。 

 

4. 「ジブ」ファミリ図形を「中心(左/右)」参照面上で、「ジブ」参照線の始

点付近に配置します。 
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30 「中心(左/右)」参照面と「ジブ」ファミリの「中心(左/右)」参照面を拘束しま

す。 

31 「立面図/右」ビューを表示します。 

 

32 「ジブ」ファミリの作業面を「ジブ」参照線に変更します。 

 

1. 「ジブ」ファミリ図形を選択し、「修正/参照線」タブ→「作業面を編集」

を選択します。 

 

2. 「作業面」画面の「新しい作業面を指定」エリアの「面を選択」を選択し

て、「OK」を選択します。 

 

3. 「ジブ」参照線を選択します。 

「ジブ」参照線の始点 

「中心(左/右)」参照面 

「ジブ」ファミリ図形 
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33 「ジブ」参照線に 90°の「ジブ」補助参照線と「ジブ」ファミリの「中心(正面

/背面)」参照面を拘束します。 

 

34 「ジブ」ファミリ図形を選択して、「プロパティ」画面の「パラメータ」項目

との関連付けを行います。 

1) ジブ長 → ジブ長 

2) ジブ表示 → ジブ表示 

 

 

 

【「フック_1」ファミリ合成】 

35 「立面図/正面」ビューを表示します。 

36 「挿入」タブ→「ファミリをロード」機能を選択して、「フック_1」ファミリ

(GR-1000N-1_フック_1.rfa)をロードします。 

「ジブ」参照線 

「ジブ」補助参照線 

「ジブ」ファミリの「中心(正面/背面)」参照線 
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37 「フック_1」ファミリを配置します。 

1. 「作成」タブ→「コンポーネント」機能を選択します。 

2. 「プロパティ」画面で「GR-1000N-1_フック_1」を確認、又は選択しま

す。 

 

3. 「修正/コンポーネント」タブ→「作業面に配置」を選択します。 

 

4. 「フック_1」ファミリ図形を「中心(左/右)」参照面上で、「フック_1」参

照線の始点付近に配置します。 

 

38 「中心(左/右)」参照面と「フック_1」ファミリの「中心(左/右)」参照面を拘束

します。 

39 「立面図/右」ビューを表示します。 

「フック_1」参照線の始点 

「中心(左/右)」参照面 
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40 「フック_1」ファミリの作業面を「フック_1」参照線に変更します。 

 

1. 「フック_1」ファミリ図形を選択し、「修正/参照線」タブ→「作業面を編

集」を選択します。 

 

2. 「作業面」画面の「新しい作業面を指定」エリアの「面を選択」を選択し

て、「OK」を選択します。 

 

3. 「フック_1」参照線を選択します。 

     

41 「フック_1」参照線に 90°の「フック_1」補助参照線と「フック_1」ファミリ

の「中心(正面/背面)」参照面を拘束します。 

「フック_1」参照線 

「フック_1」ファミリ

図形
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42 「フック_1」ファミリ図形を選択して、「プロパティ」画面の「パラメータ」

項目との関連付けを行います。 

1) ワイヤ操出量 → ワイヤ操出量 

2) フック_1 表示 → フック_1 表示 

43 「作成」タブ→「ファミリ タイプ」機能で、「ジブ表示」パラメータを OFF

にします。 

※ 「ジブ」図形の表示が OFF の場合に、「フック_1」図形の表示が ON に

なります。 

 

 

 

【「フック_2」ファミリ合成】 

44 「作成」タブ→「ファミリ タイプ」機能で、「ジブ表示」パラメータを ON に

します。 

45 「立面図/正面」ビューを表示します。 

46 「挿入」タブ→「ファミリをロード」機能を選択して、「フック_2」ファミリ

(GR-1000N-1_フック_2.rfa)をロードします。 

「フック_1」補助参照線 

「フック_1」ファミリの「中心(正面/背面)」参照線 
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47 「フック_2」ファミリを配置します。 

1. 「作成」タブ→「コンポーネント」機能を選択します。 

2. 「プロパティ」画面で「GR-1000N-1_フック_2」を確認、又は選択しま

す。 

 

3. 「修正/コンポーネント」タブ→「作業面に配置」を選択します。 

 

4. 「フック_2」ファミリ図形を「中心(左/右)」参照面上で、「フック_2」参

照線の始点付近に配置します。 

 

48 「中心(左/右)」参照面と「フック_2」ファミリの「中心(左/右)」参照面を拘束

します。 

49 「立面図/右」ビューを表示します。 

「フック_2」参照線の始点 

「中心(左/右)」参照面 
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50 「フック_2」ファミリの作業面を「フック_2」参照線に変更します。 

1. 「フック_2」ファミリ図形を選択し、「修正/参照線」タブ→「作業面を編

集」を選択します。 

 

2. 「作業面」画面の「新しい作業面を指定」エリアの「面を選択」を選択し

て、「OK」を選択します。 

 

3. 「フック_2」参照線を選択します。 

 

     

51 「フック_2」参照線に 90°の「フック_2」補助参照線と「フック_2」ファミリ

の「中心(正面/背面)」参照面を拘束します。 

「フック_2」参照線 

「フック_2」ファミリ

図形
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52 「フック_2」ファミリ図形を選択して、「プロパティ」画面の「パラメータ」

項目との関連付けを行います。 

1) ワイヤ操出量 → ワイヤ操出量 

2) フック_2 表示 → フック_2 表示 

 

※ 「ジブ」図形の表示が OFF の場合に、「フック_2 図形」の表示が OFF に

なります。 

 

 

【「カウンタウエイト」ファミリ合成】 

53 「平面図」ビューを表示します。 

54 「挿入」タブ→「ファミリをロード」機能を選択して、「カウンタウエイト」

ファミリ(GR-1000N-1_カウンタウエイト.rfa)をロードします。 

 

55 「カウンタウエイト」ファミリを配置します。 

「フック_2」補助参照線 

「フック_2」ファミリの「中心(正面/背面)」参照線 
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1. 「作成」タブ→「コンポーネント」機能を選択します。 

2. 「プロパティ」画面で「GR-1000N-1_カウンタウエイト」を確認、又は選

択します。 

 

3. 「修正/コンポーネント」タブ→「作業面に配置」を選択します。 

 

4. 「カウンタウエイト」ファミリ図形を「中心(左/右)」参照面と「中心(正面

/背面)」参照面の交点に配置します。 

  

56 「中心(左/右)」参照面と「カウンタウエイト」ファミリの「中心(左/右)」参照

面を拘束します。 

「中心(正面/背面)」参照面と「カウンタウエイト」ファミリの「中心(正面/背

面)」参照面を拘束します。 

57 「立面図/右」ビューを表示します。 

  

58 「カウンタウエイト」ファミリの作業面を「カウンタウエイト」参照線に変更

します。 

1. 「カウンタウエイト」ファミリ図形を選択し、「修正/参照線」タブ→「作

業面を編集」を選択します。 

「中心(正面/背面)」参照線 

「中心(左/右)」参照面 

「カウンタウエイト」ファミリ図形 
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2. 「作業面」画面の「新しい作業面を指定」エリアの「面を選択」を選択し

て、「OK」を選択します。 

 

3. 「カウンタウエイト」参照線を選択します。 

     

59 「カウンタウエイト」ファミリ図形を選択して、「プロパティ」画面の「パラ

メータ」項目との関連付けを行います。 

1) カウンタウエイト_始点 → カウンタウエイト_始点_Y 

2) カウンタウエイト_長さ → カウンタウエイト追加長 

3) カウンタウエイト_表示 → カウンタウエイト_表示 

 

60 「3D」ビューを表示します。 

61 「表示」タブ→「表示グラフィックス」機能を選択して、「表示グラフィック

スの上書き」画面を開き、「注釈」タブの「参照線」を「OFF」(チェックを外

す)にします。 

「カウンタウエイト」参照線 
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62 「作成」タブ→「ファミリタイプ」機能を選択して、「ファミリタイプ」画面

を開き、 

1) 「ブーム角」の値を「30」に変更 

2) 「ジブ角」の、値に「5」に変更 

します。 

 

 

 

【「作業範囲_ドーム」ファミリ合成】 

63 「平面図」ビューを表示します。 

64 「挿入」タブ→「ファミリをロード」機能を選択して、「作業範囲_ドーム」フ

ァミリ(GR-1000N-1_作業範囲_ドーム.rfa)をロードします。 

 

65 「作業範囲_ドーム」ファミリを配置します。 

1. 「作成」タブ→「コンポーネント」機能を選択します。 

2. 「プロパティ」画面で「GR-1000N-1_作業範囲_ドーム」を確認、又は選択

します。 

「参照線」を OFF 
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3. 「作業範囲_ドーム」ファミリ図形を「中心(左/右)」参照面と「中心(正面/

背面)」参照面の交点に配置します。 

  

66 「中心(左/右)」参照面と「作業範囲_ドーム」ファミリの「中心(左/右)」参照

面を拘束します。 

「中心(正面/背面)」参照面と「作業範囲_ドーム」ファミリの「中心(正面/背

面)」参照面を拘束します。 

67 「立面図/右」ビューを表示します。 

  

68 「ブーム_始点_高さ」参照面と「作業範囲_ドーム」ファミリの「参照レベル」

参照面を拘束します。 

  

69 「作業範囲_ドーム」ファミリ図形を選択して、「プロパティ」画面の「パラメ

ータ」項目との関連付けを行います。 

1) ブーム長 → ブーム長 

「中心(正面/背面)」参照線 

「中心(左/右)」参照面 

「作業範囲_ドーム」ファミリ図形の「参照レベル」参照面 

「ブーム_始点_高さ」参照面 

「作業範囲_ドーム」ファミリ図形 
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2) ブーム角_0 → ブーム角_終点 

3) ジブ長 → ジブ長 

4) ジブ各_0 → ジブ角_始点 

5) ブーム_基点_Y → ブーム_始点_Y 

6) ジブ表示 → ジブ表示 

7) 作業範囲_ドーム_表示 → 作業範囲_ドーム_表示 

8) ブーム_終端_オフセット → ブーム_終端_オフセット 

9) ジブ_終端_オフセット → ジブ_終端_オフセット 

10) ジブ_始点_X → ジブ_始点_X 

11) ジブ_始点_Y → ジブ_始点_Y 

70 「作成」タブ→「ファミリタイプ」機能を選択して、「ファミリタイプ」画面

を開き、「作業範囲_ドーム_表示」の、値に「ON」に変更します。 

  

71 「作成」タブ→「ファミリタイプ」機能を選択して、「ファミリタイプ」画面

を開き、「作業範囲_ドーム_表示」の、値を「OFF」に変更します。 

 

 

【「作業半径_縦断図」ファミリ合成】 

72 「平面図」ビューを表示します。 

73 「挿入」タブ→「ファミリをロード」機能を選択して、「作業半径_縦断図」フ

ァミリ(GR-1000N-1_作業半径_縦断図.rfa)をロードします。 

 

74 「作業半径_縦断図」ファミリを配置します。 

1. 「作成」タブ→「コンポーネント」機能を選択します。 
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2. 「プロパティ」画面で「GR-1000N-1_作業半径_縦断図」を確認、又は選択

します。 

 

3. 「作業半径_縦断図」ファミリ図形を「中心(左/右)」参照面と「中心(正面/

背面)」参照面の交点に配置します。 

  

75 「中心(左/右)」参照面と「作業半径_縦断図」ファミリの「中心(左/右)」参照

面を拘束します。 

「中心(正面/背面)」参照面と「作業半径_縦断図」ファミリの「中心(正面/背

面)」参照面を拘束します。 

76 「立面図/右」ビューを表示します。 

  

77 「地面」参照面と「作業半径_縦断図」ファミリの「参照レベル」参照面を拘束

します。 

「中心(正面/背面)」参照線 

「中心(左/右)」参照面 

「作業半径_縦断図」ファミリ図形 
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78 「作業半径_縦断図」ファミリ図形を選択して、「プロパティ」画面の「パラメ

ータ」項目との関連付けを行います。 

1) 作業半径_縦断図_表示 → 作業半径_縦断図_表示 

79 「作成」タブ→「ファミリタイプ」機能を選択して、「ファミリタイプ」画面

を開き、「作業半径_縦断図_表示」の値を「ON」に変更します。 

  

80 「作成」タブ→「ファミリタイプ」機能を選択して、「ファミリタイプ」画面

を開き、「作業半径_縦断図_表示」の値を「OFF」に変更します。 

 

 

【「カウンタウエイト可動範囲」ファミリ合成】 

81 「平面図」ビューを表示します。 

82 「挿入」タブ→「ファミリをロード」機能を選択して、「カウンタウエイト可

動範囲」ファミリ(GR-1000N-1_カウンタウエイト可動範囲.rfa)をロードしま

す。 

「作業半径_縦断図」ファミリ図形の「参照レベル」参照面 

「地面」参照面 
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83 「カウンタウエイト可動範囲」ファミリを配置します。 

1. 「作成」タブ→「コンポーネント」機能を選択します。 

2. 「プロパティ」画面で「GR-1000N-1_カウンタウエイト可動範囲」を確

認、又は選択します。 

 

3. 「カウンタウエイト可動範囲」ファミリ図形を「中心(左/右)」参照面と

「中心(正面/背面)」参照面の交点に配置します。 

  

84 「中心(左/右)」参照面と「カウンタウエイト可動範囲」ファミリの「中心(左/

右)」参照面を拘束します。 

「中心(正面/背面)」参照面と「カウンタウエイト可動範囲」ファミリの「中心

(正面/背面)」参照面を拘束します。 

85 「立面図/右」ビューを表示します。 

  

86 「地面」参照面と「カウンタウエイト可動範囲」ファミリの「参照レベル」参

照面を拘束します。 

「中心(正面/背面)」参照線 

「中心(左/右)」参照面 

「カウンタウエイト可動範囲」ファミリ図形 
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87 「カウンタウエイト可動範囲」ファミリ図形を選択して、「プロパティ」画面

の「パラメータ」項目との関連付けを行います。 

1) カウンタウエイト_円柱_高さ → カウンタウエイト_円柱_高さ 

2) カウンタウエイト長 → カウンタウエイト_追加長 

3) カウンタウエイト_始点_Y → カウンタウエイト_始点_Y 

4) カウンタウエイト_表示 → カウンタウエイト_表示 

5) カウンタウエイト可動範囲_表示 → カウンタウエイト可動範囲_表

示 

88 「作成」タブ→「ファミリタイプ」機能を選択して、「ファミリタイプ」画面

を開き、「カウンタウエイト可動範囲_表示」の値を「ON」に変更します。 

  

89 「作成」タブ→「ファミリタイプ」機能を選択して、「ファミリタイプ」画面

を開き、「カウンタウエイト可動範囲_表示」の値を「OFF」に変更します。 

 

 

 

  

「カウンタウエイト可動範囲」ファミリ図形の「参照レベル」参照面 

「地面」参照面 
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2) 「本体部」ファミリ合成 

 

① Revit(ここでは、Revit 2019 を使用)を起動し、「本体部」ファミリ(GR-

1000N-1_回転部.rfa)を開きます。 

  

 

 

【「車両」ファミリ合成】 

② 「平面図」ビューを表示します。 

③ 「挿入」タブ→「ファミリをロード」機能を選択して、「車両」ファミリ(GR-

1000N-1_回転部.rfa)をロードします。 

  

④ 「車両」ファミリを配置します。 

1. 「作成」タブ→「コンポーネント」機能を選択します。 

2. 「プロパティ」画面で「GR-1000N-1_車両」を確認、又は選択します。 

  

3. 「修正/コンポーネント」タブ→「作業面に配置」を選択します。 

 

4. 「車両」ファミリ図形を「中心(左/右)」参照面と「中心(正面/背面)」参照

面の交点に配置します。 
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⑤ 「中心(左/右)」参照面と「車両」ファミリの「中心(左/右)」参照面を拘束しま

す。 

「中心(正面/背面)」参照面と「車両」ファミリの「中心(正面/背面)」参照面を

拘束します。 

 

 

 

【「回転部」ファミリ合成】 

⑥ 「平面図」ビューを表示します。 

⑦ 「挿入」タブ→「ファミリをロード」機能を選択して、「回転部」ファミリ

(GR-1000N-1_回転部.rfa)をロードします。 

 

⑧ 「回転部」ファミリを配置します。 

1. 「作成」タブ→「コンポーネント」機能を選択します。 

「中心(正面/背面)」参照面 

「中心(左/右)」参照面 
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2. 「プロパティ」画面で「GR-1000N-1_回転部_本体」を確認、又は選択しま

す。 

 

3. 「修正/コンポーネント」タブ→「作業面に配置」を選択します。 

 

4. 「回転部_本体」ファミリ図形を「中心(左/右)」参照面と「中心(正面/背

面)」参照面の交点に配置します。 

 

⑨ 「立面図/右」ビューを表示します。 

 

⑩ 「回転部」ファミリの作業面を「回転部」参照線に変更します。 

1. 「カウンタウエイト」ファミリ図形を選択し、「修正/参照線」タブ→「作

業面を編集」を選択します。 

 

2. 「作業面」画面の「新しい作業面を指定」エリアの「面を選択」を選択し

て、「OK」を選択します。 

「中心(正面/背面)」参照面 

「中心(左/右)」参照面 

「回転部」参照線 
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3. 「カウンタウエイト」参照線を選択します。 

        

⑪ 「平面図」ビューを表示します。 

⑫ 「作成」タブ→「ファミリタイプ」機能を選択して、「ファミリタイプ」画面

を開き、「回転台_角度」パラメータの値を「30」に変更します。 

※ 拘束の処理が行いやすいように設定します。 

 

⑬ 「回転部」参照線と「回転部」ファミリの「中心(左/右)」参照面を拘束しま

す。 

 

⑭ 「回転部」補助参照線と「回転部」ファミリの「中心(正面/背面)」参照面を拘

束します。 

「回転部」参照線 

「回転部」参照線 

「回転部」ファミリの「中心(左/右)」参照面 
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⑮ 「作成」タブ→「ファミリタイプ」機能を選択して、「ファミリタイプ」画面

を開き、「回転台_角度」パラメータの値を「0」に変更します。 

⑯ 「回転部」ファミリ図形を選択して、「プロパティ」画面の「パラメータ」項

目との関連付けを行います。 

1) ブーム長 → ブーム長 

2) ブーム角 → ブーム角 

3) ジブ長 → ジブ長 

4) ジブ角 → ジブ角 

5) ワイヤ操出量 → ワイヤ操出量 

6) 回転台_高さ → 回転台_高さ 

7) カウンタウエイト追加長 → カウンタウエイト追加長 

8) ジブ表示 → ジブ表示 

9) カウンタウエイト_表示 → カウンタウエイト_表示 

10) 作業半径_縦断図_表示 → 作業半径_縦断図_表示 

11) 作業範囲_ドーム_表示 → 作業範囲_ドーム_表示 

12) カウンタウエイト可動範囲_表示 → カウンタウエイト可動範囲_表

示 

 

 

 

【「アウトリガ_前左」ファミリ合成】 

⑰ 「平面図」ビューを表示します。 

「回転部」補助参照線 

「回転部」ファミリの「中心(正面/背面)」参照面 
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⑱ 「挿入」タブ→「ファミリをロード」機能を選択して、「アウトリガ」ファミ

リ(GR-1000N-1_アウトリガ.rfa)をロードします。 

 

⑲ 「アウトリガ_前左」ファミリを配置します。 

1. 「作成」タブ→「コンポーネント」機能を選択します。 

2. 「プロパティ」画面で「GR-1000N-1_アウトリガ_本体」を確認、又は選択

します。 

 

3. 「修正/コンポーネント」タブ→「作業面に配置」を選択します。 

 

4. 「アウトリガ_前左」ファミリ図形を「中心(左/右)」参照面と「アウトリガ

_前左」参照面の交点に配置します。 

 

⑳ 「アウトリガ_前左」ファミリの作業面を「アウトリガ_前左」参照線に変更し

ます。 

1. 「カウンタウエイト」ファミリ図形を選択し、「修正/参照線」タブ→「作

業面を編集」を選択します。 

 

2. 「作業面」画面の「新しい作業面を指定」エリアの「面を選択」を選択し

て、「OK」を選択します。 

「アウトリガ_前左」参照面 

「中心(左/右)」参照面 
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3. 「アウトリガ_前左」参照線を選択します。 

        

21 「アウトリガ_前左」参照線と「アウトリガ_前左」ファミリの「中心(正面/背

面)」参照面を拘束します。 

 

22 「中心(左/右)」参照面と「アウトリガ_前左」ファミリの「中心(左/右)」参照

面を拘束します。 

 

 

23 「回転部」ファミリ図形を選択して、「プロパティ」画面の「パラメータ」項

目との関連付けを行います。 

1) アウトリガ → アウトリガ_前左 

「アウトリガ_前左」参照線 

「アウトリガ_前左」参照線 

「アウトリガ_前左」ファミリの「中心(正面/背面)」参照面 

「アウトリガ_前左」ファミリの「中心(左/右)」参照面 

「中心(左/右)」参照面 
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【「アウトリガ_前右」ファミリ合成】 

24 「平面図」ビューを表示します。 

25 「アウトリガ_前右」ファミリを配置します。 

1. 「作成」タブ→「コンポーネント」機能を選択します。 

2. 「プロパティ」画面で「GR-1000N-1_アウトリガ_本体」を確認、又は選択

します。 

 

3. 「修正/コンポーネント」タブ→「作業面に配置」を選択します。 

 

4. 「アウトリガ_前右」ファミリ図形を「中心(左/右)」参照面と「アウトリガ

_前右」参照面の交点に配置します。 

 

26 「アウトリガ_前右」ファミリ図形を 180°回転します。 

1. 「アウトリガ_前右」ファミリ図形を選択して、「修正/一般モデル」タブ→

「回転」機能を選択します。 

 

「アウトリガ_前右」参照面 

「中心(左/右)」参照面 
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2. 「回転中心」を「中心(左/右)」参照面と「アウトリガ_前右」参照面の交点

に設定します。 

 

3. 角度に「180」を入力します。 

 

 

 

27 「アウトリガ_前右」ファミリの作業面を「アウトリガ_前右」参照線に変更し

ます。 

1. 「カウンタウエイト」ファミリ図形を選択し、「修正/参照線」タブ→「作

業面を編集」を選択します。 

 

2. 「作業面」画面の「新しい作業面を指定」エリアの「面を選択」を選択し

て、「OK」を選択します。 

 

3. 「アウトリガ_前右」参照線を選択します。 

        

「アウトリガ_前右」参照線 

「回転中心」位置 

180°回転 
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28 「アウトリガ_前右」参照線と「アウトリガ_前右」ファミリの「中心(正面/背

面)」参照面を拘束します。 

 

29 「中心(左/右)」参照面と「アウトリガ_前右」ファミリの「中心(左/右)」参照

面を拘束します。 

 

 

30 「回転部」ファミリ図形を選択して、「プロパティ」画面の「パラメータ」項

目との関連付けを行います。 

1) アウトリガ → アウトリガ_前右 

 

 

 

【「アウトリガ_後左」ファミリ合成】 

31 「平面図」ビューを表示します。 

32 「アウトリガ_後左」ファミリを配置します。 

1. 「作成」タブ→「コンポーネント」機能を選択します。 

2. 「プロパティ」画面で「GR-1000N-1_アウトリガ_本体」を確認、又は選択

します。 

「アウトリガ_前右」参照線 

「アウトリガ_前右」ファミリの「中心(正面/背面)」参照面 

「アウトリガ_前右」ファミリの「中心(左/右)」参照面 

「中心(左/右)」参照面 
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3. 「修正/コンポーネント」タブ→「作業面に配置」を選択します。 

 

4. 「アウトリガ_後左」ファミリ図形を「中心(左/右)」参照面と「アウトリガ

_後左」参照面の交点に配置します。 

 

33 「アウトリガ_後左」ファミリの作業面を「アウトリガ_後左」参照線に変更し

ます。 

1. 「カウンタウエイト」ファミリ図形を選択し、「修正/参照線」タブ→「作

業面を編集」を選択します。 

 

2. 「作業面」画面の「新しい作業面を指定」エリアの「面を選択」を選択し

て、「OK」を選択します。 

 

3. 「アウトリガ_後左」参照線を選択します。 

        

34 「アウトリガ_後左」参照線と「アウトリガ_後左」ファミリの「中心(正面/背

面)」参照面を拘束します。 

「アウトリガ_後左」参照面 

「中心(左/右)」参照面 

「アウトリガ_後左」参照線 
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35 「中心(左/右)」参照面と「アウトリガ_後左」ファミリの「中心(左/右)」参照

面を拘束します。 

 

 

36 「回転部」ファミリ図形を選択して、「プロパティ」画面の「パラメータ」項

目との関連付けを行います。 

1) アウトリガ → アウトリガ_後左 

 

 

 

【「アウトリガ_後右」ファミリ合成】 

37 「平面図」ビューを表示します。 

38 「アウトリガ_後右」ファミリを配置します。 

1. 「作成」タブ→「コンポーネント」機能を選択します。 

2. 「プロパティ」画面で「GR-1000N-1_アウトリガ_本体」を確認、又は選択

します。 

 

「アウトリガ_後左」参照線 

「アウトリガ_後左」ファミリの「中心(正面/背面)」参照面 

「アウトリガ_後左」ファミリの「中心(左/右)」参照面 

「中心(左/右)」参照面 
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3. 「修正/コンポーネント」タブ→「作業面に配置」を選択します。 

 

4. 「アウトリガ_後右」ファミリ図形を「中心(左/右)」参照面と「アウトリガ

_後右」参照面の交点に配置します。 

 

39 「アウトリガ_後右」ファミリ図形を 180°回転します。 

1. 「アウトリガ_後右」ファミリ図形を選択して、「修正/一般モデル」タブ→

「回転」機能を選択します。 

 

2. 「回転中心」を「中心(左/右)」参照面と「アウトリガ_後右」参照面の交点

に設定します。 

 

3. 角度に「180」を入力します。 

 

 

 

「アウトリガ_後右」参照面 

「中心(左/右)」参照面 

「回転中心」位置 

180°回転 
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40 「アウトリガ_後右」ファミリの作業面を「アウトリガ_後右」参照線に変更し

ます。 

1. 「カウンタウエイト」ファミリ図形を選択し、「修正/参照線」タブ→「作

業面を編集」を選択します。 

 

2. 「作業面」画面の「新しい作業面を指定」エリアの「面を選択」を選択し

て、「OK」を選択します。 

 

3. 「アウトリガ_後右」参照線を選択します。 

        

41 「アウトリガ_後右」参照線と「アウトリガ_後右」ファミリの「中心(正面/背

面)」参照面を拘束します。 

 

42 「中心(左/右)」参照面と「アウトリガ_後右」ファミリの「中心(左/右)」参照

面を拘束します。 

 

 

「アウトリガ_後右」参照線 

「アウトリガ_後右」参照線 

「アウトリガ_後右」ファミリの「中心(正面/背面)」参照面 

「アウトリガ_後右」ファミリの「中心(左/右)」参照面 

「中心(左/右)」参照面 
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43 「回転部」ファミリ図形を選択して、「プロパティ」画面の「パラメータ」項

目との関連付けを行います。 

1) アウトリガ → アウトリガ_後右 

 

90 「表示」タブ→「表示グラフィックス」機能を選択して、「表示グラフィック

スの上書き」画面を開き、「注釈」タブの「参照線」を「OFF」(チェックを外

す)にします。 

 

 

 

 

 

  

「参照線」を OFF 
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3) 「メイン」ファミリ合成 

① Revit(ここでは、Revit 2019 を使用)を起動し、「メイン」ファミリ(ラフテレー

ンクレーン_GR-1000N-1.rfa)を開きます。 

    

 

【「本体部」ファミリ合成】 

② 「平面図」ビューを表示します。 

③ 「挿入」タブ→「ファミリをロード」機能を選択して、「本体部」ファミリ

(GR-1000N-1_回転部.rfa)をロードします。 

   

④ 「本体部」ファミリを配置します。 

1. 「作成」タブ→「コンポーネント」機能を選択します。 

2. 「プロパティ」画面で「GR-1000N-1_本体部」を確認、又は選択します。 

   

3. 「修正/コンポーネント」タブ→「作業面に配置」を選択します。 

 

4. 「本体部」ファミリ図形を「中心(左/右)」参照面と「中心(正面/背面)」参

照面の交点に配置します。 
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44 「本体部」ファミリ図形を 180°回転します。 

5. 「アウトリガ_後右」ファミリ図形を選択して、「修正/一般モデル」タブ→

「回転」機能を選択します。 

 

6. 「回転中心」を「中心(左/右)」参照面と「アウトリガ_後右」参照面の交点

に設定します。 

  

7. 角度に「180」を入力します。 

 

 

  

⑤ 「本体部」ファミリの作業面を「本体部_回転」参照線に変更します。 

「中心(正面/背面)」参照面 

「中心(左/右)」参照面 

「回転中心」位置 

180°回転 
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1. 「カウンタウエイト」ファミリ図形を選択し、「修正/参照線」タブ→「作

業面を編集」を選択します。 

 

2. 「作業面」画面の「新しい作業面を指定」エリアの「面を選択」を選択し

て、「OK」を選択します。 

 

3. 「カウンタウエイト」参照線を選択します。 

        

⑥ 「本体部_回転」参照線と「本体部」ファミリの「中心(左/右)」参照面を拘束

します。 

  

⑦ 「回転部」補助参照線と「回転部」ファミリの「中心(正面/背面)」参照面を拘

束します。 

「本体部_回転」参照線 

「本体部_回転」参照線 

「本体部」ファミリの「中心(左/右)」参照面 
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⑧ 「本体部」ファミリ図形を選択して、「プロパティ」画面の「パラメータ」項

目との関連付けを行います。 

1) 回転台_角度 → 回転台_角度 

2) ブーム長 → ブーム長 

3) ブーム角 → ブーム角 

4) ジブ長 → ジブ長 

5) ジブ角 → ジブ角 

6) ワイヤ操出量 → ワイヤ操出量 

7) アウトリガ_前右 → アウトリガ_前右 

8) アウトリガ_前左 → アウトリガ_前左 

9) アウトリガ_後右 → アウトリガ_後右 

10) アウトリガ_後左 → アウトリガ_後左 

11) カウンタウエイト追加長 → カウンタウエイト追加長 

12) ジブ表示 → ジブ表示 

13) 作業範囲_ドーム_表示 → 作業範囲_ドーム_表示 

14) カウンタウエイト可動範囲_表示 → カウンタウエイト可動範囲_表

示 

15) カウンタウエイト_表示 → カウンタウエイト_表示 

16) 作業半径_縦断図_表示 → 作業半径_縦断図_表示 

「本体部_回転」補助参照

線

「本体部」ファミリの「中心(正面/背面)」参照面 



 

281 

 

 

 

 

 


	2. 目的
	(1) 動作パラメータについて
	(2) 図形形状について

	3. 基点について
	4. 参照線について
	(1) 参照線の注意事項
	1) 参照線作成について
	2) 参照線の作業面設定について

	(2) 参照線の拘束方法
	1) 参照線の端点と2本の参照面の交点との拘束方法
	2) 参照線_1(メイン)の端点と参照線_2の端点との拘束方法_1
	3) 参照線_1(メイン)の端点と参照線_2の端点との拘束方法（固い拘束方法）_2
	4) 参照線_1(メイン)の端点と参照線_2の端点との90 拘束方法


	5. 作成方法
	(1) ファミリと子ファミリとの関係
	1) 作成ファミリ、子ファミリについて
	2) ファミリ関係図

	(2) マテリアルについて
	1) 使用マテリアル一覧
	2) マテリアルのロード方法

	(3) プロファイルについて
	1) 使用プロファイル一覧
	2) プロファイル作成方法

	(4) 骨格部ファミリ作成
	1) 「メイン」ファミリ(骨格部)作成(ラフテレーンクレーン_GR-1000N-1.rfa)
	2) 「本体」ファミリ(骨格部)作成(GR-1000N-1_本体部.rfa)
	3) 「回転部」ファミリ(骨格部)作成(GR-1000N-1_回転部.rfa)

	(5) 肉部ファミリ作成
	1) 「車両」ファミリ(肉部)作成(GR-1000N-1_車両.rfa)
	2) 「アウトリガ」ファミリ(肉部)作成(GR-1000N-1_アウトリガ.rfa)
	3) 「回転部_本体」ファミリ(肉部)作成(GR-1000N-1_回転部_本体.rfa)
	4) 「ブーム」ファミリ(肉部)作成(GR-1000N-1_ブーム.rfa)
	5) 「ブーム接続部」ファミリ(肉部)作成(GR-1000N-1_ブーム接続部.rfa)
	6) 「ジブ」ファミリ(肉部)作成(GR-1000N-1_ジブ.rfa)
	7) 「フック_1」ファミリ(肉部)作成(GR-1000N-1_フック_1.rfa)
	8) 「フック_2」ファミリ(肉部)作成(GR-1000N-1_フック_2.rfa)
	9) 「カウンタウエイト」ファミリ(肉部)作成(GR-1000N-1_カウンタウエイト.rfa)

	(6) 影響範囲ファミリ作成
	1) 「作業範囲(ドーム)」ファミリ作成(GR-1000N-1_作業範囲_ドーム.rfa)
	2)  「作業半径(縦断図)」ファミリ作成(GR-1000N-1_作業半径_縦断図.rfa)
	3)  「カウンタウエイト可動範囲」ファミリ作成(GR-1000N-1_カウンタウエイト可動範囲.rfa)

	(7) 骨格部ファミリ　+ 肉部ファミリ、影響範囲ファミリ作成(合成)
	1) 「回転部」ファミリ合成
	2) 「本体部」ファミリ合成
	3) 「メイン」ファミリ合成



